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薬屋のひとりごと　２
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序　話







「本気ですか？」

　壬ジン氏シは言った。目の前に男が一人、長椅子カウチに横たわっている。美び髯ぜんをたくわえた壮そう年ねんの君は、ゆっくりと頷うなずく。

　場所は、宮廷内のとある宮みや。小さな造りだが、見通しがよく鼠ねずみ一匹忍び込むことはできまい。

　玻璃ガラスの器に葡ぶ萄どう酒を手て酌じゃくで注ぎ、ゆっくりと象ぞう牙げ飾りの付いた長椅子カウチに横たわる君。この国で誰よりも尊きかたと同席する壬氏だが、非常にゆったりとくつろいでいた。先ほどまでは──。

　帝みかどは美髯を撫でながらにやりと笑う。食くえない、そんな言葉が似合うと言えば非礼にあたるだろうか。だがそれがとてもよく似合う、決して勝てないおかたなのだ。

「さあてどうする？　朕ちんの花の園を手入れする庭師であろう、おまえは」
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　いかにも挑発するような物言いに壬氏は、苦笑いを浮かべたくなった。しかし、そこにあるのは、誰もが蕩とろけると言われる天てん女にょの笑みだろう。自分で言うのもおかしな話だが、壬氏は自分の容よう姿しにだけは自信があった。

　皮肉なものである、本当に自分が欲しいものはなかなか手に入らないのに。そう、どんなに努力しようとも優にはなれど秀にはなれぬ、所しょ詮せんは凡人に毛が生えた程度のもの。なのに、外見だけは誰よりも秀でたものが付いてきた。

　昔は気に食わなかったそれだが、今はもう割り切っている。知も武も優の域を出ないなら、ほかの秀ひいでたものを利用しようと。結果、壬氏は美しき後こう宮きゅう管理官として存在している。甘い眼差し、甘い声、男として過剰過ぎるそれをいくらでも利用しようではないか。

「御み心こころのままに」

　たおやか、かつしたたかな笑みを浮かべて壬氏は、帝みかどに礼をする。

　やれるものならやってみろ、と帝は葡ぶ萄どう酒を口に含んで笑っているようだった。

　わかっている、壬氏など所詮は子どもに過ぎない。そして帝の大きな手のひらの上であがいているに過ぎない。

　なんだってやってやる。

　壬氏は、無茶な帝の願いを聞き届けなくてはならなかった。それが、壬氏の仕事であり、同時に帝との賭かけでもあった。

　賭けに勝たなくてはならなかった。それが、壬氏が自分の道を選ぶ唯一の方法だ。ほかにも方法はあるかもしれない。だが凡人である壬氏にはその方法が思い浮かばない。

　ゆえに今の道を選んでいる。

　壬氏は、杯さかずきを口に含むと、甘い果実酒で喉のどを潤した。

　その顔に、麗うるわしき天女の笑みを浮かべて。




　〇●〇




「はいはい、これも、これも。ああ、これも持っていきな」

　ぽんぽん投げられる荷物に猫マオ猫マオは辟へき易えきした。

　慌あわただしく紅やおしろい、衣を投げつけるのは妓ぎ女じょの梅メイ梅メイである。場所は、緑ろく青しょう館かんにある梅梅の部屋だ。

「こんなにいらないよ、小姐ねえちゃん」

　猫猫は投げられた化粧品を掴つかむと、そのまま部屋の棚に戻す。梅梅は、その様子を呆あきれた顔で非難する。

「いらないじゃないわよ。あっちじゃもっといいもの使っている奴らばかりなんだからね、ちょっとはまともな格好しなさい」

「仕事に行くのに洒落しゃれるのは、妓女くらいなもんでしょ」

　昨日とってきた薬草を調合したいなあ、と猫猫がよそ見をしていると、木もっ簡かんが飛んでくる。面倒見はいいが、少々短気な姉貴分だ。

「あんたは、せっかくいい仕事貰えたんだから、それに見合う人間になろうとか思わないわけ？　世の中、あんたの立場がうらやましくて仕方ない人間だっているのよ。そこんとこ、感謝しながら生きていかないと、せっかくの上客だって逃げちゃうんだから」

「……わかりました」

　やり手婆ばばあといい梅梅といい緑青館の教育は少々手荒い。しかし、彼女の言葉には説得力がある。

　猫猫は少しばつが悪そうに木簡を拾う。木簡は何度も書いては削ったあとがあり黒ずんでいて、その上に秀麗な文字で歌が書かれていた。梅梅は妓女としては、もう引退を考える年齢だが、今なお人気が衰えないのはその知性があるからだ。歌を作り、碁ごや将棋を打ち、客を楽しませる。色ではなく芸を売る妓女だ。

「せっかくいいところに勤められるんだ。しっかり稼かせいでくるんだよ」

　先ほどまでの木簡を投げつけた乱暴な小姐ねえちゃんでなく、優しい面倒見のいい小姐がいた。ゆっくりと爪紅マニキュアを付けた指先で猫猫の頬を撫でると乱れた横髪を耳にかけてくれた。

　猫猫は十と月つきほど前、人買いにさらわれて後こう宮きゅうに下げ女じょとして売られてしまった。その後、なんやかんやとあり、花はな街まちに戻ってきたものの、また出しゅっ仕しすることになろうとは思いもよらなかった。

　周りから見れば、またとない幸運だ。ゆえに、梅梅の目が厳しいわけだ。

「……はい」

　猫猫が素直に返事をすると、梅梅はにっこりとたおやかな笑みを浮かべる。

「んでもって、いい旦だん那なでも見つけてくるんだよ。金持ちはたくさんいるんだろ。ああ、ついでに上客も連れてきてくれるとうれしいわ」

　先ほどまでの優しい笑みとは違い、少々腹黒さが交じっている。

　くくくっ、と笑う梅梅小姐ねえちゃんは、どこかやり手婆ばばあに似ているな、と猫猫は思う。妓女はしたたかでなくては生きていけないからそんなものだろう。

　結局、猫猫は大風呂敷に衣や化粧道具一式を詰め込まれて持ち帰る羽目になった。重い荷物によろめきながらあばら家へと帰るのだった。




　後宮を出て半月後、麗うるわしき貴人が花街に現れたのは記憶に新しい。

　物好きな宦かん官がんは、冗談めいて言った猫猫の言葉を鵜う呑のみにしてくれた。借金の肩代わりとしては、十分お釣りがくる金きん子すをやり手婆の前に広げて見せ、手土産には貴重な薬草という気の配りようである。契約書に判を押すのに四半時さんじゅっぷんもかからなかった。

　よって、猫猫はまたやんごとなき場所にてお勤めをすることとなった。

　おやじを置いたまま、また住み込みで働くことになるのは少々気が引けるが、契約書を見る限り、以前よりもずいぶん規則がゆるくなっていた。

　前のようにどこにいるかもわからない行方不明の状態というわけではないので、おやじは「好きにしなさい」と柔にゅう和わな笑みを浮かべていた。だが、契約書を見た際、一瞬表情を曇らせて猫猫を見たのはどういうことだろうか。




「ずいぶん貰ったねえ」

　おっとりとした口調のおやじは、大鍋で薬草を煮ながら言った。猫猫は風呂敷包みをどさっと置いて肩を回す。

　隙間風が入るあばら家は、竈かまどに火をつけてもまだまだ寒く、猫猫とおやじは服を何枚も重ねて着ている。おやじは膝ひざをしきりにさすっているところを見ると、古傷が痛むのだろう。

「あんまり荷物持っていけない」

　猫猫は、すでに準備をしていた荷物を見る。

（すり鉢も薬や研げんも絶対必要だし、帳面ノートも絶対いる。だけど、これ以上、下着を減らすのは）

　猫猫が眉み間けんにしわを寄せながら唸うなっていると、おやじが鍋を竈から下ろして猫猫に近づいてきた。

「猫猫や、たぶんこれは持っていってはいけないよ」

　調合道具を風呂敷から外はずされて猫猫はおやじを怪け訝げんな目で見る。

「医官でもないのにこんなものを持っていけば、毒殺でも企たくらんでいるのかと疑われる可能性があるからね。……ほら、そんな顔しない。おまえが決めたことなんだから、今更取りやめなんて駄目だよ」

「本当に？」

　猫猫は力なく土ど間まに座り込んだ。その顔は、とりあえずおやじが一目見てなにが言いたいのかわかる表情をしているらしい。

「はいはい、早く準備して寝なさい。少しずつ許可を取れば持ち込めるものもあるからね。初日からぼんやりしてたら失礼だろ」

「……わかったよ」

　猫猫はしぶしぶと調合道具を棚に戻すと、貰った餞せん別べつの中でいくつか使えそうなものを風呂敷の中に入れた。紅の入った貝殻とおしろいを見て目を細めたが、とりあえずかさばらない紅だけは風呂敷に入れた。

　貰ったものの中には上等の綿入れも入っていた。客人の忘れ物をくれたのだろうか、その柄は妓ぎ女じょが着るような代物ではなかった。

　猫猫は、鍋を片付け竈かまどの火に薪まきをくべるおやじを見る。おやじは薪をくべ終えると、痛々しい歩き方をしながら、菰こもに薄布を掛けただけの布団に横になる。上掛けもまた菰と粗末な着物を重ねただけだ。

「ほら、終わったら明かりを消すよ」

　魚脂のにおいがする灯ともしびを持っておやじが言う。

　猫猫は荷造りを終えると、部屋の反対側にある寝床におさまろうとした。だが、ふとなにかを思いつき、菰をずるずると引きずった。

「なんだい、ずいぶん久しぶりだねえ。もう子どもじゃないんじゃなかったのかい？」

「まあ、寒いし」

　少し気まずそうに視線をずらす猫猫。持ってきた布団は、おやじの寝床の隣に移動した。確か、十を過ぎた頃には一人で眠るようになっていた。一体、何年ぶりだろうか。

　猫猫は、貰った上等の衣をおやじと自分の布団の間に掛けると、ゆっくり目を瞑つむった。背中を丸めて胎児のように横になる。

「また寂しくなるねえ」

　おっとりとした口調のまま言うおやじの言葉に、

「別に。今度はいつでも帰ってこれるからさ」

　と、そっけなく返した。

　だが、その背中はおやじの腕に触れていて、ほんのりと温かかった。

「そうだね、いつでも帰っておいで」

　猫猫の頭をしわだらけの手が撫なでた。おやじ、おやじと言ってはいるが、その容よう貌ぼうは老女に近い。そして、その性格は周りから言わせたら母親のようだという。

　猫猫には、母親はいない。本人がいないと言うならそういうことだろう。でも、優しいおやじはいるし、うるさい婆ばばあならいるし、にぎやかな小姐ねえちゃんはたくさんいる。

（いつでも帰ってこれるからさ）

　猫猫は髪を撫で続ける枯木のような手の温かみを感じながら、寝息をたてた。










一話　外がい廷てい勤務







「てっきり後こう宮きゅうに戻るものと思っていたのですが」

　猫マオ猫マオは、麻ではなく木綿を使った衣を着ていた。後宮の下働き時代は、麻を着せられていたことを考えるとずいぶん待遇がいい。

「いえ、一度やめさせた手前、そう簡単に戻ることはできません。今後はこちらで働くことになります」

　宮殿内を案内してくれるのは、壬ジン氏シのお付の高ガオ順シュンだ。建物の名前と部署を猫猫に教えていく。その数は宮殿の広さを考えると、手足の指では足りないだろう。

　今後の職場は、後宮ではなく外がい廷ていだそうだ。簡単に言えば、役所がそろった官たちの職場だ。

　後宮は皇族の住まう場所に位置する内ない廷ていにあたる。

「ここから東側は、武官たちが多くいますのであまり立ち寄らないでください」

　猫猫は、頷うなずきながら庭園の植しょく生せいを目視で調べる。

（やっぱ、後宮のほうが材料になるものがたくさんあるな）

　昔、おやじである羅ルォ門メンが後こう宮きゅうにいたときに、使える植物を移植していたのだろう。限られた空間ながら、数多くの薬草が生えていた。

　次々と高順が説明していく中、猫猫はちりちりと首筋に感じるものに気が付いた。目線だけ斜め後ろにずらすと、外廷に勤める女たちが猫猫たちを見ていた。いや、正確には猫猫を睨にらんでいた。

　男同士にしかわからない感覚があるように、女同士にしかわからないなにかというものがある。男が相手に対する攻撃を肉体に行うのに対し、女の場合は精神に行う者が多い。

　新入りの観察といったところか。

（やーな感じだ）

　猫猫はちらりと舌を出しながら、次の部署へと歩いていく高順のあとを追った。




　猫猫の仕事は、後宮にいる下げ女じょとなんら変わらない。頼まれた部屋の掃除を行い、たまに雑用を頼まれるくらいだ。

　本来なら、もっと違う仕事に壬氏はつけるつもりだったらしいがそれはかなわなかった。猫猫が、その試験に落ちたからだ。

「なぜ落ちる？」

（なぜ受かると思う？）

　壬氏も高順も驚いていた。猫猫は簡単に合格するものだと思っていたらしい。

　猫猫は遊ゆう郭かく育ちのため字が書けるし、詩歌や二に胡こも最低限の教育は受けている。試験といっても科か挙きょほど難しくないので、多少勉強すれば受かるものと思っていたようだ。

（ごめんなさいねえ、落ちちゃって）

　猫猫はきゅっきゅっと窓の桟さんを拭ふく。場所は壬氏の執務室の廊下だ。構造は後宮に比べると質素だが、少し高めに建てられている。丹塗りの壁は鮮やかに赤く、毎年塗り替えられていることがわかる。

　本当のところ、猫猫は勉強が好きじゃない。興味がないものの物覚えは人並み以下だ。薬学またはそれに関わりのある知識ならともかく、歴史など習ってなにになろうか。法律などいつ変わるかわからない代物だ、覚えても意味がない。

　残念ながら猫猫はそちらの方面に努力する才能がまったくなかったわけだ。落ちて当たり前だ。

　それでも事前に与えられた書物を読もうと開いてみた。気が付けば朝になっていた。その繰り返しだった。

　だから仕方ない、と猫猫はうんうん頷うなずき仕事を続ける。

（案外汚れてるなあ）

　そりゃあ、こんなに広ければ手の届かないところはあろう。だが、一方で手抜きなのでは、と思わなくもない。

　官かん女じょたちは、資格を有してこの場所に来ている。後宮の寄せ集めの女にょ官かんたちとは大違いだ。家柄と教養があり、それだけの自尊心プライドを持ち合わせている。下げ女じょの真似事をするなど、あってはならぬことだと思っているのだろう。たとえ埃ほこりが溜まっていても掃くこともない。

（まあ、それは仕事じゃないですからね）

　官女は書記官のようなものだ。確かに、掃除は仕事には含まれない。する必要もない。だからとて、しなくていいということでもない。官かん奴ぬ婢ひ、すなわち奴隷は、先の皇帝以来廃止されているので、雑用は個人で下女下男を雇って行うのだ。

　今の猫猫は、壬氏の直属の下女となっている。

　ほかはどうか知らないが、猫猫は後宮に勤めている女たちを女官、外廷に勤めている女たちを官女と呼び分けている。本当は違うかもしれないが、猫猫が聞く限り、壬氏たちはこの呼び分けをしているようだった。

（さて、次は）

　猫猫は、壬氏の執務室に向かう。広いが豪ごう奢しゃでなく無駄のない造りの部屋だ。家主は忙しい身らしく、一度外に出るとなかなか執務室には戻らない。おかげで猫猫には掃除がしやすいのだが、一つ問題があった。

「あなた、何様のつもりかしら？」

　気が付けば、見知らぬ官女たちに絡からまれていた。官女たちは誰もが猫猫よりも大きく、中には頭一つ分高い者もいた。

（餌えさがいいと、育ちもいいんだなあ）

　猫猫は思わず背丈とともに胸元にも目をやってしまう。話しかけた人物は背丈が高く、それだけ発育もよかった。

「ねえ、話聞いてるの！」

　少々不ふ埒らちなことを考えているうちに、官女たちをさらに怒らせてしまった。

　要約すれば、この官女たちはなぜ猫猫が壬氏直属で働いているのか、と怒っているのだ。そんなこと言われても雇われた身なのでなんとも言えない。

　もし猫猫に玉ギョク葉ヨウ妃のような胡こ姫きの異国情緒と、梨リ花ファ妃のような豊満な肉体と、白パイ鈴リン小姐ねえちゃんのような色っぽさがあれば誰も文句は言わなかっただろうし、言えるはずがない。

　だが、猫猫は、痩やせこけて貧相でそばかすまみれの鶏がらのような生き物である。

　それが彼女たちには不愉快らしい。猫猫が、麗しき宦かん官がん殿のそばにいることが目障りで仕方なく、あわよくば成り代わりたいと思っているのだ。

（うーん、どうしようか）

　猫猫はそれほど口が達者ではなく、考えるだけで口が動かないことも多い。でも黙っていても、相手の神経を逆撫でするだけだろう。

「つまり、あなたがたは、私に嫉妬しているのですか？」

　単刀直入に猫猫が言った台詞せりふは、彼女たちを怒らせるに十分だった。やはり、言葉を間違えたな、と頬ほおを引っぱたかれたあとに気が付いた。

　周りの官女は五人で、私刑リンチを食くらうのは避けたい。しかし、少しずつ周りから見えづらい廊下の奥へと追い詰められている。

　仕方ないので言い訳の一つでもしておこうか、と猫猫は思う。

「まさか私が特別扱いされていると？」

　官女たちの顔がさらに歪ゆがむ。もう一発食らう前に猫猫は言葉を続ける。

「そんなことあるわけないでしょう。このような醜女しこめをあの天女のようなおかたが相手にするはずないですから」

　猫猫がうつむきがちにつむぐ言葉に怒りに満ちた官女たちがぴくりと頬を痙けい攣れんさせる。

　いけるかな、と猫猫は続ける。

「あなたがたが思う貴人はそんな悪あく食じきでしょうか？　目の前に鮑あわびや猪しし肉にくがあるというのに、わざわざ肉のそげ落とされた鶏の骨を食べたいと思いますか？　まあ、それならなんて特殊趣味マニアックなことでしょうかね」

『特殊趣味マニアック』という部分を強調したせいか、その部分に官女たちはさらにびくりと身体を震わせる。

「私にはわかりませんが、あれほどの天上の笑みと美貌を持つおかたが、そのような特殊趣味なのでしょうか？　そうですか、特殊趣味」

「そ、そんなわけないじゃない！」

「そう、そうよ」

　官女たちがざわめき始める。しめたと思ったが、その中の一人がまだ疑いの目を向ける。

「でも、ならなんであなたが雇われているの？」

　比較的冷静な官女が言った。一番背の高い官女で、さっぱりした顔立ちをしている。そう言えば、さっきからこの官女だけは落ち着いていた。半歩下がってほかの官女にならっていたようだが、様子を窺うかがっているようにも見えた。

　面倒臭いけどとりあえず徒党に加わっておこうという型タイプの人間だろう。

（まあ、そこで誤魔化せないのでしたら）

「理由はこれです」

　猫猫は、左手を上げると袖そでをめくった。手首から肘ひじにかけて巻かれたさらしをめくっていく。「ひいっ」と官女の一人が声を上げた。むごたらしい傷あとがそこにある。ほかの官女たちも唖あ然ぜんとした顔をしている。

（この間、火傷やけど薬の実験したから、ぐちょぐちょなんだよな）

　育ちのよいお嬢様がたには大層気持ち悪いものであろう。

「麗うるわしき天女のようなおかたはお心まで天女なのですよ。私のような者にも食くい扶ぶ持ちを与えてくださるのですから」

　さらしを巻きなおしながら猫猫は言う。そっと伏し目になり、身体を震わせることも忘れない。

「……行こうか」

　興をそがれた官女たちは立ち去っていく。ただ、一人あの背の高い官女だけは、ちらりと猫猫を見たが、すぐ持ち場へと戻っていった。

（ようやく終わったな）

　猫猫は首の関節を鳴らしながら、雑ぞう巾きんを握りなおした。次の場所に移って掃除を再開しようとすると、壁に頭を押し付けたままで突っ立っている麗しき宦かん官がんを見つけた。

「なにをなさっているのですか？　壬ジン氏シさま」

「……なんでもない。それより、いつも絡からまれているのか？　ああいうのに。っていうか、なに、左手を上げてんだ？」

「大丈夫です。後こう宮きゅう女にょ官かんよりは手数は少ないので。ところで、なんでそんな体勢をしているのですか？」

　左手の質問は無視する。壬氏の位置から見えなかったらしい。

　あまり貴人がすべき体勢ではないと猫猫は思う。現に、後ろに仕つかえる高ガオ順シュンは頭を抱えている。

「それでは、次の掃除場所に向かいますので」

　壬氏が帰ってきたら執務室の掃除ができない。ほかの場所へと向かう。

　手て桶おけを持って猫猫が去っていく中、壬氏の麗しき声は「特殊趣味マニアック……」とぽつりと言った。

（別に悪いことは言ってないはず）

　先ほどの一部始終を壬氏に見られていたとしても、別に自分になんら落ち度はないと、猫猫は清掃作業に勤いそしむのだった。




（冬場はやっぱ少ないなあ）

　猫猫は、自室で胡坐あぐらをかき、腕を組んで唸うなっていた。昼間、仕事の合間にかき集めた薬草は微々たるもので、調合するにはまだまだ足りない。仕方ないのできれいに洗い、水気を拭いて部屋の壁に吊るしておく。

　外がい廷ていに来てから毎日そんなことをやっているから、猫猫の部屋はかなり怪しげなものへと変わっていた。そこら中に干した草がぶら下がっている。

　住み込みの下げ女じょに与えられる部屋にしては立派な造りだが、やはり狭いものは狭い。後宮で与えられていた部屋と変わらないくらいの大きさだ。

　それでも、翡ひ翠すい宮きゅうでは許可を取れば炊事場を使わせてもらえたし、材料も豊富だったためすぐ調合できたので今の部屋ほどかさばっていなかった。

（さてどうしよう）

　猫猫は行こう李りの上に大事に置いた桐きり箱を眺める。絹紐で封されたそれは、虫が種となり生えてくる草だ。壬氏が花はな街まちに来た際、金きん子すとともに持ってきた代物で冬とう虫ちゅう夏か草そうと言う。

　猫猫はこれを見るなり二つ返事で書類に署名サインしたのだが、今思えばちと軽率だったかもしれない。しかし、このなんとも言えない不気味な草への欲求には勝てるわけがない。

　猫猫は蓋ふたを開き、中の冬虫夏草を見ると、思わず顔がほころんだ。にやにやと不気味に顔が痙けい攣れんしてしまう。

（いかんいかん）

　先日、そのまま声を上げてしまい、二つ隣の部屋の住人から扉を蹴られて抗議を受けた。真夜中に奇声を発するな、眠れないとのことである。

　猫猫はゆるんだ頬ほおを指先でほぐすと、寝台の上に寝そべった。下女の仕事は朝早い。鶏の鳴く前に起きなくてはならない。仕えるかたは、大事なものはなくなったとはいえ、麗しく貴とうときかたである。ご機嫌をそこねてはいけない。

　薄い上掛けに、何枚も衣服を重ねて、猫猫は目ま蓋ぶたを閉じた。




「今の部屋は手狭ではないか？」

　朝あさ粥がゆを食はみながら、麗しき宦かん官がんは言った。壬氏の言葉に猫猫は瞬まばたきを一回だけする。

「私のような下げ女じょには十分な造りのものを与えられております」

　本音は「ええ、狭いです。できれば、井戸に隣接した竈かまどのある部屋に移り住みたいところです」とは言えない。猫猫とてそれくらいわかっている。

「本当か？」

「……」

　まだ、起きて間もない宦官は、少し着崩した格好のまま朝あさ餉げを楽しんでいる。簡単に束ねただけの乱れた髪は、無駄な色気を醸し出しているので困ったものだ。

　猫猫は、この宦官の部屋に自分のほか、高ガオ順シュンともう一人、初老の侍じ女じょしか入らない理由がよくわかる。

　女ならば色気に当てられてのぼせた者が卒そっ倒とうし、男なら性別の垣根など無視して押し倒していることだろう。実に罪深い性質を持つおかたである。

（なんか発情期の虫みたいだ）

　虫の雌めすには、雄おすを引き寄せるために不思議なにおいを発するものがいる。それに誘われて、一匹の雌に対し、数十、数百の雄が群がる。猫猫も、薬の材料となる虫を集めるため、その性質を利用して捕まえたことがあった。

　そう考えると、実に興味深い性質かもしれない。

（においを集めて香にできれば売れるかも）

　そんな風に、惚ほれ薬の材料もとい壬氏を見てしまった。ほかのことを考えると、意識がかなたに飛んでしまうのは悪い癖だ。そのせいで、周りの話についていけないことが多々ある。話を聞いていないのに、首だけは聞いている風に縦に振っているから、さらにややこしい。

「おまえがよければ、新しい部屋を用意させよう」

（は？）

　なんだか満足そうな顔をした壬氏が粥かゆのお代わりを水スイ蓮レンに頼んでいる。水蓮は壬氏に仕える数少ない侍じ女じょであり、見た目から五い十そ路じをとうに越えている。水蓮は穏やかな顔のまま、新しい椀に粥をつぎ、黒酢をかけて渡した。

　よくわからないがもっといい部屋を用意してくれるのであろうか、と猫猫が納得していると、頭を抱える高順と目が合った。常にお疲れ気味の苦労人は、なにかしら猫猫に言いたいことがあるようだったが、猫猫は眉を歪ゆがめるだけだった。

（言いたいことははっきり言ってくれないとわからないのに）

　猫猫はそう思ったが、自分も同じように言葉が足りない部分が多いのでなんとも言えなかった。

「では、井戸が近くにある厩うまやでも」

　猫猫はつい欲望を口にしてしまった。

「……厩か」

「はい、厩です」

　そこなら、誰にも邪魔されずに煮炊きができると思ったが、高順が首を振りながら両手でばつ印を作っていた。見た目によらずお茶目なおっさんだと猫猫は思う。

「厩は却下だ」

「……」

　うん、そうだろうね、と猫猫は思いながら、わかりました、と伝えた。




　壬氏は朝あさ餉げを終えて出しゅっ仕しした。午前中、壬氏は執務室にいることが多いので、おもにこちらの棟むねの掃除が猫猫の仕事だ。

「あなたが来てくれて助かるわ。さすがにこの齢でこの広さは辛つらいのよ」

　水蓮は朗ほがらかに笑いながら猫猫に言った。猫猫が来る前は、この広い棟むねを一人で切り盛りしていたらしい。しかし、五い十そ路じとなれば身体のあちこちにがたがくる。

「何度か新しい子を入れたことはあったんだけど。まあ、いろいろあって続かないのよね。その点、小シャオ猫マオなら大丈夫そうね」

　高順が猫猫のことをそう呼んでいるため、この気のよさそうな侍女も同じように呼んでいる。

　口がよく回るうえに、熟練の侍女は仕事も速く、動く手も止まらない。銀製の食器は瞬またたく間に磨き抜かれていく。それが終わると、次は床掃除だ。どう見ても下げ女じょの仕事なので猫猫が止めに入ると、

「たぶん、それじゃあお昼からの仕事には間に合わないわよ」

　とのことだ。以前入れていた下女や侍女があることをやらかしてから、部屋の掃除はすべて水蓮がやっているという。

（窃せっ盗とうか？）

　たぶん、金銭目的の窃盗ではないと、猫猫にも容易に想像できた。

　水蓮曰いわく、ときに物が減ることだけでなく増えることもあったという。

「さすがに、見たこともない下着が箪たん笥すに入っていたら誰だって嫌よね」

　しかも、それは糸ではなく人毛で縫われていたそうだ。一針一針名前を刺し繍しゅうされていたという。

　予想の斜め上の答えに、猫猫は鳥肌を立ててしまった。

「……大変ですね」

「ええ、大変よ」

　猫猫はせっせと窓の桟さんを拭ふきながら、あの宦かん官がんはもういっそお面でもかぶって生きていけばいいのに、と思うのだった。




　壬氏の私室の掃除を終えて遅い食事をとると、次は執務室の掃除だ。正直、執務室は私室よりも簡素な造りなので掃除は簡単だったりする。だが、お偉いさんの前で雑巾をかけるわけにもいかないので、その点は周りに気を付けてやらなくてはいけない。

（今日はなにをしようかな）

　壬氏の執務室に来客がいるとき、猫猫は暇だ。そういうときは、仕事のあるふりをして外廷内を散策することが多い。

（西側は大体網もう羅らしたよな）

　猫猫の頭の中で地図が広がる。できれば、東側を回りたかったが、なんとなくためらってしまう。東側には軍部がある。武官の多いそちら方面で、下げ女じょがこそこそと草むしりをするのはどうだろうか。密偵スパイと間違われて拘こう束そくされやしないか、と考える。高順にも釘くぎをさされていた。

（それに、軍部と言えば……）

　猫猫は思わず顔の筋肉がすべてひきつった表情を浮かべてしまった。それだけ嫌な理由があるのだが、一方でまだ散策していない場所に珍しい薬草があるかもしれないという期待もある。

　腕を組んで唸うなっていると、後頭部に衝撃を感じた。

（なに？）

　後頭部を押さえ、怪け訝げんな顔で振り返ると、涼しげな表情をした背の高い官かん女じょがいた。

（なんか見たことあるなあ）

　猫猫は数日前に絡からまれた官女たちの顔を思い出した。その中にいた一人だ。

　最低限の化粧しかしていないが、眉をきっちり描いているのが特徴だ。たっぷりと豊かな唇をしているのに、紅を線のように細く引いている。整っているがどこか惜しい。

（もったいない化粧だな）

　骨格も素材も上等の一品だが、化粧で垢抜け切れないものになっている。もし、眉をもっと薄く柔らかくして、唇に淡い紅をたっぷり引き、髪を派手に結い上げたら、後こう宮きゅうの花の一つとして数えられる逸いっ品ぴんになるだろう。

　小汚い小娘が夜の蝶となる姿を見続けてきた、猫猫の審しん美び眼がんだからこそ見抜けるのであって、ほとんどの人間は、彼女がそんな美女になる素材だとは思うまい。

「ここから先は、あなたの立ち入る場所ではないはずです」

　少し無気力な声で至し極ごく真っ当なことを言った。ならば、殴る前に言ってもらいたいものだな、と猫猫は思う。

　官女はこれ以上、下げ女じょに話しかける口もない、と言わんばかりに通り過ぎていく。その手には布包みがあり、大事そうに抱えて持っている。

（あれ？）

　猫猫は鼻をすんとさせる。白びゃく檀だんの香りのほかに、独特の苦みを帯びたにおいがした。

　はて、と首を傾かしげて官女がやってきた方向を見る。

（武官のお付なのか？）

　官女は軍部のほうからやってきた。確かに、軍部に出入りするなら、地味な化粧のほうが賢明だ。花はな街まちの路地裏ほどでないが、血気盛んな武官の周りを美女が歩き回るのは避けたほうがいい。

　それにしてもあのにおいは一体、と考えているうちに鐘の音が響いた。

（今日はやめとくか）

　猫猫は回れ右をすると、壬氏の執務室へと戻ることにした。主人あるじが出かけていればいいと思いながら。










二話　煙管キセル







　麗うるわしき貴人こと壬ジン氏シは猫マオ猫マオが思った以上に多忙だった。宦かん官がんなので後こう宮きゅうの仕事だけかと思いきや、外がい廷ていの仕事もやっているらしい。

　壬氏が気難しい顔で書類を睨にらんでいる。猫猫は部屋の隅で反ほ古ごをかき集める。壬氏は、今日一日執務室に籠こもるとのことで、仕方なく中を掃除している。

　上質の紙には、くだらない案が書かれており、見る価値なしとごみになったものである。たとえどんなにくだらない法案であろうとも、反古となった紙を再利用するわけにいかず、燃やさねばならない。

（売れば小遣い稼ぎになるんだけどな）

　猫猫は、悪いことを考えつつも、仕事だと言い聞かせて燃やしに行くことにした。壬氏の執務室を出て広大な宮廷内の隅、軍部の訓練場や蔵があるところにごみ焼き場がある。

（軍部ねえ）

　正直あんまり行きたくないが、仕方ない。仕事と割り切って腰を上げると、肩になにかが掛かった。

「外は寒いので、これを着てください」

　まめで気が利く高ガオ順シュンが猫猫に綿わた入いれを掛けてくれた。外は小雪がちらついており、木枯らしの音が聞こえた。火鉢をいくつも置いた温かい部屋にいると忘れがちだが、まだ年を越してひと月も経っていない。一年で一番寒い季節だ。

「ありがとうございます」

　本当にありがたい。宦官にしておくにはもったいない人物だ。一枚羽織るのと羽織らないのとではずいぶん寒さが違う。生き成なりの袖に手を通していると、壬氏がじっと見ていることに気が付いた。いや、見ているというより睨んでいる。

（なにか気に食わないことでもしたっけ？）

　猫猫が首を傾かしげていたが、どうやら睨んでいる相手は猫猫ではなく高順みたいだ。高順は、視線に気が付いたのか、肩をびくりとさせる。

「……これは、壬氏さまからのものですので。私はただ、渡しただけに過ぎませんので」

　高順がなぜか身振り手振りを加えながら言った。言い訳がましく聞こえてくる。

（勝手なことをするなということかな？）

　私のような下げ女じょには綿入れ一枚渡すのにも、許可が必要なのか。

　高順も大変である。

「そうですか」

　猫猫は、一応壬氏に礼を言うと、反ほ古ごの入った籠かごを持ってごみ捨て場へと向かった。




（おやじ、こちらにも植えときゃよかったのに）

　猫猫はため息をつく。

　外廷は、後宮の何倍もの広さがあるのに、材料にできる薬草はあまりない。見つけることができたのは、蒲公英たんぽぽ、蓬よもぎといったどこにでもあるものくらいだ。

　あと曼まん珠じゅ沙しゃ華げも見つけた。猫猫は、あの球根を水にさらして食べるのが好きだ。ただ、球根には毒があるので毒抜きがうまくできないと腹痛で苦しむ羽目になる。わざわざそんなものを食べるなと、よくやり手婆ばばあに怒られたが性分なので仕方ない。

（こんなもんかな）

　冬場で見つけにくいこともあるが、それでもこれ以上は採れないだろう。猫猫は、こっそり種でも植えておこうと考える。

　ごみ捨て場へと向かって歩いているうちに、見覚えのある人物を見つけた。執務室が並ぶ棟むねから少し離れた、漆しっ喰くい壁の倉庫が並んでいる場所だ。

　精せい悍かんな顔をした若い武官である。大型犬を思わせるどこかお人よしの顔。そうだ、李リ白ハクだ。帯の色が以前と違う。どうやら出世したのだろうと猫猫は気付く。

　李白は、傍かたわらにいる部下らしき男たちとなにやら話している。

（頑張ってるんだなあ）

　休みのたびに緑ろく青しょう館かんに来ては、禿かむろ相手に茶を飲んでいるらしい。もちろん、本命は白パイ鈴リン小姐ねえちゃんだが、彼女を呼ぶには平民の半年分の銀が必要になる。

　哀れ天上の蜜の味を知った男は、高たか嶺ねの花の顔かんばせを帳とばりの隙間からでも垣間見ようと通うのである。

　猫猫の憐れん憫びんの目が届いたのか、李白は手を振って走ってきた。まさに大型犬だ。尻尾しっぽの代わりに、頭ず巾きんからこぼれた髪が一房左右に揺れている。

「おう、今日は妃きさきの付き添いかなんかか？　出てくるなんて珍しい」

　猫猫が後宮を解雇されたことを知らない李白はそんなことを聞いてきた。花はな街まちに戻った期間が短かったため、猫猫は花街で李白と顔を合わせることはなかった。

「いえ。後宮勤めから、とある御ご仁じんの部屋付になりましたので」

　猫猫は、解雇の話は面倒だと端は折しょってこのように伝える。

「部屋付？　誰だ、そんな物好きは」

「ええ、物好きですよね」

　大変失礼なことを言ってくれる李白だが、それが普通の反応だろう。好んでしみだらけの顔をした枯木のような娘を部屋付にはすまい。別にそばかす化粧メイクを今更するつもりはなかったのだが、主人あるじに言われれば従うしかない。壬氏はなぜか、猫猫にいまだそばかす顔でいろ、というのである。

（一体、なにがやりたいんだ、あの男は）

　貴人の考えることはよくわからんと猫猫は思う。

「そういや、最近、高官がおまえんとこの妓ぎ女じょを身み請うけしたらしいな」

「そのようですね」

（そう思われても、仕方なかろう）

　雇用契約が決まり、壬氏の元に行く際、張り切った小姐ねえちゃんたちに全身を磨き上げられ、とっておきの衣装を着せられ、髪を結い上げられ、化粧をふんだんに施ほどこされた。到底、新入り下げ女じょには見えなかったことだろう。

　なぜか、おやじが仔牛でも見送る目で見ていたのを覚えている。

　妓女姿の娘が宮殿に入ることもおかしいが、さらに壬氏が目立つので、いやに注目され居心地が悪かった。すぐに服は着替えたが、それなりの人数に見られた。

（それにしても）

　本人が目の前にいるのに、この男はまったく気付きもせず喋しゃべっている。さすが駄犬だ。

「ところで、お取り込み中のようですが、よろしいのですか？」

「ああ、ちょっとな」

　李白の顔色を窺うかがうように、部下が近づいてくる。女日ひ照でりの安月給武官は、女がいるのを見てうれしそうにしていたが、猫猫を見ると明らかに落胆した顔になった。わかりきった反応だが、上司が上司なら部下も部下だ。

「小火ぼやだよ。この季節珍しくもないことだけどな」

　李白は親指で並んだ小屋を指す。煤すすけた小屋とまき散らされた水が見えた。

　察するに、李白は、小火があった原因を調べているらしい。

（原因不明ねえ）

　こんな話を聞かされて、首を突っ込むなと言われてもそれは殺せっ生しょうな話だ。猫猫は、ひょいっと武官二人の間をすり抜けて、小屋のほうへと近づいた。

「おい、あんまり近づくなよ」

「わかりました」

　李白にそんな返事をしておきながら、猫猫は建物の周りをじっくり観察する。漆しっ喰くいの割れた壁に煤が付いている。周りの小屋に燃え移らなかったのが幸いだろう。

（ふうん）

　これが小火だとしたら、おかしな点がいくつかある。

　本当に小火で済んでいるなら、なぜ李白が出向いているのだろうか。もっと、下っ端の役人で十分ではなかろうか。

　また、小火というわりに、建物の破片が散らばっている。むしろ、爆発に近い。怪我けが人も出ているのではなかろうか。

（火付けの疑いありとみているわけか）

　そこいらの倉庫が燃やされるならともかく、宮殿内であれば話は別だ。

　この国は、概おおむね平和であるが、皆が不満を持たぬわけではない。異民族はたまに襲ってくるし、飢き饉きんや干ばつもなきにしもあらず。他国とは仲よくやっているようだが、それはいつまで続くかわからない。属国の中には、不満を持つ者たちも少なくなかろう。

　特に、先帝の時代、毎年行われる女にょ官かん狩りによって、農村部の嫁不足が深刻になったことがあった。先の皇帝が現うつし世よから身み罷まかられてまだ五年ほど。先帝の治世が記憶に残る者は多い。

　近年では、現帝の即位とともに奴ぬ婢ひが廃止された。これで商売が成り立っていた商人もいる。

「おい、なにやってんだ。近づくなって言っただろ」

　李白が唇を尖とがらせながら、猫猫の肩を掴つかむ。

「あっ、ちょっと気になりまして」

　猫猫は、壊れた窓から中を見る。そして、李白の手をするりと抜けてそのまま中に入る。焼け焦げた荷が積まれていた。床に芋が転がっていることから、食糧庫だと思われる。芋がこんがりを通り越して消し炭になっているのが実にもったいない。

　ほかに落ちているものは、と猫猫は床に転がった棒のようなものを拾う。棒は触れるとぼろぼろに崩れ、先の細工部分だけが残った。

（象ぞう牙げ細工？　煙管キセルみたいだな）

　細工を手て拭ぬぐいで拭ってじっと見つめる。

「勝手にうろうろするな」

　さすがに苛いら立だたしげに李白が言った。しかし、猫猫としては一度気になったことは放置できない。猫猫は腕を組んで、なにか頭の中で組み立てようとする。

　爆発に、食糧庫に、落ちた煙管キセル。

「話を聞いているのか」

「聞こえてますよ」

　聞こえているが、聞こうとしないだけだ。猫猫も自覚があるが、実に性質たちが悪い。

　猫猫は、倉庫から出ると、反対側の倉庫のほうへと向かう。無事だった荷物はこちらに積まれている。

「燃えた倉庫はこちらの倉庫と同じものが置かれていたんですか？」

　猫猫は、下級武官に聞いた。

「ああ、同じものだろう。ただ、奥から古いものを入れているらしい」

　目の細かい布袋を叩くと、白い粉が舞った。小麦粉が中に詰まっているようだ。

「これ、貰っていいですか？」

　猫猫は使われていない木箱を指さした。果実かなにかを入れておくためのものだろう、しっかり作られていて密閉性は高い。

「いいんじゃないのか？　んなもんどうすんだ？」

　李白が少し不機嫌そうに首を傾かしげながら言った。

「あとで説明します。これも貰いますね」

　猫猫は木箱の蓋ふたになりそうな板を見つけだして持ってくる。こうして、必要な材料を集めていく。

「槌つちと鋸のこぎりはありませんか？　釘くぎも必要ですね」

「なにする気なんだよ？」

「ちょっとした実験です」

「実験？」

　李白は首を傾げながらも、好奇心のほうが上回ったらしい。まだ、少し苛立たしげだが、協力してくれるようだ。

　なんだ、この小娘と不満そうに見ていた下級武官だが、上司の頭が上がらない様子を察し用意してくれた。

　猫猫は用意した材料を器用に作り替えていく。鋸で木の板に穴をあけて、それを空の木箱の蓋にして打ち付けた。

「妙に手馴れてるな」

　のぞき込んでくる李白は玩具おもちゃの球を見つけた犬のようだ。

「貧しい育ちなので、ないものを作るのは得意です」

　おやじもよく不思議なものを作っていた。若い頃、西方の国に留学していた養父は、この国の誰も知らない道具を、古い記憶をたどり作っている。

「これで終わり。あとこれも少し貰います」

　仕上げに倉庫の荷袋から小麦粉を取り出すと木箱の中に入れた。

「すみません、火種ありますか」

　猫猫が言うと、李白の部下の一人が用意すると言ってくれた。その間に、猫猫は井戸から水を汲くんで持ってくる。李白はわけがわからないまま、木箱の上に腰掛けて頬ほお杖づえをついて見ている。

「ありがとうございます」

　猫猫はくすぶる荒縄を受け取ると、李白の部下に頭を下げる。下官もなんだかんだ言っても、なにをやるのか興味があるようで、少し離れた場所で座り込んで猫猫を見ている。

　猫猫は火種を持ったまま、蓋を付けた木箱の前に立つが、隣になぜか李白がいた。

「李白さま。危ないので離れていてはくれませんか」

　猫猫は、少し据すわった目で李白を見た。

「なにが危ないんだ？　嬢ちゃんがなにかやるんだろ。武官の俺おれが危ないものか」

　ずいぶん大きく胸を張るので、仕方ないとため息をつく。こういう型タイプは、実際体験しなければわからないのだ。

「わかりました。危険なので重々気を付けてください。すぐ逃げてくださいね」

「逃げるってなにがだよ？」

　いぶかしむ李白を後しり目めに、猫猫は座っていた下官の袖をひっぱりこちらへ来いと誘導し、倉庫の裏から見ているように言った。

　戻ってきたところで、猫猫は先ほどの木箱に火種を投げ入れると、頭を隠しながら走って行った。李白は、猫猫の動きを不思議そうに見ている。

（逃げろと言ったのに）

　次の瞬間、箱から炎が噴き出し、激しく燃え上がった。

「うおぉぉぉ！」

　燃え上がった火柱を李白は寸前でよける。よけたのはいいが、揺れていた髪の一房に燃え移った。

「消してくれー！」
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　髪に火が付き慌あわてふためく李白に、猫猫はあらかじめ用意しておいた桶おけの水をぶっかける。髪の焦げるにおいと煙を残し、火は消えた。

「逃げてくださいって言ったのに」

　これで危ないという意味がわかったか、と猫猫は李白を見る。

「……」

　鼻水を垂らす李白に、急いで毛皮をかける部下。その目はなにか言いたげだが言い返せない様子である。

「倉庫番のかたに、倉庫で煙草たばこはおやめくださいとお伝え願えますか」

　猫猫は火事の原因を教える。憶測であるが、これが真実だと言える。

「……ああ」

　放心した顔で李白が応える。顔が真っ青だ。いくら身体を鍛えていても早く温まらないと風邪をひいてしまうだろう。早く部屋に戻って暖を取ればいいのに、李白は猫猫をじっと見ている。

「なにがどうなってるんだ？」

　疑問符の浮かんだ顔は、猫猫にどうして爆発したのか聞いてきた。李白の部下たちも同じ顔をしている。

「これが原因ですね」

　猫猫は、小麦粉を取り出す。白い粉は、さらさらと風にのって霧散していく。

「燃えやすい粉、小麦粉や蕎麦そば粉でも空中に舞うと、それに火が付くことがあるんです」

　それが爆発した、ただそれだけだ。知っていれば、誰だってわかる話だ。ただ、李白はそれを知らなかっただけに過ぎない。

　世の中、知らないだけで、不思議なことはほとんどない。不思議と言うなら、それは自分の知識がまだ足りないだけなのだ。

「んなことよく知ってるな」

「ええ、よくやりましたので」

「よくやった？」

　わけがわからないと、李白も部下も顔を見合わせる。それはそうだろう、狭い部屋の中で粉まみれになりながら仕事をするなど、彼らには一生縁のない話だ。猫猫も緑ろく青しょう館かんで間借りしていた部屋を吹っ飛ばして以来、気を付けるようになったくらいなのだから。

（あのときの婆ばばあは怖かった）

　考えるだけで震えがくる。緑青館の最上階から逆さ吊りにされそうになった。

「風邪をひかぬよう気を付けてください。ひいたらひいたで花はな街まちの羅ルォ門メンという男の薬はよく効きますよ」

　営業活動も忘れない。白パイ鈴リンに会いに行くついでに買ってくれるかもしれない。おやじは商売っ気がないので、猫猫がこれくらいしてやらないと、飯を食くいっぱぐれる可能性がある。

（思ったより、時間を食ったな）

　猫猫は反ほ古ごの入った籠を持つと、ごみ捨て場に向かった。すぐそばなのでさっさと下げ男なんに渡して帰らなくてはと思う。

（これ持ってきちゃったな）

　猫猫は衿えりに先ほど拾ったものが入っていたことに気が付く。煙管キセルだった。煙草たばこを吸うな、というのはこれを小屋の中で見つけたからだ。少し焦げているがかなり上等なもので、倉庫番程度が持つには立派過ぎた。

（もしかしたら大切なものなのかな）

　細工部分を綺き麗れいにして、新しい吸い口を付ければ元に戻るだろう。怪我けが人はいたが死者はいないと聞くので、持ち主は怪我で療養しているに違いない。火事の原因になった忌いむべきものかもしれないが、それを売ればそれなりの金にはなるだろう。

　猫猫は、とりあえず煤すすで汚れた象牙細工を懐ふところに入れ直した。今夜は夜鍋しなくてはいけないな、と思いながら反古をごみ焼きの下男に渡した。










三話　後こう宮きゅう教室







「一体、なにが起きているんでしょうか」

「わからんな」

　問いかける高ガオ順シュンに、そっけなく壬ジン氏シは答える。

　場所は、後宮内の講堂前。

　妃きさきたる務めを果たすべく、現在、上級妃たちが学んでいる最中だ。

　周りには、締め出された宦かん官がんやお付の女にょ官かんたちが、壬氏と同じ表情かおをしている。

　秘密にされると気になるもので、扉の前で耳をそばだてる者さえいる。

　一体、なにが──。

　好奇心を掻かき立てられる一つの理由に、なぜか講師がそばかす顔の若い女官であることがあげられた。

　始まりは、十日前にさかのぼる。




　〇●〇




　今日も一日仕事を頑張るかと猫マオ猫マオが掃除をしていると寝間着姿の壬氏がじっと見ていた。

「朝あさ餉げでしたら水スイ蓮レンさまが準備しておりますよ」

　朝餉の準備は水蓮一人で十分なので、猫猫は先に部屋の掃除をしている。時間を無駄にしては、午前中にこの棟むねの仕事が終わらないからだ。なかなかあの初老の侍じ女じょはこき使ってくれる。

（なにかやらかしただろうか）

　やったとすれば、庭にこそっと薬草の種を植えたくらいだが、まだばれていないはずだとどきどきする。すると、壬氏が口を開いた。

「新しい淑しゅく妃ひが来たことで、後こう宮きゅうとしては、妃きさき教育をしたいそうなんだが」

　淑妃とは、四つある上級妃の一つで、昨年末、空いたばかりだ。

「そうですか」

　猫猫は、興味なさそうに応えると、床の拭ふき掃除を続ける。ごしごしと親の仇かたきであるかのように掃除をする。それが、壬氏の部屋付になってからの猫猫の日課である。

　ほかに仕事があるような気もするが、下げ女じょとしての仕事ばかりやってきた猫猫にとって、正直なにをすればいいのか思いつかない。とりあえず掃除しておけばいいだろうという勢いでやっている。たまに壬氏が不満そうな顔をするが、なにをしろと言われない限りする必要はないと猫猫は考えている。

　そんな猫猫に、視線を合わせるように壬氏はしゃがみ込む。手にはなにか巻き物を持っている。

「講師をしろとのことだ」

「へえ、誰がですか」

「おまえだ」

　猫猫は思わず半はん眼がんで壬氏を見た。直属の下女になったところで、ちり芥あくたを見るような冷めた目はやめるのは難しい。壬氏がそれを見てなんとも言えない表情をする。

「ご冗談を」

「なにが冗談だ」

　壬氏は手に持った書を見せる。

　猫猫が目を細めて見ると、なかなか自分にとって都合の悪いことが書かれていた。いやはや、なかったことにしたい。

「おい、目をそらすな」

「なんのことでしょうか」

「今、しっかり見ただろ」

「気のせいではないですか」

　壬氏は書を広げ、猫猫にとって都合の悪い部分を指さした。ぐいぐいっと押し付けてくる。かなり煩わずらわしい。

「ここに、推薦人の名前が書いてあるだろ」

「……」

　壬氏が指をさした先には『賢妃　梨リ花ファ』と書かれてあった。

　やっちまったなあ、と猫猫は思った。

「知りませんよ」

　それだけを伝えてその日はしらばっくれたが──。




　翌日、同じ内容の文ふみが届いた。今度の推薦人は玉ギョク葉ヨウ妃だった。

　さすがに梨花妃に続き、玉葉妃の署名が届いたら無視するわけにはいかなかった。赤毛の妃きさきがにやにや楽しそうに笑っている姿が容易に想像できる。ご丁寧に褒ほう賞しょうの額も提示されていた。

　観念した猫猫は、ため息をつきつつも、実家に文を送ることにした。言われた仕事の前準備をするためだ。実家と言っても羅ルォ門メンではなく、親同然に世話になっている妓ぎ楼ろうのほうである。




　数日後、届いた荷物とともに必要経費を婆ばばあに請求された。かなりふっかけているな、と思ったが、猫猫はこっそり線を一本付け加えて壬氏に渡した。壬氏はいぶかしみながらも、こんなものかと見ていたが、水蓮が横から現れてにこにこと猫猫が提示した額を見た。

「うふふ、なんだかここだけ墨の色が違うわね」

　と、壬氏からうばって、猫猫に返した。

（やるな）

　ばあやがいる限り、世間知らずの坊ちゃんを標的カモにするのは難しそうだ。

　仕方なく元の値段を見せた。さすがにこれを値切られると猫猫が自腹を切る羽目になるから、快く払ってくれてよかった。

　妓楼から荷物が届くと、猫猫は高ガオ順シュンを押しのけ受け取った。壬氏がなんだか犬のようにそわそわと見ているが、猫猫は決して封を解かず、荷車を持ってきて運び出す。

「手伝いましょうか」

　と来た高順を丁寧に拒絶して部屋へと持ち帰る。

　壬氏が見せろと言ったが、かっと目を見開いたままじっと見つめると、無言で引き下がってくれた。

　大事な教材を見せるわけにいかなかった。やるからには、徹底的にやる。猫猫はそう決めていた。




　そして、当日。猫猫は、久しぶりに内ない廷ていにある後こう宮きゅうに足を踏み入れた。不思議なもので、妙に女臭いこの空間は落ち着く。

　用意された講堂はかなり広い。数百人は入るだろうか。先帝の時代、後宮の女にょ官かんの人数が急激に増えた際、部屋を準備できない下げ女じょたちを寝かせるのに使っていたということで、今はほとんど使われていない。もったいない限りだが、取り壊すのもさらにもったいないらしい。ここには、そんな建物がたくさんある。

（そんなに広くなくてもいいのに）

　大したことは教えないのだが、わらわらと人が集まっているのはなぜだろう。遠巻きにする野次馬の下女たちもたくさんいる。主に講堂の周りに集まっているのは、中級妃、下級妃とその取り巻きだった。

　どうやら今回の授業は、妃きさきたちにとってそれなりに重要なことらしい。ある意味、国の将来をかけた教育と言うべきものだが、猫猫にとってはため息が出る内容である。

「言っておくが、授業を受けるのは、上級妃のみだ」

　壬氏の言葉を聞いて、がっかりするような、いやそんなことはまったく関係なく、壬氏にまみえたことで満足する中級妃、下級妃に女官たちがいる。

　半分くらいは壬氏を見に来ただけのようで、声を聞くだけで満足してしなしなと柱によりかかる者もいる。あまりに芝居がかっていてわざとらしく見えるが、一人二人ではないので、そういうものなのかと思うことにする。

　猫猫は時折、この宦かん官がんがあやかしかなにかで、変な気でも放っているのではないかと思わなくもない。

　時間になったので、猫猫が講堂に入ろうとすると後ろから壬氏が付いてきた。

　猫猫は思わず口を半開きにして、据すわった目で壬氏を見た。

「なんだ？」

　猫猫はそう言う壬氏の背中を押して方向転換させると、講堂から押し出した。見た目はたおやかな割にがっしりした体つきのため、押し返すのも重労働だ。

「なぜだ？」

「ここから先は、他た言ごん無用の秘術ゆえ。私は、お妃さまたちに授業をと言われましたが、壬氏さまにとは聞いておりません」

　と、戸を閉め、つっかえ棒をした。

　ふうっと息を吐いて、講堂の中を見渡すと、中にいるのは猫猫を合わせて九人。上級妃四人とそのお付が一人ずつだ。

　戸の向こうではなんだかがやがやと騒がしい。壬氏を追い出したためだろう。なんとなく、誰かが耳をそばだてている気がした。

　猫猫は荷車を押しながら講堂の中央に立つと、ゆっくりと頭を下げた。

「今回、講師を承うけたまわった猫猫と申します」

　玉ギョク葉ヨウ妃は相変わらずお綺き麗れいで、気さくに袖から小さく手を振っていた。それを玉葉妃お付の侍じ女じょである紅ホン娘ニャンが半眼で見つめている。

　梨リ花ファ妃はほぼ前と変わらぬふくよかな体型に戻り、穏やかな顔で猫猫を見ている。付いてきた侍女が、猫猫を見るなり表情を歪ゆがめたのはご愛嬌だ。

　里樹リーシュ妃は、相変わらずどこかおどおどしている。上級妃が自分のほかに三人もいれば、気を使うのだろう。付いてきた侍女は同じくおどおどしながらも、妃きさきを守ろうとしていたのが妙に微笑ほほえましい。

　そして、最後の妃。

　猫猫が初めて見る顔だ。

　先の上級妃のあとに入ってきたのは、猫猫と同い年の娘だった。新しい淑妃は楼ロウ蘭ランと言い、黒々とした髪を頂点で結い上げ、南国の鳥の羽根を簪かんざしがわりに使っていた。服装からして南国の姫だろうかと思ったが、顔立ちは北寄りの出身に見えた。お付の侍女も同じで、服装は単なる趣味なのだと猫猫は思った。

　玉葉妃ほど艶やかでもなく、梨花妃ほど絢けん爛らんでもない。

　里樹妃と違い、年齢からして皇帝の御お手て付つきになるのは決まっているが、今のところ、後こう宮きゅうの調和バランスを崩せる人材には見えなかった。

　ただ、その格好だけは妃の中で浮いているほど派手だった。特に元の目の形がわからないほど、強く眦まなじりを強調していた。元の顔はどんなものか想像がつきにくい。

（そんなのどうでもいいか）

　猫猫は、自己紹介を簡単に終えると荷物の中から教本を取り出して、一冊ずつ妃たちに配る。

　妃たちがそれを受け取ると、各おの々おの、目を見開いたり、楽しそうに微笑んだり、顔を真っ赤にしたり、眉み間けんにしわを寄せたりと反応した。

（うん、そうだろうね）

　猫猫はさらに道具を取り出してみる。なにかしらと首を傾かしげる者が半分、使い道を知っている者がそのまた半分、なんとなく感づいて顔を赤らめている者が残りといったところだ。

「これから教えることに関しては女の園における秘術ゆえ、他た言ごん無用にお願いします」

　猫猫はそう言うと、教材の三頁ページを開いてくださいと頼んだ。




　猫猫が授業を終えたのはそれから一時にじかん後のことだった。

（ちょっと押し込み過ぎたかな）

　教えた猫猫も少しげんなりしている。だらだらと歩きながら、講堂の戸のつっかえ棒を取る。

「……長かったな」

　悠ゆう然ぜんとした雰囲気で麗うるわしの宦かん官がんが入ってきた。少しご機嫌斜めな様子で、なぜか左耳と頬ほおを真っ赤にしていた。こいつ、聞き耳立てていたな、と言わないだけ猫猫は親切だ。

　壬ジン氏シは、講堂に入るなり唖あ然ぜんとした顔になった。

「どうしましたか？」

「むしろこっちが聞きたいわ」

　壬氏がじっとりした目で猫猫を見た。

「そう言われましても」

　猫猫は、言われた通りに後こう宮きゅうにおける妃きさきにとって必要な知識を教えたに過ぎない。その教わった妃たちであるが、反応は以下の通りである。

　玉ギョク葉ヨウ妃は、うきうきした顔で「まんねり離り脱だつ」と、はしゃいでいる。侍女頭がしらの紅ホン娘ニャンは、いつものごとく疲れた顔で付き従っている。時々、猫猫を睨にらんでいるような気もするが気にしない。

　梨リ花ファ妃は、顔をほんのり赤らめながらも、授業内容を反はん芻すうするように指を動かしている。なんだか満足した顔だ。お付の侍女が顔を真っ赤にしてうつむいてぶるぶるしている。

　里樹リーシュ妃は、講堂の隅で壁に額ひたいを打ち付けながら、「無理、ぜぇったい無理」と、青い顔でつぶやいていた。傍かたわらでは、最近侍女頭になったばかりの女にょ官かんが心配そうに背中をさすっている。確か、元毒見役の女だ。

　楼ロウ蘭ラン妃は、ぼんやりとした顔で虚こ空くうを眺めていた。なにを考えているか猫猫にはよくわからない。お付の侍女は置きっぱなしの教本をどうすればよいか、恥ずかしそうに風呂敷に包んでいる。

（好きなようにしてくれ）

　猫猫は荷物を片付け終えると、湯ゆ冷ざましを貰って一息つく。疲れたが、あとから貰える金きん一いっ封ぷうを楽しみにしておこう。

　妃たちは各々、教材として持ち込まれた例の荷を持っていた。ある者は、大事に抱え込み、ある者はおぞましげにさわっている。どの荷にしても、風呂敷で丁寧にくるまれていて中を窺うかがうことはできないし、人に見せないようにと猫猫は頼んだ。

　それを壬氏ほか、講堂にいなかった者たちが不思議そうな目で見ている。

「なあ、どんな授業をやったんだ」

　壬氏がたずねると、猫猫は遠い目をして、

「後日、皇帝に感想をうかがってください」

　と、答えた。

　なんの授業かということはご想像にお任せするのがいいだろう。










四話　鱠なます







「小シャオ猫マオ、ちょっといいでしょうか？」

　仕事を終え、自室へと戻ろうとする猫マオ猫マオに高ガオ順シュンが声をかけた。彼の主人あるじたる壬ジン氏シは、今日の仕事でお疲れらしく、食事を終え湯ゆ浴あみしていた。

「どうしたのですか？」

　猫猫が聞くと、高順が少し戸惑ったように顎あごを撫で、そして、一息おいて言った。

「見てもらいたいものがあるのですが」

　今日の従者はいつにも増して眉み間けんのしわが深かった。




　高順が見せたのは、木もっ簡かんに書かれた資料だった。卓子テーブルの上に、木を何枚も連ねたそれを広げる。

　猫猫はそれを見て目を細める。

「古い事件の資料ですね」

　もう十年も前のもので、とある商家で起きた食中毒について書かれてあった。河豚ふぐを食べてあたったとある。

　猫猫は思わずごくんと唾だ液えきを飲み込んだ。

（あー、食べたい）

　高順が、呆あきれた顔で猫猫を見ている。猫猫は首を振って、にやけかけた顔を真顔に戻した。

「今度、その手の料理屋に連れて行きますから」

　ただし、肝きもは出ないぞ、と念を押すような高順の目だ。

　ぴりぴりとしびれる感覚を楽しむ通つうもいるというのに、などと思いながらも、美味うまい飯屋でおごってもらえるなら猫猫のやる気も出る。しっかり、資料を確認する。

「これがどうしたのですか？」

「昔、私がこの事件について仕事で関わっていたことがありました。これとよく似た事件が最近起こったということで、元同僚に相談を受けたのです」

　元同僚ということは、高順が宦かん官がんになる前だろうか。やはり武官かなにかをやっていたのだろうと猫猫は思う。

「よく似た事件ですか。どんなもので？」

　猫猫は正直高順の過去より、今ある毒話のほうに興味がある。さっき考えたことを一旦脇に置いて話を進める。

「河豚ふぐの鱠なますを食べて、官僚がこん睡状態に陥おちいっているのですよ」

（こん睡状態？）

　猫猫はなんだか嫌な予感がした。この寡か黙もくな男にしてはべらべら喋しゃべっているのではないだろうか。

　ちらりと猫猫は、高順の顔を窺うかがう。

　普段通りの眉み間けんにしわを寄せた苦労人の顔だが、向こうも同じように猫猫を窺っているようにも思える。

「申し訳ありません、高順さま。それ以上は私が聞いてもよろしい話ですか？」

　単たん刀とう直ちょく入にゅうに言ってみるが、高順の表情は変わらない。袖に両手を突っ込んだまま、ゆっくり頷うなずく。

「ええ、問題ありません。小シャオ猫マオは自分の立場をわきまえていますから」

　ずいぶんなことを言ってのけてくれる。つまり喋るな、と念を押しているのだ。

　そして──。

「それに、今更、この話を途中で切ってもいいのですか？」

　ずるい物言いだ。ここまで話を聞けば、猫猫の好奇心が止められるはずもない。

「……どうぞお話の続きを」

　もったいぶるような高順に少し顔をしかめながら猫猫は言った。

　高順は木もっ簡かんを指さすと話を続ける。

「今回、鱠には河豚の皮と身を湯引きしたものを使っていたそうです。それを食べてこん睡状態に陥ったと」

「河豚の身ですか？　内臓ではなくて」

「そうです」

　河豚の毒は加熱で消えない。だが、毒の多い部分は肝きもといった内臓で、身は比較的毒が薄い部位だ。なので、猫猫は、こん睡状態になるような毒と聞いて肝の部分を想像した。

（そんなに毒がたまっていたのか？）

　それでも、種類や育った環境によっては身に毒がある場合もなきにしもあらず。

　一概には言えないので、そういう場合もあるかもしれない。

　猫猫が食べていたのは、その毒が薄い部分だ。たまに調子にのって肝を口にしたことがあったが、あれはなかなか危なかった。やり手婆ばばあに胃袋がひっくり返るまで水を飲まされたことを覚えている。

「それならば、別におかしな点はないのでは？」

　猫猫の言葉に、高順はゆっくり首を振った。

「それが……」

　高順は首の後ろを掻かきながら答える。

「料理人は河豚ふぐを調理に使っていないと言い張っているのですよ。今回の事件も、前の事件も」

　どうしたものかと高順が顔をしかめるのをよそに、猫猫はぺろりと舌を出した。

　とても面白そうな話だった。




　今回と前回の事件の共通点はいくつもあった。

　今回の事件で倒れた役人も、前回の商人もともに美食家でかつ珍ちん味みを好んだという。今回は鱠なますでも湯引きした魚肉を使っていたが、普段は生の身も食べていたという。新鮮とはいえ魚の生肉にはよく寄生虫がいる。普通の人はあまり好んで食べず、地方によっては禁止されている。

　そんな美食家たちだからこそ、河豚なるものを好んでよく食べていた。皆は否定するが、美食家の中には、わざと少し毒の残った身を食くらい、ぴりぴりする感触を楽しむ者たちもいる。

（そのよさがわからないとは）

　猫猫は、人間というものは相手の好みにおおらかでなければいけないと考える。

　二つの事件の料理人はともに料理には河豚を使っていないと無罪を主張したという。しかし、食べた主人あるじたちはともに中毒症状を起こしている。

　厨ちゅう房ぼうでは、ごみの中から河豚の内臓や皮が発見されており、それが証拠として提出されたと。内臓はすべて捨てられていたところから、それらは食べていないと判断したという。

（案外しっかり調べているんだな）

　猫猫はそんなことで変に感心してしまった。世の中には状況証拠やでっち上げで犯人を作り上げるろくでもない役人がたくさんいる。

　料理人はともに、前の日の料理で使ったが今日は使ってないと証言した。真夏ならばともかく、まだ凍こごえる日の続く今の季節なら生ごみを数日置いておいたとしてもおかしくないだろう。

　鱠の材料は別の魚で、その魚の残りかすもちり籠から見つかっている。

（役人のでっち上げとも言えないし、だからと言って料理人が本当のことを言っている確証もない）

　残念なことに証人となる人間がいなかった。

　珍味を食べると奥方に怒られるからと言って、役人は部屋で一人食べることが多かったらしい。料理人は鱠を運んできたが、その中身は使用人が遠目で見ただけで、切り刻まれたそれがなんの魚かなどわかるはずもない。

　そして、被害者が倒れたのは全部食べ終えたあとだったという。時間にして食してから四半時さんじゅっぷん後と。

　息苦しそうに唇を真っ青にして痙けい攣れんしていたところを、茶を持ってきた使用人が発見したという。

（症状も河豚ふぐ毒みたいだ）

　そんなこんなで、猫猫には高順が持ってきた情報だけでは不十分だった。一旦、考えを述べるのはやめにして、もう一度、高順になにか情報を聞いてきてもらうことにした。

（一体なんなのだろう？）

　ぶつぶつつぶやいていると、横から端たん正せいな顔がぬっと現れた。

　思わず猫猫は、顔面の神経を強こわ張ばらせてしまった。

「すまんが、さすがにその顔は俺も傷つく」

　濡れ髪の壬氏が言った。水スイ蓮レンが、水滴を落とす髪を「あらあら」と言いながら拭ふき取っている。

　猫猫は、元の顔の形に戻す。どうやら、顎あごが外はずれるほど恐怖におののいた顔をしていたようだ。

「高順の話をやけに熱心に聞いていたようだが」

　どこか面白くなさそうに言う壬氏。

「面白い話なら、人は耳を傾けるものですから」

「ちょっと待て。おまえ、俺おれの話をよく……」

　なんだかもごもごと衝撃ショックを受けた顔で言う壬氏。最後のほうはうまく聞き取れなかったのだが、とりあえず今はどうでもいいと猫猫は思う。

「それでは遅くなりましたので、帰らせていただきます」

　猫猫は、壬氏の髪を拭き取るのに忙しい水蓮に頭を下げると、てくてくと部屋をあとにした。壬氏がなにやら言っているようだが、水蓮に、「動かないで」と怒られていた。

　猫猫は、人ひと死じにに関係していることであれ、こうして好奇心に抗あらがえない自分をどうしようもないなと思った。おやじに怒られるかなあと考えながら、自室へと戻った。




　翌日、高ガオ順シュンが持ってきたのは調理書レシピだった。

「料理人が作る料理を書き写したものです。大体、主人に出す料理はこの中に入っていると、使用人たちの証言がありました。料理人もこれを作ったと言っています」

　高順は帳面ノートを開くと卓子テーブルの上に置いてみせた。魚の湯引きを使った鱠なますの調理法が書かれている。

　猫猫は顎を撫でながらそれを見る。

　湯引きした魚に細切りの野菜を加えて酢であえている。多少、酢の作り方に独特の配合が書かれているが特に変わった料理ではない。

　酢の配合は何種類か書かれており、これは季節や手に入る食材によって味が変わるためだろう。材料もなんの魚と野菜か、事細かには書かれていない。

　ふむ、と猫猫は顎を撫でる。

「これでは肝心の、なにを使ったかがわかりませんね」

「そうなんです」

　首を傾かしげながら猫猫が見ていると、横から面白くなさそうに壬氏が来た。手には竜りゅう眼がんの実を持っており、それを割って食べている。中から黒く乾燥したものが出てきた。

　竜眼は茘枝ライチを小さくしたような実で、夏に採れる果実だ。乾燥させたものは桂けい円えん肉にくとも呼ばれ、漢方薬として使うこともある。

「わからないのか？」

　壬氏が、どこかうずうずとした様子で卓子テーブルに肘ひじをついて猫猫の顔をのぞき込む。話に加わりたいらしい。高順が眉み間けんにしわを寄せて見るが、注意には至らない。

（そこをがつんと言わねば）

　猫猫が行儀の悪い壬氏を冷めた目で見ていると、壬氏の手からやんわりと竜眼を取る手が伸びた。

「お行儀の悪い子に点心おやつは抜きですよ」

　ふふふ、と朗ほがらかな笑みを浮かべた水蓮が壬氏の後ろに立っていた。なんだろう、この雰囲気。猫猫には彼女の背後に暗雲が立ち込めているように見えてならなかった。水蓮という侍じ女じょは、どことなく百戦錬れん磨まの雰囲気があると言ったらおかしいだろうか。

「わかっている」

　壬氏が眉を下げ、肘をつくのをやめ、正しい姿勢になる。すると、ばあやは「よろしい」と頷うなずきつつ、竜眼を壬氏の手に戻した。

　甘やかしてばかりいるばあやだと思いきや、ちゃんと行儀作法には厳しい一面がある。

　多少話がずれたが元に戻すとしよう。

「事件が起きたのはここ最近ですよね？」

「一週間ほど前です」

　時期としてはまだまだ寒い。鱠なますと言えば胡瓜きゅうりが一般的に使われるが、この季節であれば、ほかの野菜を使うだろう。

「材料は、大根か人にん参じんといったところですか？」

　冬場に使われる野菜は限られる。食材には旬があり、食べる時期も限られる。

「それが、海藻を使ったと言っていまして」

　高順の言葉に猫猫は「あっ」と口を半開きにする。

「海藻ですか？」

　猫猫が聞き返す。

「海藻です」

　高順がもう一度言った。

　海藻は食用としても漢方としても使われる。鱠なますの材料として使われることもあるだろう。

　その言葉を聞くと、猫猫は思わず頷うなずいていた。

（珍ちん味みを好むということは）

　多少、変わった海藻を入れることもあるだろう。

　にやりと口の端が動く。半開きになった口から八や重え歯ばがのぞいているだろう。

　それを、壬氏たちがぽかんと見ている。

　猫猫は、目を細めながら高順を見る。

「もしよろしければ、その家の厨ちゅう房ぼうの中を見せてもらうことはできませんか」

　猫猫は駄目元で高順に言った。




　高順の手配は早く、翌日には猫猫は例の料理人の厨房に入る準備を終えていた。すでに、事件を取り扱った役人たちはもう終わったものと見ており、簡単に許可は取れたらしい。

　屋敷は都の北西に位置し、周りには立派な家ばかりが並んでいた。都の北側は、主に高級官僚ばかりが住むのでこんなものだろう。

　屋敷では、疲労で痩やせた奥方が寝込んでいるとあって、下げ男なんが代わりに厨房へ通してくれた。すでに奥方の了承は取っているから問題ないと言うが。

（下男ねえ）

　猫猫は不思議に思いながら、その場所へと向かう。

　連れには、高順が手配した官が付いているが、猫猫のことをいぶかしんでずっと見ている。あまり快く思われてないようだが、高順の命令なら聞くようで、今のところ特に問題はない。

　猫猫としても、別に仲よくなろうと思わないのでそれでいいと思う。

　武官だろうか、まだ年若く身体は完全にできていないが、全体的に無駄のない動きをする。眉み間けんにしわを寄せて、幼さは残るものの精せい悍かんな顔つきをしている。誰かに似ているなあ、と猫猫は思った。

　運がいいことに、毒物を使った食を作ったとして、厨房は事件ののち使われていなかった。

　猫猫がてくてくと厨房に入ろうとしたときだった。

「なにをやっている！」

　目を吊り上げながら男が猫猫のところへと走ってきた。上等な服を着た三み十そ路じほどの男だ。

「勝手に屋敷に入るな、出ていけ！　誰だ、こんな奴らを連れてきたのは！」

　男は案内してきた下げ男なんの衿えりを掴つかむ。

　猫猫は半眼で見ていると、連れだった官が一歩前に出た。

「ちゃんと奥方の確認は取っています。それにこれは仕事ですので」

　暴力的な男に対し、凛りんとした口調で言い返す官に、猫猫は心の中で拍手した。

「それは本当か？」

　男は衿を掴んだ手をゆるめた。

　下男はげほげほむせながらそれを肯定する。

「入ってもよろしいか？　それとも、なにか不都合でも？」

　官の言葉に、男は舌打ちをしながらも、「勝手にしろ」と吐き捨てた。




　こん睡状態になった役人の奥方に代わり、役人の弟が屋敷を取り締まっていた。それが先ほどの男らしい。下男がすまなそうにあとから説明してくれた。

（そういうことねえ）

　よその家の家庭事情に口を出すのは無ぶ粋すいだと、猫猫はそれだけでやめておいた。

　猫猫は厨ちゅう房ぼうの中を見回す。

　さすがに調理器具は料理人が洗ってしまったらしく綺き麗れいに片付いていたが、食材は魚といった腐りやすい生もの以外そのままにされていた。

　猫猫は厨房の中という中を探し回る。

　そして、目当てのものは棚の奥で簡単に見つかった。

　小さな壺に塩漬けにされたそれを見て猫猫はにんまりと笑った。

「これは？」

　猫猫は下男に聞いた。下男は目を細めて壺の中を見る。よくわからない、という顔をするので、一掴み取ると水みず瓶がめに入れて見せた。

「これならどうですか？」

「ああ。これは旦那さまが好きなやつだ」

　下男は、いつも食べているものだから毒なんてあるわけないよ、と教えてくれた。奥方にも信頼されているようだし、嘘を言っているようには思えない。

「だそうだ。早く帰ってくれ」

　やけに苛いら立だたしげに男が言う。猫猫たちの行動をさっきから見ていた。じろりと猫猫の手元の壺を睨にらんでいる。

「そうですね」

　猫猫は壺を元の場所に戻した。一掴み、こっそり袖の中に隠し入れて。

「ご迷惑をおかけしました」

　猫猫はそう言うと厨ちゅう房ぼうをあとにした。それでもしばらく、後ろからの刺すような視線は消えなかった。




「なんで簡単に引き下がった？」

　帰りの馬車で若い武官が猫猫に言った。向こうから話しかけてくるとは珍しいと猫猫は思った。

「引き下がったとは思っていません」

　袖から塩にまみれた海藻を取り出すと、猫猫は手て拭ぬぐいに包んだ。袖が塩だらけになって気持ち悪いが、ここで叩はたき落としたら目の前の武官に怒られるだろう。

「これ、不思議なんです。この海藻が採れる時季にはまだ少し早い、だからといって、塩漬けにしたところで今の時季まで持つものでもありません」

　ずいぶん季節外はずれな食材だった。

「だから、この近辺で採れたものではないと思うんですよ。たとえば、交易で南から仕入れたものだとか。どこから仕入れたのかわからないものですかね？」

　猫猫の言葉に武官は目を見開いた。自分のすべきことがわかったらしい。

　あとは猫猫が自分でやることだけだ。




　翌日、高ガオ順シュンに頼んで使っていい厨房を準備してもらった。外がい廷てい内にある役人の詰つめ所しょで、夜寝泊まりできるようになっているらしい。

　猫猫は、前の晩から用意していたものをそこで調理する。調理と言っても大したことじゃない。水に漬けて塩抜きしたものを盛るだけだ。

　簡単な作業だが、ことがことだけに壬氏の棟むねにある厨房を使うべきではないと思って、別に用意してもらった。

　そして、今、二つの皿が猫猫の前にある。昨日、こそっと持ってきた海藻を二つに分けて水にさらしたものだ。鮮やかな緑色をしている。

　猫猫の前には、高順と事件について相談してきたという官、昨日、猫猫を案内した武官、それからなぜか壬氏もいる。野や次じ馬うま根性を見せると水蓮に行儀が悪いとまた怒られるぞ、と猫猫は思う。

「調べてきたら、その通りでした」

　淡々と若い武官は言った。昨日の海藻は、南方から持ち込まれたものだった。

「あのあと、もう一度、下男に聞きました。そう言えば冬場にあの海藻を食べることはなかったと。ほかの使用人たちにも聞きましたが、おおむね同じ答えが返ってきました」

　そんな中、首を振るのが事件を相談してきた官だった。

「この海藻についてはもう話は料理人に聞いている。普段使っている海藻と同じ種類のもので、毒のはずがないと言っている」

　猫猫はそれには賛同する。同じ種類の海藻だ。

　でも違う点がある。

「同じ海藻なら毒がないというわけじゃないんですよ」

　猫猫は箸はしで、皿から海藻をつまみながら言った。

「もしかしたら、南ではあまりこの海藻を食べる習慣がないのではないでしょうか？　今回、美食家の役人の言葉で、金になると思った交易商がわざわざ地元民に海藻の塩漬けを作らせたとしたら？」

「……それのどこが問題になるのだ？」

　たずねたのは壬氏だった。今日は人前のためか、最近見せる妙に気が抜けた雰囲気はない。高順はともかく、近くにいる二人の官は、どこか居心地が悪そうに美び貌ぼうの宦かん官がんを見ている。

　猫猫は楽しそうに箸を弄もてあそびながら言う。

「毒が無毒になることも世の中あります」

　その方法はさまざまだ。鰻うなぎは本来毒があるが血を抜いたり加熱することで食べられる。

　今回の海藻の場合、確か石せっ灰かいに漬けることが必要だと猫猫は記憶している。

　そして、猫猫が二つに分けた皿には、石灰に漬けたものとそうでないものがある。今、箸でつまんでいるのは昨晩石灰を用意してもらって漬け込んだものだ。

　猫猫はぱくっとそれを口にする。周りが慌あわてて、なにをやっていると詰め寄る。

「大丈夫です、たぶん」

　実は知識として聞いたことがあるだけで、一晩漬け込んだだけで無毒化できるかよくわからなかったりする。

　これも大切な検証だ。

「たぶんってなんだ！」

「ご安心を。ちゃんと嘔おう吐と剤はここに」

　ばんっと、胸元から煎せんじた薬を出す。

「自信満々に言うな！」

　結局、高順に後ろから抱え込まれ、壬氏に無理やり嘔吐剤を飲まされてしまった。おかげで、殿方四人の前でげぼげぼと吐く羽目になった。

　嫁入り前の娘をなんだと思っているのだろう。

　ちなみに嘔吐剤はまずさで吐くようなものなので、すこぶるまずい。

（せっかく、無毒を証明するはずだったのに）

　胃液を拭ふき、気を取り直して、猫猫は言った。

「ここで問題なのですが、交易商人に海藻の塩漬けを持ってくるよう提案したのは誰でしょうか」

　食べる習慣のない地方からわざわざ取り寄せるなんて真似をした。危険性が高いことくらいわかるはずだ。

「こん睡状態に陥った当人であれば、ある意味自じ業ごう自得ですね」

　でも、違ったら。

　そして、毒になる可能性を知っていたとすれば。

（これはあくまで予測だけど）

　十年前にもあった食中毒事件。それを糸口に誰かが思いついた可能性もなきにしもあらず。それが関係しているとは、猫猫には断言できない。ただ、今回の事件については、猫猫の推測は当たっているはずだ。

　ここにいる者たちは賢い。それ以上言う必要もないし、言うつもりもない。猫猫は、小さな人間だ。誰かの罪をどうこうしようなんて深く考えたくない。

「わかりました」

　高順は猫猫の言いたいことがわかったらしく、ゆっくり頷うなずいた。

　猫猫はほっと息を吐くと、目の前にあった海藻をつまんで食べた。今度は、もう一方の皿のものだ。

　そして、もう一度、顔を真っ青にした壬氏たちに無理やり嘔おう吐とさせられる羽目になった。




　犯人は、倒れた役人の弟だった。

　買付先を見つけたところで、簡単に自分が買ったと吐いてくれた。

　厨ちゅう房ぼうに入ろうとしたとき、じろじろと見るところから、変だと思ったがやはりその通りだったようだ。

　見られたくないものがあれば、あんな態度をとるものだ。

　よくある話だ、長ちょう子しが健在なれば次じ子しはないがしろにされる。面白いほど簡単な理由にある意味拍ひょう子し抜けしてしまう猫猫たちであった。

　ただ、問題が一つあった。

　そんな浅はかな理由で殺人を犯そうとした男が、どうやって海藻の毒を知ったのか。酒場で飲んでいるとき、横に座っていた客から世間話の中で教えてもらったという。

　それが、偶然か必然か、そのときの猫猫たちにはわからなかった。




　結局、毒海藻を食べられなかった猫猫は、ぼやきつつ掃除をしていた。ないものは仕方ないのでもっとほかのことを考えることにした。

（あー、それにしてもなにに使おう）

　猫猫の頭の中にあるのは、虫から生えた奇妙な草のことである。

　眼がぼんやりしてきたところで、いかんいかんと頭を振る。今は仕事中である。しかし、だんだん顔がゆるんでくる。

　あの気持ちの悪い干からびた虫から伸びた枯葉色の茸きのこ。薬酒にしようか、それとも丸薬にしようか、考えただけで楽しくなってくる。

　あまりにうれしいものだから、にやけた顔のまま部屋の主を迎えてしまった。

　ぽかんとした壬氏の顔を見て、猫猫はそっとうつむいた。

（かなり気持ち悪かったに違いない）

　ばつが悪そうにゆっくり顔を上げると、いきなり壬氏が柱に頭をぶつけだした。がんがんと啄木鳥きつつきのような動きだ。

　その音で、何事かと高順と水蓮が飛び出してきた。

　よくわからないが、高順にじっと見られてしまった。

（今のは私のせいじゃない）

　おかしいのはおまえさんの主人あるじだ、と猫猫は思いながらぶすくれた。

「お帰りなさいませ」

　とりあえず形だけでもちゃんと挨あい拶さつする。

　ここのところ、壬氏の仕事の帰りが遅い。理由は、たまった仕事を片付けているかららしい。

　仕事をためるくらいなら、先日の事件の際も野次馬根性を見せずに仕事をすればよかったのだ。

「馬が合わないというかなんというか、どうも意見が違ってしまうのだ」

　壬氏が言うには、そんな人物と仕事で付き合わねばならないらしい。

　壬氏が、水蓮から果実酒を受け取りながら、ため息をついた。この場にいる者は皆、壬氏に対して耐たい性せいを持っているからよいが、どこぞの娘がその姿を見たらそれだけでふらりと気を失ってしまう所業だろう。なんともはた迷惑な宦かん官がんである。

　そんな人物にも意見ができる人間がいるとなると、逆にすごいことである。

「私にも苦手な人間くらいいる」

　軍部の高官らしく、頭は切れるが変人だと有名らしい。

　なにかと難なん癖くせをつけて、客人を部屋に連れ込み、または突撃し、将しょう棋ぎをさしたり、世間話をしては案件の判を押すのを先延ばしにするという。

　今回、標的にされたのは壬氏とのこと。

　おかげで、毎日、一時にじかんは執務室に居座られ、その分残業していたのだという。

　猫猫の顔になんだか嫌な気け色しきが浮かぶ。

「どこの隠居ですか、それは」

「まだ四よ十そ路じ過ぎだ。自分の仕事は終わらせるぶん、たちが悪い」

（四十路過ぎ、軍部の高官、変人？）

　どこかで覚えのある単語キーワードだったが、思い出してもろくなことがなさそうなので猫猫は忘れることにした。

　まあ、忘れたところで、いつもの嫌な予感は当たるのだが。




　○●○




「案件はもう通ったはずですが」

　招かざる客に、壬ジン氏シは天てん女にょの笑みを浮かべて言った。ひきつらないようにするには努力を要する。

「いやいや、冬に花見は難しい。ならば、こちらでと思いましてな」

　無ぶ精しょう髯ひげに片眼鏡モノクルを付け、飄ひょう々ひょうとした中年がそこにいた。

　武官服を着ているが、その容よう姿しは文官にこそふさわしく、細い狐きつねのような目は理知とともに狂気を孕はらんでいた。
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　男の名は羅ラ漢カン、軍師をやっている。時代が時代なれば、太たい公こう望ぼうと言われただろうが、今の世ではただの変人に過ぎない。

　家柄はよいが、四十を過ぎても妻帯せず、甥おい御ごを養子にとって家の管理を任せている。

　羅漢の興味のあるものは、碁ごと将しょう棋ぎと噂話。相手が興味がなくても無理やり巻き込んでいく。

　ここ最近、壬氏に突っかかってくる理由と言えば、緑ろく青しょう館かんに縁がある娘を下げ女じょにしたことである。

　嘘ではないが、娼しょう館かんから娘を、となると体てい裁さいが悪い。

　下女という形だが、人はそれをどうとるのか、問題だった。

　それなのに、うら若き娘のごとく噂好きなこの御ご仁じんは、あることないこと吹き込んで、軍部では壬氏が身み請うけしたということになっている。いや、間違っているとは言い難いが。

　おっさんのどこから湧わくのかわからない話の数々を右から左に聞き流し、高ガオ順シュンの持ってきた書類に判を押す。

「そう言えば、緑青館に昔、馴染みがいましてね」

　意外な話だ、と壬氏は思った。

　色事などまったく興味のないことと思っていたが。

「どんな妓ぎ女じょですか？」

　壬氏は、つい興味をひかれて返してしまった。

　羅漢はにんまりと笑うと、瑠璃ガラス杯に持参の果実水ジュースをつぐ。長椅子カウチに寝そべる姿は自室でくつろいでいるのとまるで変わらない。

「いい妓女おんなでしたよ。碁と将棋が得意で、私も将棋は勝てるが碁は負けてばかりだった」

　軍師殿を負かすとは、それは強かったのだろう、と壬氏は思う。

「あれほど面白い女にはもう会えないだろうと、身み請うけも考えましたが、世の中うまくいかないものでね。ちょうど、物好きの金持ちが二人、競せり合うように値を吊り上げていた」

「それはそれは」

　ときに妓女の身請け金は、離宮が一つ建つ額になる。羅漢にも手が出せなかったというのはそういうことなのだろう。

　そんな話をして、この男はなにが言いたいのだろうか。

「変わり者の妓女でして、芸は売れど身は売らず。それどころか、客を客とも思わない。茶をつぐにも、主人あるじに接するというより、下げ賤せんの民に施しを与えるような尊大な目で見ておりました。物好きはいるもので、それに現うつつを抜かす輩やからもそこらに。まあ、かく言う私もその一人なのですが、背筋にぞくぞくとくる感覚がたまらないものでして」

「……」

　壬氏は、どうにも居心地が悪く、目をそらしてしまった。控える高順も一いち文もん字じに結んだ唇を強く噛かんでいる。

　世の中、同じ趣味の人間はけっこういるものだ。

　その心のうちを知ってか知らずか羅漢は続ける。

「いつか押し倒してみたいと思っていたものですよ」

　にやりと笑う男の目に、狂気に満ちた炎を垣間見た。

「結局、私もその妓ぎ女じょのことは諦め切れず、仕方なく少々汚い手を使いました。まあ、高くて手が出せないなら、安くなれば問題ないわけでして」

　希少価値プレミアを下げたんですよ、と。

「どんな方法をとったか知りたいですか？」

　片眼鏡モノクル越しに狐きつねのような目が笑っている。

　いつの間にか相手を引き込む。これだから恐ろしい。

「ここまできてもったいぶるのですか」

　壬氏は知らぬ間に妙に冷たい物言いになっていることに気が付いた。それを羅漢はにやにやと見る。

「まあ、待ってくだされ。その前にちょっと頼みたいことがあるのだがね」

　羅漢は指を組んで大きく伸びをする。

「なんですか、一体？」

「そちらに最近入った下げ女じょというのが、なかなか面白いようで」

　また、そっちの話題か、と壬氏はため息をつきそうになったが、続いた言葉は意外なものだった。

「妙に謎解きが得意なようですな」

　ぴくりと壬氏が動くのを羅漢は見逃さなかったようだ。話を続けていく。

「私の知人に、宮廷御ご用よう達たしの彫ちょう金きん細工師がいたんですよ。そいつが先日、ぽっくりといってしまった。ちゃんと後継者を指名しないままね。奴には三人の弟子がいたんですが」

　職人が知人とは珍しいと壬氏は思いながら、「ほう」と相あい槌づちを打つ。

「秘伝と言える技術を伝えぬままいってしまった知人が不ふ憫びんでねえ。なにかしら、技術を伝えるために残しているとは思うのだが、それが見つからないのですよ」

「なにが言いたいのでしょうか」

　壬氏が単刀直入に言うと、羅漢は片眼鏡モノクルを外はずした。

「いや、なに。大したことではない、その秘伝の技術を知る術すべがないかと思ったまでだよ。たとえば、頭の回る下女が調べてくれやしないものかと」

「……」

「死んだ男というのが妙な奴で、思わせぶりな遺ゆい言ごんだけを残していってしまったんですよ。それがなにかひっかかってね」

「……」

　壬氏は無言のまま、目を瞑つむる。そして、息を吐いた。

「とりあえず話だけでも聞かせてもらえないでしょうか」

　それだけ言うのが精一杯だった。










五話　鉛なまり







　壬ジン氏シがなんだか変な話を持ってきたのは、夕ゆう餉げのことだった。

「ちと面倒なことなんだが」

　いつもなら、猫マオ猫マオに有無を言わさず面倒ごとを持ってくる壬氏にあるまじき台詞せりふである。しかし、その一方で猫猫は興味をひかれていた。

　壬氏の知り合いのそのまた知り合いのもめごとらしい。お家騒動と言うほどでもないが、職人一家の主人あるじが弟子である息子たちに技術を全部継承しないまま死んでしまったという。

　その中に、余所よそでは伝えられない技術があったらしい。

「つまり、彫ちょう金きん細工師の秘伝がわかればいいということですね」

「簡単に言ってのけるな。それに、なんだか妙に乗り気じゃないのか？」

「そうでしょうか？」

　猫猫は視線を天井にそらす。

　壬氏の説明によると、細工師は三人の弟子がいるという。三人とも実じっ子しであり、どれもそれなりに腕のよい職人だという。宮廷御ご用よう達たしの職人だった父親が死んだあとは、三人のうちの誰かが御用達になるのではないかと言われている。

　父親は遺ゆい言ごんに形見分けの品を書いていたという。

　長男には離れの作業小屋を、次男には細工の施された家具を、三男には金魚鉢を与えた。

　そして一言、『皆、昔のように茶会でもするといい』とだけ言い残したという。

「ずいぶん意味深しんな遺言ですね」

　そのままの意をとればいいのか、それとも違うのかわからない。

「ああ。遺言を受けた当人たちもさっぱりだという」

　ふむふむと猫猫は頷うなずく。

「それにしても、かなり格差がある形見分けですね」

　母おも屋やは、まだ兄弟たちの母が住んでいるため分けられることはなかったが、小屋と家具と金魚鉢となると、どう見ても下の子ほど損をしている気がする。

「どういう品なのでしょうか？」

「そこまでは詳しく聞いていない。ただ、気になるなら行くといいと住所は聞いている」

　最初からそうなることを読んでいたのだろう。ずいぶん準備がいい。

「明日、お時間をいただけるのであれば」

　猫猫はそう言うとちらりと水スイ蓮レンを見た。

　いってらっしゃいと言わんばかりに初老の侍じ女じょは手を振っていたが、後日、仕事を増やされる覚悟はしておいたほうがいいと思った。




　細工職人たちの家は、都の大通りを抜けたところにあった。商店が多い中央の一画で、庭に大きな栗の木がある、なかなか立派な家だった。

　壬氏や高ガオ順シュンはおらず、代わりに馬バ閃センという武官が付いてきていた。鱠なますのときも一緒にいた、まだ年若い官だ。

（あんまり快く思われてないようだな）

　猫猫に必要最低限しか話しかけない様子は、寡か黙もくというより嫌っているように受け取れた。別にこっちに害がなければ、猫猫はそれでいいと思う。仕事と割り切ってしまえばどうとも思わない。

「家人には話がついている。ただ、表向きは私が話を聞くことになっていて、おまえはお付という形だ」

「わかりました」

　そのほうが都合がいいと、猫猫も思う。馬閃に付き従う形で玄関を叩くと、家人が出てきた。冴えない二十そこそこの男だった。

「話は聞いています」

　冴えない男は猫猫たちを家の中へと招き入れた。

　外側の雰囲気と変わらず、手入れの行き届いた家の中は好印象だった。各所に小さな花が活けられている。そんな中、妙なものが壁のくぼみにおさまるように置いてあった。金属の張り付いた石の塊かたまりのようで、金属部分は青みがかった光沢を放っていた。

「？」

　猫猫がそれをじっと見ていると、冴えない男が「ああ、それは」と近づいた。

「父が材料を仕入れにいくときに買ったものです。妙なものを集める趣味がありまして」

　そういう男の顔はなんだか楽しそうだった。

　母おも屋やを抜け、渡り廊下を進む。

　作業小屋らしき場所があり、そこにまた二人、別の男がいた。顔立ちはどちらも冴えないが、身長の高いのが一人、小太りな男が一人だ。

「兄さん、連れてきたよ」

　最初の冴えない男が言った。ということは、こやつが末っ子になるのだろうか。

　丁寧な口ぶりの末っ子に対し、兄二人は不ふ貞て腐くされたような顔だ。なにかぶつぶつ言っているようだが、しぶしぶ猫猫たちを作業小屋へと案内した。

　中は道具が片付けられ、すっきりしていた。聞くと作業場は母屋にあり、ここは昔使っていた場所らしい。今は古い小道具を置いたり、職人たちの茶飲み場となっているそうだ。

「なかなか変わった造りをしているな」

　馬閃が部屋の中を眺めて言った。確かに、と猫猫も思う。

　部屋の真ん中に箪たん笥すがあった。こんなところに置いても邪魔だろうと思う代しろ物ものだが、よく見ると細かい細工が施してある。形も猫猫が知るものと少し違い、妙に洒落しゃれた雰囲気が漂っている。

　そのためだろうか、部屋の真ん中に置いてあるが見た目にはそれほど悪くない。むしろ周りに卓子テーブルが配置され、妙な統一感があった。

　猫猫はそれをじっと見る。角は綺き麗れいに丸く削られ、彫ちょう金きん細工がはめられている。一番上の三列とその下の中央の引き出しに鍵穴が付いており、そこだけ要点アクセントに違う金属が施されていた。猫猫がじっと見ていると、兄たちのうち小太りの男のほうが近づいてきた。

「見るのはいいが、触るんじゃないぞ」

　と低い声で言った。

　猫猫は小さく頭を下げると一歩下がる。

　そう言えば、死んだ職人が形見分けに次男にやったものが家具だと言っていた。これのことだろうか。そうなるとこの小太りの男が次男ということか。

　それを確証付けるように、末っ子は透明な丸いものを抱えて持ってきた。

「本当にわかるんですかね、親父が残したものについて」

　背の高い男、おそらく長男が馬バ閃センに聞いた。馬閃は、ちらりと猫猫を見る。猫猫はとりあえずこくんと頷うなずいて、首をくいっと三兄弟に向けた。馬閃が猫猫の意図を読み取ったかは知らないが、なにごともなかったかのように三兄弟を見る。

「話をもっと詳しく聞かせてもらわないとなんとも言えない」

　そう言って、馬閃は椅子に座った。

　猫猫はその後ろに立ち、部屋の中をあらためて見回した。

（確かに変な造りだ）

　窓の位置が変わっていると思った。西洋風に造られているのか、妙に長い窓で、日がたくさん入るようになっている。しかし、その造りは、外にある大きな栗の木で台なしにされているようだ。

　部屋に入る光は木の隙間からこぼれたものだけで、まともに光が入るのは一か所だけだった。そこだけ、壁側の棚の色があせている。ただ、四角い形に色あせていない部分があるので、長い間、そこになにか置いていたのだろうと推測された。

　猫猫が周りを見渡している間に、話を聞かせてくれたのはのっぽの長男だった。

「もう聞いての通りですよ。親父は秘伝の技を教えないまま、あの世へいっちまった。んでもって、俺おれに残したのはこの小屋だ」

「俺にはこの箪たん笥すだな」

　次男がぽんぽんと部屋の真ん中にある箪笥を叩く。

「僕には、これです」

　末っ子は透明な丸いものをさし出す。よく見ると、薄い玻璃ガラスでできており、底が平べったくなっていた。金魚鉢と聞いていたが、玻璃ガラスでできたものとは猫猫は思わなかった。木製かせいぜい陶器製のものとばかり思っていた。

　そう考えると、三人の形見分けの品はそれぞれ価値があるものだろう。だが、妙に兄二人と末っ子の間に冷めた距離があるように見えた。

（どうしたものか？）

　猫猫は三人をちらちらと見る。皆、職人らしく手にたこを作っているが、その中で末っ子の手が気になった。妙に、赤く腫はれたあとが多い。火傷やけどのあとだろうか。

　次男はため息をつきながら箪笥を撫でた。

「親父もなに考えてんだか。せっかく形見として残してくれたっつうのに、鍵も一つしかないし、鍵穴に入りやしねえ」

　次男の視線の先を見ると、箪笥の底にはきっちり固定した金具があった。どうやら床に固定されているらしい。

　鍵は箪笥の中央の引き出しのものらしいが、入らないというのはどういうことだろうか。残り三つの引き出しは、全部同じ鍵で開くらしいが、肝心の鍵がないという。

「兄貴に小屋渡して、俺おれが箪たん笥すを貰っても、これじゃ持って行けねえじゃねえか」

　苛いら立だたしげに言う次男に、長男も同意のようで頷うなずいている。対して末っ子だけはもやっとした顔をしていた。

「親父は皆で昔みたいに茶会をしろって言ってたからじゃないか」

　末っ子の台詞せりふに、兄二人は呆あきれた顔をする。

「おまえはいいよな。さっさと金にできるものを貰ったんだからな」

「そうだぜ。そんなんでも、しばらく食うに困らない金にはなるぞ」

　まるで犬でも追い払うように言ってのける。

　はてはてと猫猫は思う。馬閃を軽くつつき、なにか聞けと促うながした。馬閃は眉を歪ゆがめてみせたが、仕方ないと言わんばかりに三兄弟に向かった。

「そう言えば、遺ゆい言ごんというのはどういうものだろうか？」

　もう一度、確認のため馬閃が言った。

「ああ、遺言ね。さっき、こいつが言ったことだよ」

「昔のように茶会をしなさいってさ。意味がわからねえよ」

　兄弟仲よくやってくれ、という意味でそんな遺言を残したのだろうか。猫猫にはよくわからないが、親というものはそういうものらしい。

　しかし、これだけの材料でなにかわかるわけでもない。どうしようかと首をひねっていると、盆を持った三人の母親が現れた。母親は真ん中の長卓に茶を並べる。

「どうぞ」

　それだけ言って小屋を離れる。長卓には、箪笥の前を開けて三つ茶碗が並び、その正面に二つ茶碗がある。茶碗二つが猫猫たちの分だろう。兄弟は、椅子に座った。わざわざ移動して座るところを見ると、それぞれ席位置が決まっているらしい。

　ふむ、と猫猫は思う。

　細長い窓から光がさす。箪笥の前あたりまで光が伸びている。茶会をやっていた時間を考えると、空いた席に座ったら、日光が当たり眩まぶしいのだろう。もう少し光が伸びたら箪笥に当たりそうだが、そこまで伸びないのか、箪笥に日焼けしたあとはなかった。

（焼けたあと？）

　猫猫は椅子から立ち上がり、窓を見る。窓の外には大きな木があって、日が当たるのはそんなに長い時間じゃない。

　窓の前に立ち、箪笥をじっと見る。箪笥に付いている鍵の位置が妙に気になった。上三つの引き出しの鍵穴ではなく、その下に一つだけ付いているものだ。

　はて、と首を傾かしげたまま歩いていくと、三兄弟に変な目で見られた。馬閃が額ひたいを押さえてうつむいている。誰かに似ていると思ったら、こいつは高ガオ順シュンに似ているのだな、と妙に納得してしまった。

　馬閃が呆あきれたように息を吐く。苦にが々にがしげに猫猫を見ると、

「なにかわかったのか？」

　と聞いてきた。

「その鍵のある引き出しは開かないんですよね？」

「昔は開いたんだけど、親父がなんか細工しているうちに開かなくなっちまった」

　次男が答えた。

「鍵は一つ？」

「これしかねえよ。親父の奴、またわけわかんないこと言っててさ。壊したら中のものも壊れるとかで勝手に壊すわけにもいかねえよ」

　猫猫は箪たん笥すの前に来て、鍵穴をじっくり観察する。

　なにか中に詰まっているように見えるのはなぜだろうか。

（もしかして、箪笥が固定されているのもわけがあるとか）

　そう考えながら、猫猫は頭の中を整理する。

　兄弟たちにそれぞれ渡された形見の品、小屋、箪笥、金魚鉢。

　箪笥には開かない鍵。

　そして──。

　猫猫は末っ子の持ってきた金魚鉢を見た。

「すみません、この鉢は元々あそこの棚に飾ってあったものではないですか？」

　猫猫は末っ子に言った。

「えっ、ええ、そうですけど」

　末っ子は金魚鉢を持ったまま窓際ぎわまで歩いた。そして手て拭ぬぐいをたたんで、日に焼けたあとに重ねて、その上に金魚鉢を置いた。

「昔は金魚をここに入れていたんですけどね、寒くなると死んでしまうので、冬場は暖かい昼間だけここに置いていました。ここ数年は金魚を買うこともなく置物になってます」

　末っ子は少し寂しそうな笑いを浮かべて言った。

（ふーん）

　猫猫はそれを冷めた目で見ながら、小屋の外へ出る。

「おい、おまえ！」

「ちょっと水を貰いに行ってきます」

　猫猫はそう言って水を奥方から貰ってくると、それを金魚鉢へと流し込んだ。

「昔はこうやって水を入れていたと」

「ええ、そうです。ちょうどこの絵柄がこちらに向くようにと」

　やはりね、と猫猫は金魚鉢を見た。窓から光が入り、それが金魚鉢に当たる。そして、金魚鉢に当たった光は一点へと集まっていく。

　光は箪たん笥すをさしていた。ちょうど下の鍵のあたりにちらちら光っている。

「ちょうどこの時間に茶会をしていたと」

「お、おい！　なんだこりゃ！」

　次男が光を遮さえぎるように間に入った。

「入るな！」

　思わず猫猫は叫ぶ。その声に次男は大きな身体を縮ちぢませる。

「すみません、これは目に入ると失明してしまいます。あと、邪魔ですので離れてください。鍵が開きませんよ」

　猫猫はそう言うと、じっと鍵穴と光を見た。




　どれくらい時間が経たったろうか。金魚鉢から集まった光は少しずつ移動しながら鍵穴の周りをさしている。そして、しばらくすると栗の木の影に入ったのだろうか、光はささなくなってしまった。

　猫猫は鍵穴をじっと見る。ふれると金具が熱く、なにやら妙なにおいがする気がした。

「おい、なんの意味があるんだ」

　問いかける声に対し、猫猫は

「もしかして、亡くなられたかたは、貧血や腹痛などを繰り返していませんでしたか？」

　とたずねた。

「そうですが」

「ほかに吐き気や、気き鬱うつなど見られませんでしたか？」

　猫猫の質問に対し、三兄弟が顔を見合わせるところを見ると、そうなのだろうと確信する。そして、猫猫は置物のように置かれていた結晶を思い出した。

「私は細工ものについてよく知りませんが、ここでは[image: ]はんだも使っているのでしょうか？」

「ああ、そうだけど」

「では鍵でこの引き出しを開けてください」

「入らないって言ってるだろうが」

　しぶしぶ次男が鍵穴に鍵を差し込んだ。すると、ごく自然に鍵が入っていく。次男が驚いた顔で鍵を回すと、かちゃりと音がした。

「ど、どういうことだ？」

　長男がおののき、次男、末っ子も目を見開く。馬バ閃センも怪け訝げんな顔をしていた。

「どういうこともなにも、遺ゆい言ごんに従ったまでですよ。昔と同じように、皆でお茶会をしたまでです」

　猫猫はそう言って、引き出しを完全に取り出すと、皆に見えるように置いた。

　その底には、鍵の形をした鋳い型がたがあり、鈍い輝きを放っていた。

　鋳型には不思議なことにまだ柔らかい金属が入っていた。猫猫は指でつつきながら、その硬さを確かめる。

「型を抜いてもよろしいでしょうか？」

「あっ、ああ」

　了解を得たところで、猫猫は鍵を型から抜いた。まだ少し温かいそれは箪たん笥すに付いたもう三つの鍵穴にぴったり合った。引き出しをそれぞれ開けてみると、これまた奇妙な顔をされた。

「な、なんだこりゃ？」

　大きさの異なる三つの引き出しにはそれぞれ、金属と結晶のようなものが一つずつ入っていた。一番大きな引き出しに入っていたのは青みがかった結晶で、玄関先に飾られていたものと同じに見えた。

「私にはわかりません。私はただ、言われた通りにやっただけです」

　猫猫は三つの塊かたまりを机に置くと、首を振った。猫猫にはこれ以上言う必要はなかった。

「……っちくしょう。なにが皆仲よくだよ！　結局、親父の最後の悪戯いたずらに振り回されて終わりかよ！」

「まったくやってらんねえ！」

　長男と次男が荒れる中、末っ子だけはじっと三つの塊を見ていた。そして、箪笥の引き出しを交互に見比べる。

　長男と次男の手と違い、末っ子だけは赤い火傷やけどのような痕あとが手にたくさんあった。

（技は見て盗めとか）

　妙に職人気質の客人が言っていたなあ、と思い出した。それを真に受けて、おやじが採ってきた薬草を見よう見真似で煎じて中毒を起こしてから、まず最初に聞きなさいと諭さとされたことも。

　おそらく死んだ職人が意図したことを理解できたのは、この末っ子だけだろう。

『[image: ]はんだ』は数種類の金属を混ぜ合わせることで、本来、個々で溶ける温度より低い温度で溶けるという。猫猫が知っているのは、鉛なまりと錫すずを合わせたものだ。なぜ詳しいかと言えば、鉛もまた毒となる金属だからだ。鉛を溶かす際に中毒症状になった職人を一度見たことがあった。ほかにも、以前後こう宮きゅうで流行った毒おしろい、あれもまた鉛の一種だとおやじが言っていた。

　三つの塊のうち、二つは鉛と錫、そしてもう一つの塊を合わせることで、新しい金属ができるとすればどうだろうか。

　しかも、金魚鉢で集約した光の熱とはいえ、さして当たった時間は長くなかった。それだけ溶ける温度が低かったということだろう。

　わざとらしく引き出しの大きさが違うところも要点だろう。

　猫猫としては、これ以上口を出す必要はない。ただ、これだけは必要かなと思い、末っ子の前に立った。

「花はな街まちの緑ろく青しょう館かんという店たなに、羅ルォ門メンという薬くす師しがいます。医術の腕も確かなので、なにか体調が悪いようであれば訪ねてみてください」

「あっ、は、はい」

　いきなり話しかけられた末っ子がびくびくした様子で返事した。

　猫猫はゆっくり頭を下げると、丁寧に挨あい拶さつをする末っ子と荒れる兄二人を後しり目めに帰ることにした。

　相変わらず不機嫌そうな馬閃を見て、でしゃばり過ぎたかと反省しつつ、うしろを歩く。

　あとは猫猫には関係ない。聡さとい末っ子が仏ほとけ心ごころを見せるのか、それとも技を独ひとり占めするのかは、どちらでもよいことだった。










六話　化粧







　猫マオ猫マオが夕ゆう餉げの準備をしていると、壬ジン氏シが声をかけてきた。

「おまえは化粧に詳しいか？」

　まったくわけのわからないことを言ってのけた。

（一体なにを？）

　猫猫は首を傾かしげる。思わず久しぶりに芋虫でも観察している気分になった。

　執務を終え、私室へと戻ってきたと思ったらこんな言葉だ。水スイ蓮レンに手伝ってもらい、着替えている。

　確かに、花はな街まちで育てば化粧の仕方は嫌でも覚えるし、薬のほかに化粧品を作ることもある。詳しいと言えなくもないが。

「どなたかに贈り物でもするのですか？」

「いや違う。俺おれが必要なんだ」

「……」

　猫猫は底の見えない穴の中をのぞき込むような目をした。まさに虚うつろである。虫の屍しかばねや汚お泥でいの類たぐいの想像すらない。

　その表情を見た壬氏は、

「なにを想像している」

　と呆あきれた声で言った。そう言われても、言われた通りのことしか想像していない。

（必要ないだろうに）

　猫猫は、壬氏が化粧を施している姿を想像していた。今の姿ですら天上人のごとき美しさである。ただ眦まなじりに朱線を入れ、唇に紅を引き、花か鈿でんを額にあしらえば、それだけで国を傾けるだろう。歴史にくだらない戦いくさがたくさんあるが、その中のいくつかは、傾国の美女によって引き起こされている。

　そして、この男には性別の垣かき根ねすら越える美しさがある。

「国でも滅ぼす気ですか？」

「なぜそうなる！」

　壬氏は、上着に袖を通し終えると、椅子に座る。猫猫は土鍋から粥かゆを注ぐ。塩味の効いた鮑あわび粥で、毒見で一口いただいたがとても美味しかった。壬氏の食事が終われば、水蓮が猫猫に分けてくれるので、粥が冷える前にさっさと食べ終えてもらいたい。

「おまえのそのおしろいはどうやって作っている？」

　壬氏は自分の鼻の周りをさして言った。

（こっちのことか）

　猫猫は納得した。ただでさえ無駄な美しさなのに、これ以上きらきらしくなる必要はないだろう。むしろ、くすませる必要がある。

「粘土を乾かして粉にしたものを油で溶いています。色を極端に濃くしたければ、木もく炭たんや紅を混ぜています」

「ほお。それはすぐできるか？」

　猫猫はとりあえず懐ふところから蛤はまぐりの器を取り出す。中にはよく練られた粘土が入っている。

「今あるのはこれだけですが、一晩あればすぐ作れます」

　壬氏は蛤を手に取ると指で中身をすくい取り、手の甲にのせた。殿方とは思えぬ白はく磁じの肌には、猫猫用に調合したそれはやや色が濃すぎる気がする。もう少し薄める必要がある。

「使うのは壬氏さまですか？」

　猫猫の言葉に、壬氏は柔らかく笑った。肯定も否定もしていないが、肯定と捉とらえて間違いないだろう。

「顔を変えられる薬があれば便利なのだが」

　冗談めいて言う壬氏に猫猫は、

「ないことはありませんが、一生元には戻りません」

　漆うるしでも顔に付ければそれだけで十分です、と。

「だろうな」

　壬氏は苦笑を交えて言った。さすがに、それは困るだろうし、そんなことをやられたら猫猫は、きっと周りの人間に八つ裂きにされて獣けものの餌えさにされるだろう。

「そういう技術なら、なくもないのですが」

「では、それを頼む」

　壬氏は待っていたとばかりに笑って、粥かゆを食はんだ。こんがりと焼いた鶏肉が美味しそうだが、さすがにこれはおこぼれにはあずかれないだろう。最後の一口を残した皿はそのまま水蓮に下げられる。

「俺おれを今とまったく違う姿の人間にしてくれ」

（一体なにをする気やら）

　それを聞くほど猫猫は命知らずではない。知ったところで、自分に益となることはないだろう。大人しく言われた通りのものを用意するだけだ。

　猫猫は「わかりました」と伝えると、夕ゆう餉げを続ける壬氏が早く食べ終わらないかと見た。本当に美味しそうな鮑あわび粥である。




　翌日、猫猫は普段作るものより薄めのおしろいを用意し、ほかにもいくつか必要だと思うものを布袋に詰め込んだ。

　いつもより早い時間にやってきたのだが、壬氏の私室には明かりがついていた。中では、湯ゆ浴あみを終えた部屋の主あるじが長椅子カウチに座り、水蓮に髪を拭ふかせていた。貴人にしかできない贅沢である。たとえ着ている服がいつも以上に地味で質素なものでも、その振る舞いは貴人そのものだ。

「……おはようございます」

　猫猫は半はん眼がんのまま壬氏に言った。

「ああ。どうした？　朝から不機嫌だな」

　壬氏が鼻歌でも歌いそうな上機嫌な声で言った。

「いえ、壬氏さまは今日も一日美しいのでしょう、と」

「新手の嫌味か？」

　嫌味に聞こえるほど真実であるだけだ。梳すきほぐされる髪は光沢を放ち、そのまま織り機で反たん物ものにすれば、さぞや上等の織物ができるのではないかと思った。

「おまえは最初から仕事をする気がないのか？」

「そんなことはありませんけど、壬氏さまは本当に別人になりたいとお思いですか？」

「昨晩から言っているだろ」

「なら失礼します」

　猫猫はつかつかと壬氏のそばに寄ると、壬氏の着ている服の袖そでを掴つかみ、顔を押し付けた。髪を梳すいていた水蓮は「あらまあ」と、そそくさと部屋を出て行く。いつの間にか来ていた高ガオ順シュンも水蓮に背中を押されて部屋を退出する、ように見せかけてこっそり部屋をのぞき込んでいる。

「な、なんだ？　いきなり」

　少し上ずった声で壬氏が言った。

（まったくわかっていない）

　猫猫としては、仕事を与えられた以上、十二分の働きをしないと気が済まない性格である。それゆえ、今日は壬氏を別人にするため、いろいろ準備していたというのに。

「こんな上等の香を焚たく庶民はいません」

　壬氏の服は、町民か、せいぜい下級官かん吏りの普段着である。海の向こうから船を使って取り寄せた最高級の香木とは縁がないはずだ。猫猫は薬草と毒草を見分けるため、鼻が他人よりも利きく。部屋に入るなり不機嫌になったのは、香りが鼻についたためだ。おそらく水蓮が気を利かせたのだろうが、正直迷惑だった。

「妓ぎ楼ろうの上客の見分け方を知っていますか？」

「……知らん。体型とか着ている服とかか？」

「それもありますが、もう一つ。においですよ」

　甘いにおいを漂わせる太った客は病持ちだが金はある、悪趣味な香をいくつも漂わせていれば大体女郎の間を渡り歩いているので性病の可能性が高い、若いのに家畜臭いにおいがすれば風呂に入らず不衛生。

　緑ろく青しょう館かんに来る一いち見げんの客はほとんど追い返されるが、たまにやり手婆ばばあの目にかない通されることがある。それがほぼ間違いなく上客になるのは、婆なりの判断基準を満たしているからだ。

「とりあえず違う衣に着替えるのと、もう一つ」

　猫猫は風呂場に向かうと、まだ温かみのある湯を桶おけに入れる。それを壬氏のいる部屋に持ってくる。

　途中、水蓮と高順が不安そうに猫猫を見ていた。猫猫はついでだと、高順に頼みごとをする。用意された服とは別のものを準備しないといけなかった。

　猫猫は持ってきた布袋から小さな革袋を取り出す。中に指を突っ込むと、どろりとした油がくっついた。それを桶の中に入れて溶かし込む。

「平民は毎日、湯に入るものではありません」

　手を桶の湯にくぐらせると、手て櫛ぐしで壬氏の髪を梳すいた。艶やかに流れていた髪が何度も指をくぐらせるごとに光沢をなくしていく。丁寧に梳いているつもりだが、やはり手櫛なのと経験の差なのか、水蓮にやってもらうときよりも壬氏は落ち着かない様子である。

（これは、髪を引っかけてはいけないな）

　猫猫もおのずと緊張してしまう。時々、忘れてしまうが、このおかたのご機嫌を損そこねれば猫猫の首は胴体と仲たがいしてしまうのだ。

　まさに艶やかな絹糸がざらざらとした麻糸に変わったところで髪を束ねる。使う髪かみ紐ひもは紐というより布の切れ端と言っていい。要はまとめられればなんでもいいのだ。

　桶おけを片付け、手を洗って戻ってくると、高順が言われたものを準備していた。さすが有能な従者だ。

「これで本当によろしいのですか？」

　いかにも不安な顔で高順が見る。隣にいる水蓮は、高順が準備したものを見てあからさまに嫌な顔をした。彼女ほどの侍じ女じょであれば、信じがたいものであろう。高順が持ってきたのは、使い古された少し大きめの平民の服だ。一応洗濯されているが、ところどころ生地が薄くなっており、持ち主の体臭が微かすかに残っていた。

「もっと臭くてもいいくらいですね」

　衣に鼻を付けて猫猫が言うと、水蓮が信じられないと頬ほおを両手で覆った。なにか言いたそうにしているが、高順が手で制するのでなにも言えないようだ。そういう高順も眉み間けんにくっきりしわを刻んでいる。

　水蓮には悪いが、猫猫は彼女の精神を捻ねじ曲げる行為をまだまだするつもりだ。

「壬氏さま、服を脱いでください」

「……あっ、ああ」

　少しためらいがちに返事をする壬氏。

　猫猫は気にせず、なにかよいものはないかと部屋の中を物色する。手て拭ぬぐいを数枚準備すると、布袋の中から今度はさらしを取り出す。

「すみません、お二人も手伝っていただけますか？」

　はらはらしながら見ている二人を引っ張り出し、高順に手拭いを持たせてそれを壬氏の素肌に巻き付けさせる。まるで天てん女にょのようなおかたで大切なものはすでにないお人であるが、上半身は均整のとれた筋肉質な作りをしていた。さすがに下着だけになるのは寒いのか、袴服ズボンははいたままだった。部屋は暖かいと思っていたので、悪いことをしたと火鉢に炭を足す。

　高順が手拭いを巻き、水蓮がそれを押さえ、猫猫はさらしを巻き付けて固定する。さらしを巻き付け終わると、不格好に腹が飛び出た影シルエットができた。

　その上から大きめの服を着るとちょうどよい。少し均整の偏かたよった体型の出来上がりだ。身体に残った香は、そのうち服がかき消してくれるだろう。顔だけがいつもの壬氏なのはとても奇妙に見えた。

「では、次に行きますか」

　猫猫は昨日新しく練ったおしろいを取り出した。壬氏の肌より少し濃いものを指先で丁寧に塗っていく。

（近くで触っても無駄に綺き麗れいだ）

　髯ひげどころか毛穴も見えない肌を見て感心してしまう。まんべんなく塗ったところで少し悪戯いたずら心が芽生えた。

　せっかく化粧をしているのに、この機会を逃してどうしようというのか。壬氏が女おな子ごの化粧をすればどんな美人になるのか、そんな好奇心がわいた。

　猫猫は化粧道具の中から貝を取る。中には、赤い紅が入っている。それを小指の先に付けると、壬氏の唇をゆっくりなぞった。

「……」

　猫猫は無言になった。一緒に見ていた高順も水蓮も同じだ。それぞれ困惑し、とても複雑な顔をしたあと、顔を見合わせて頷うなずいた。
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「どうかしたのか」

　壬氏の質問に答える者はいない。それよりももっと大きなもので頭がいっぱいになっていた。

　三人が三人とも同じ感想を抱いたに違いない。ここにいるのがこの三人だけでよかった。もし、誰か別の者がいたなら、それだけで大惨事となっただろう。それが男であろうが、女であろうが。

　世の中にはどんなに素晴らしかろうと表に出してはならないものがある。

　恐ろしい、たかだか紅をさしただけというのに、小さな村の一つや二つ滅ぼしかねない破壊力だ。

「おい、どうしたんだ？」

「いえ、なんでもありません」

　猫猫は水蓮から受け取った手て拭ぬぐいで壬氏の唇を拭う。ぐいぐいと強く拭う。

「痛いぞ。なにがあったんだ」

「なにもありません」

「はい、なにもありませんわ」

「壬氏さま、なにもないですよ」

　三人が三人とも同じようなことを言うので怪しむ壬氏だが、大人しく座ったままだ。

　猫猫はさっき見たもののことは忘れて次の作業へと移る。

　次にもう少し濃い色を足していく。顔にまだらを付け、目の下にくまを作った。ついでだからと、両目の端にほくろを付け足してみる。眉は柳の眉を少しずつ太くしていき、左右の大きさを変えながら描いていく。

　顔の凹凸をごまかす方法もあるが、これは近くで見ると化粧をしていることがばれてしまうのでやめておく。女はともかく男が化粧をすると、怪しいと思われる可能性が高い。

　代わりに綿を両頬ほおに含ませて、輪郭をごまかす。そこまでするか、と高順と水蓮が見るがそれだけでは終わらない。余ったおしろいを身体の各所に塗ってしみを作る。爪の間におしろいを詰めて不衛生な手を作る。

（さすがに白魚の手とはいかないか）

　上半身と同じく壬氏の手は立派な男の手をしていた。普段、筆か箸はしくらいしか持たないと思っていたが、手のひらには硬いたこがある。見たことはないが、剣術か棒術をやっていると見受けられた。本来、宦かん官がんには必要のないことである。だが、なんで剣術の稽けい古こをしているのか、とそんなくだらない質問をするほど好奇心はわかず、淡々と手の甲を汚れた町民のものにしていく。

「終わったか？」

　額ひたいの汗を拭ぬぐいながら化粧道具を片付けていく猫猫を見て壬氏が聞いた。そこには、麗しき宦官はおらず、不健康な顔をした平民の男がいた。整った顔立ちだが、飛び出た腹と手のしみ、目のくまから不摂生な生活をしている、そんな風に見えるはずだ。

　それでも二枚目半くらいに見えるのだから、元のよさは困ったものだ。

「……まあ、本当に坊ちゃん？」

「坊ちゃんはやめてくれ」

　一部始終を見ていたはずの水蓮だがやはり驚きは隠せない。これなら、王宮の誰が見ても壬氏とわからないだろう。見た目だけなら。

　猫猫は布袋に残った竹筒を取り出した。栓せんを抜き、杯さかずきについでそれを壬氏に渡す。壬氏は中身を見ると顔を歪ゆがめた。独特のつんとしたにおいがしたからだろう。数種の刺激物を混ぜたそれは正直美味うまいと言える代物ではない。

「なんだ？　これは」

「仕上げです。唇を濡らすようにゆっくり舐なめて嚥えん下げしてください。唇と喉のどが腫はれて声が変わりますから。口の詰め物は取ったほうがいいですね」

　見た目やにおいが変わっても、はちみつのような甘い声が変わっていなければ気が付く人間がいるかもしれない。やるなら徹底的にやらないと気が済まないのだ。

「とても辛からいですが、毒ではありませんのでご安心を」

『……』

　ぽかんとする三人をおいて、猫猫はそそくさと片付けを始めた。

　今日はこのあと暇を貰い、明日まで休みなのだ。久しぶりに花はな街まちに戻り、大好きな調合をしようと思っていた。

　珍しくうきうきしていた猫猫だったが、いきなり冷や水をかぶせられることになる。

「小シャオ猫マオ、今日は実家に帰ると言っていましたね」

「はい、このあと出て行くつもりですけど」

　ならばちょうどいいと言わんばかりに、高順がにまりと笑う。寡か黙もくな従者には珍しい表情だ。

「それなら壬氏さまも途中まで同じ道筋ですよね」

（げっ！）

　声が出なかっただけましだが、おそらく表情にありありと浮かんでいるだろう。

　高順はちらりと壬氏を見る。壬氏にも思いもよらぬ言葉だったのだろう。ぽかんと間抜けに口を開けている。

「せっかく変装しようにも、いつもと同じ従者を連れていればおかしく思われるでしょう」

「あら、それもそうね」

　示し合わせたかのように水蓮がわざとらしく頷うなずいている。

「壬氏さまもそう思いませんか？」

　珍しい、高順がいきいきしている。なぜだ、これは。壬氏の世話を猫猫に押し付けられると浮かれているのか。

「そうだな。それだと助かる」

　何気に壬氏も乗り気だ。

　これはいかんと猫猫は思う。

「申し訳ありませんが、私が壬氏さまに付いていても代わり映えしないと思いますよ」

　確かに地味な格好の壬氏には、猫猫くらい地味な従者のほうがしっくりくるかもしれないが、猫猫は猫猫なりに壬氏付の下げ女じょとして知られている。万が一のことも考えて、一緒にいないほうがいいと力説する。

　しかし、それを笑って受け流すのが水蓮という侍女だった。

　ごそごそと漆うるし塗りの箱を持ってくると、中から刷は毛けやら簪かんざしやらを取り出した。

「なら、小シャオ猫マオも変装すればいいんじゃない？」

　水蓮のたおやかに細められた目の奥に、鋭い眼光を感じ、猫猫はそれ以上なにも言えなかった。

　大体、この流れに至ると嫌な予感しかしなかった。










七話　街歩き







　壬ジン氏シの部屋から宮廷を出るまでは馬車で移動した。いくら見事に変装しようとも、外がい廷てい内であんな平民の服を着た男がうろうろしていたら怪しまれるものだ。たとえ下げ男なん下げ女じょであろうと、ここでは支給された着物を着るようになっている。

　なら最初からそういう服を着て出て行けばよかったのでは、と考えたが、腹に詰め物をしている以上、着替えもままならないので仕方なかった。

　面倒臭いなあと思いつつ、完璧を求める猫マオ猫マオは、壬氏の自分の美貌をわかっていない行動が気になっていたりする。

　人ひと気けのないところで馬車から降ろされた猫猫は、まず壬氏に駄目出しをする。

「壬氏さま、姿勢が美し過ぎます」

　ぴっと天から糸を張ったような姿勢の男に苦言を呈ていす。

「……おまえこそ、その口調をやめろ。それに、名前を言ったら意味がないだろ」

　一見したら、どこにでもいる男が言った。

　確かに、と猫猫は思う。しかし、それならなんと呼べばいいだろうか。目を細めて壬氏をじっと見る。そのつもりはなかったのだが、結果的に灯とう籠ろうに集たかった蛾がでも眺めるような目をしてしまった。

　壬氏の表情がなんとも言えないものになる。

「なんと呼べばよろしいのですか？」

「そうだな」

　壬氏は顎あごに手をやり、少し唸うなると、

「壬ジン華カとでも呼んでくれ」

（壬華ですか）

　それほど奇をてらった偽ぎ名めいじゃないので、猫猫としては呼びやすいが、わざわざ『華』という名を入れているのがなんとも言えない。『壬氏』という名もそうだが、あまり男の名に使う字ではない。

　やっぱり女装にしたほうがよかったな、と思いつつ、先ほどの紅をさした壬氏の顔を思い出し考え直す。やはり世の平和のために、それだけは避けたほうがいいと猫猫は首を振った。

「では、壬華さ──」

　言いかけて猫猫は壬氏に睨にらまれていることに気付く。そう言えば、口調を注意されたばかりだった。

「……なら、壬華と呼ぶよ」

　敬語もあまり得意じゃないが、砕くだけた口調で話すのはさらに難しいと猫猫は思った。なのに、壬氏ときたらなぜか目をきらきらさせている。せっかく不健康な顔に化粧したのに、いきいきしては意味がない。

「そうですね、お嬢様」

　冗談めいて壬氏が言った台詞せりふに、猫猫は「はあ？」と口を開けてしまった。壬氏は面白そうに笑う。

「格好からすれば、それが妥だ当とうだと思いますがね」

　壬氏は猫猫を上から下まで眺める。

　今の猫猫の格好は、水スイ蓮レンの見立てによるものだ。彼女の娘が着なくなった服を着せられている。少し樟しょう脳のうのにおいがあるが、生地も仕立てもよく、意匠デザインも品がいいので古臭い感じはない。

　髪も丁寧に結い上げられ、簪かんざしをさしてもらった。確かに、格好だけならいいところのお嬢様と言ってもおかしくないだろう。

　猫猫は唇を尖とがらせたまま、すたすたと歩く。

「早く行こう」

「はい」

　いつもと立場が逆転し、すこぶる居心地が悪い猫猫に対して、壬氏はとても楽しそうだった。




　壬氏が向かう場所は花はな街まちの手前にある飯屋だという。そこで知り合いと待ち合わせだというが深く詮せん索さくしない。それが、賢い世渡りだと猫猫は思っている。

　しかし、壬氏や高ガオ順シュンがそれを都合よく利用している気がしてならない。

（もう少し空気を読めない方向でいくか）

　そんなことを考えながら通りを歩く。

　通りには市いちが立っていて、商人たちが忙しく商売に励んでいた。季節からまだ葉物野菜が少なく、代わりにでっぷりとした大根が並んでいる。

　小遣いも貰ったことだし、鶏をしめてもらって大根と一緒に煮付けようかと考えていると、衿えり首くびを掴つかまれた。

「なに？」

　壬氏が上から猫猫を見下ろしている。にやにやと笑っているのが不愉快だ。

「買い物ですか？」

「ちょっといいものが並んでいるから」

「その格好で？」

　壬氏の言いたいことはわかった。お付を伴ったお嬢様が大根片手に鶏を潰つぶすように指示するのはおかしいと言いたいらしい。

　猫猫は名残なごり惜おしそうに大根を見る。

（おやじに食わせてやりたいのに）

　医師としても薬くす師しとしても右に出る者はいないくらいすごいおやじだが、なにを間違ったのかそこに損得勘かん定じょうというものが欠落していた。

　そういうわけで、本来食いはぐれることがない薬師という仕事なのに、今にも壊れそうなあばら家に住んでいるのだ。

　さすがに、あまりに銭ぜにを貰わず飢うえ死にしそうなら、やり手婆ばばあが飯を漏ろう斗とで流し込むくらいはしてくれるだろうけど。

　猫猫はむすっとしながら歩いていく。

　壬氏は猫猫の下げ男なんのつもりだが、歩幅が広く、気が付けば猫猫の前を歩いていた。そうなると猫猫は少し早足で歩かなければ付いていけない。

（ふむ、まだまだだな）

　壬氏の目はまだきらきらしていた。あからさまに周囲をきょろきょろ見ることはないが、目だけは楽しそうに動いている。

　坊ちゃんらしく市し井せいの賑にぎやかな様子が珍しいらしい。

　猫猫は壬氏を追い越し、じっと見る。

　壬氏は、少し自分が浮かれていたことに気が付いたらしく、一瞬ぽかんとしたのち、何事もなかったかのように歩き出した。今度は猫猫の後ろに付いている。

「……」

（帰ったら、畑を見に行かないとな）

　猫猫はどの薬草が生えているか指を折って数える。

「……」

（蓬よもぎはもう生えているかな、ふきのとうが出ているとうれしいが）

　ふきは肉味噌と絡めて炒めようか、と考えていると、ぬっと壬氏の顔が猫猫の視界を遮さえぎった。

「なんですか？」

　思わず猫猫は元の口調で壬氏を睨にらむ。壬氏は壬氏でなにか言いたげだ。

「なんで黙っている？」

　壬氏も元の口調に戻っている。

　なんで黙っているのかと言われても。そんなの理由は決まっている。

「別に話すことがないから？」

　正直に口に出た台詞せりふだったが、選択を間違えたらしい。壬氏は唇をきゅっと噛かんで、なんとも言えない表情をしている。子どもではないので泣き出すことはないが、かなり情けない顔だ。

（態度を変えろと言ったのはそっちだろうに）

　猫猫は本来自分から話しかける性格じゃない。なので、特に用もなく話題を振ることもないので、普通に黙っているだけだ。

　それなのに、この男はなぜに衝しょう撃げきを受けるのかと猫猫は不思議でたまらない。

　どうしようか、と首の裏をぽりぽり掻かいていると視界に串焼き屋の露店が映った。猫猫は小走りになって、店のおやじに串焼きを二本貰う。炙あぶった鶏肉は皮の表面がぱりっとしていて見ているだけで美味うまそうだ。

「どうぞ」

　壬氏に差し出すと、壬氏は不思議なものでも見るようにゆっくりと手を伸ばして受け取った。

「冷めないうちに食べましょう」

　猫猫は通りから少し狭い路地へと入る。重ねた木箱の表面を叩いて埃ほこりを落とすと、その上に座った。

　炙り肉に歯を立てるとじゅわっと鶏の脂がにじみ、香ばしい鶏皮が音を立てる。

（美味うまいなあ）

　服に脂をこぼさないように前のめりになりながらがっつく猫猫、壬氏はそれを見ているだけだ。

「食べないんですか？　この通り、毒はありませんよ」

「いや、そういうことじゃなくて」

　壬氏は己の頬ほおをつつく。

「ああ」

　そう言えば、壬氏の口には顔の輪郭を誤魔化すために綿を詰めていた。猫猫は懐かい紙しを取り出すと壬氏に渡す。壬氏はそれを受け取ると、ぺっと綿を吐き出してそのまま近くにあったちり籠へと捨てる。

　懐紙は本来貴重品だが、服装ついでに水蓮が気を回してくれた。

（替えの綿は持ってきてないんだよな）

　完璧にやりたい猫猫としては少し不満だが、そこまで気付く輩やからもいないだろうと肩を落とす。

　壬氏は串焼きを不思議そうに眺めながら口を付ける。熱かったらしく、はふはふと肉を食はみながらごくんと飲み込む。

「どうですか？」

「野営のときのより美味うまいな。塩が効いている」

　壬氏は口に付いた脂を指で拭ぬぐいながら言った。猫猫は懐ふところから手て拭ぬぐいを取り出す。

（野営？）

　宦かん官がんは普通、武官のような仕事はしないと思っていたが、どういうことだろうか。戦いくさでも始まれば別だろうが、宦官が野営をすることなどあるのだろうか。

　猫猫は不思議に思いながら、壬氏の顔を見る。口の周りの化粧は少し取れたが、気にするほどでもないと視線をそらす。

（さて、さっさと用事を済ませよう）

　猫猫は串焼きを平らげて、木箱から立ち上がった。壬氏と別れたら、もう一度市いちに戻って露天で大根と鶏を買おうと決意する。

　それなのに壬氏はと言えば、ゆったり優雅な動きで行動するので猫猫としては少し腹立たしかった。

「待ち合わせの時間はいいんですか？　壬ジン華カさん」

　一応、偽ぎ名めいを使って話しかける。

「まだもう少し時間があるが」

「早めに行ったほうがいいのではありませんか。相手を待たせては悪いです」

　そんな猫猫に対し、壬氏は不機嫌な顔で見る。

「なんだか、やけに俺おれとさっさと別れたいような口ぶりだな」

「……そうでしょうか？」

　素知らぬ顔をするが、図星だ。むすっとした壬氏だが、それ以上は文句を言わなかった。代わりに違う話題を振ってきた。

「別に、宮廷の生活も悪くないだろう。花はな街まちの生活よりずっといいと思うが」

　確かに悪くない。現に猫猫は自分の意思で出しゅっ仕ししている。与えられた部屋も、狭いが綺き麗れいなものだし、もっと違う部屋を用意しようかと打診されてもいる。ずいぶん恵まれた話だと猫猫は思う。

　でも、それとは別に花街へ帰りたがる理由くらいある。

「養父がちゃんと生活しているかどうか心配ですので」

　猫猫が言うと、壬氏はぽかんとした顔をした。

「どうしたんです？」

「いや、おまえが薬や毒以外のことに気を使うとは、と」

「……」

　なんと失敬な輩やからだろうか。猫猫は半眼で睨ねめつける。

「養父は薬の師ですから、まだまだ長生きしてもらわねば困るんですよ」

　ぷいっと壬氏に背を向けて猫猫は歩き始める。やはりさっさと用事を済ませてしまおうと思った。

　壬氏は少し慌あわてた様子で、猫猫の隣を歩く。

「よほど有能な薬くす師しのようだな。おまえの養父は」

「……ええ」

　猫猫は躊躇ためらいがちに返事をする。おやじの話を持ってくるのはずるいと思う。

「若い頃は西方に留学していたこともあったそうです」

　漢方のみならず、西方の医術も心得ている。時折、異国の言葉で記帳メモしたり、ふとした瞬間に聞き慣れない言葉を使うこともあるので、留学期間はかなり長かったようだ。

「留学だと？　それはよほど優秀だったんじゃないか。国に選ばれなければ行けないはずだぞ」

　壬氏の驚きようからすると、やはりおやじはすごい人なのだと猫猫は思う。

「ええ、すごい人です。天は二に物ぶつを与えずと言いますが、与えられた人間もいるんです」

　少し興奮して猫猫は話しだした。ちょっといつもより饒じょう舌ぜつである。

「……それは大層な御ご仁じんだな」

　対して、壬氏の顔は浮かなくなっていた。もしかして、喋しゃべり過ぎたのだろうか。その中に気に食わない言葉でも交じっていたのか。

（さっきは話せと言ったくせに）

　わがままな男である。

　壬氏はひねくれたように、猫猫から視線を外はずして通りの店を眺める。食品が並ぶ店から、色とりどりの生地や装飾品が並ぶ店に変わっている。夜の蝶たちのご機嫌を取るため、男たちは店で貢物プレゼントを選ぶのだ。

「そんな御仁がなぜ花はな街まちで薬屋をやっているのだ？」

　少しとげのある物言いだと思った。

「運だけはない人だからでしょうね。いくら二物を持っていても、いちもつを取られてしまいましたから」

　もし羅ルォ門メンの欠点を一つ挙げるとすれば、これしかない。不運、その一言である。

　西方で留学していたのを理由に、先せん帝ていの母、すなわち先の皇こう太たい后ごうに宦かん官がんにされてしまったらしい。

「……」

　壬氏が黙って猫猫を見る。

　これはまた花街式冗句ジョークが滑すべってしまったのだろうか、と思っていると、

「それはおまえの養父が宦官だということか？」

　と食いついてきた。

「そうですけど」

　言ってなかったかな、と猫猫は首の裏をぽりぽり掻かく。壬氏は、「宦官、薬師、医官……」とぶつぶつ言っている。

　その間に目的の場所に着いたようだ。

　猫猫は高ガオ順シュンから貰った紙片メモを見る。

「あれではないでしょうか？」

　花街の少し手前にある飯屋を指す。上は宿屋で下は食堂になっている、別に珍しくもない造りの店だが……。

「あれのようだな、まだ時間はあるのだが」

　壬氏は少し周りを見渡しながら言った。

（ああ、なるほど）

　猫猫は冷めた目で納得した。

　わざわざ変装までして市し井せいを回る理由がわかった。そうか、そういうことなのだな、とふうっと息を吐く。

「あまり歩き回って化粧が取れてしまってはいけません。お待ちのかたが中にいらっしゃるかもしれませんので、早めに行ってはどうでしょうか」

　猫猫の言葉に、壬氏はようやく納得する。

「それでは、私はここで失礼します」

「ここでか？」

「ええ、せっかく変装したのに、私が中に入っては駄目でしょう」

　猫猫は丁寧に頭を下げると、市いちのほうへと戻っていった。

　振り返ると、壬氏は飯屋へと入っている。

（宦かん官がんだけど、こういう息抜きも必要なのかね）

　猫猫は腕組みをして頷うなずいた。

　そして、こう思うのだった。

　ここまで来たら、花街まで来てくれればよいものを、と。

　猫猫はあの飯屋がどういう店なのか知っていた。飯盛り娘が買える店だった。

（今こ宵よいはお楽しみくださいませ）

　猫猫は冷めた目で、壬氏を見送った。










八話　梅ばい毒どく







　雀すずめの鳴く声が聞こえる。猫マオ猫マオは、粗末な寝床から起き上がる。薬を煮る独特のにおいが鼻についた。

「おはよう」

　落ち着いた老婆のような声が聞こえる。おやじの声だ。

（帰ってきたんだったな）

　外がい廷ていに出しゅっ仕しして帰ってくるのは今回が初めてだ。本来、側そば仕づかえの下げ女じょに休みらしい休みはない。主人あるじの仕事が休みでも、その生活がないわけじゃないので当たり前だ。まだ、ほかに下女がいればいいが、壬ジン氏シの周りは特殊なのでそういうわけにもいかない。

（よくまあ一人でやってこられたこと）

　水スイ蓮レンという初老の侍じ女じょには頭が下がる。こうして今回休みが貰えたのも、彼女に許しを貰ったからだ。その代わり、普段しごかれているけど。

　猫猫は寝床から出ると、粗末な椅子に座る。親父が温めた粥かゆを持ってきた。割れた茶碗に盛られた粥をすする。塩気が少ないが、おやじがいろんな香草を混ぜているので風味が強い。ちょっとだけ酢を足して味を調整する。

「ちゃんと顔を洗っておいで」

「食べたらやる」

　猫猫が匙さじで粥を混ぜていると、おやじが薬の準備をし始めた。

「今日はどうするんだい？」

　おやじの質問に猫猫は首を傾かしげて「別に」と答える。

「特に用がないんだったら、緑ろく青しょう館かんに行ってくれないかい？」

「……いいけど」

　猫猫はそう言うと、粥にもう一杯酢をかけた。




　おやじがやっている薬屋は緑青館の中にある。だが、おやじが言う「緑青館に行ってくれ」というのは、そのことではなかった。

　猫猫は慣れた様子で妓ぎ楼ろうの前の男衆に挨あい拶さつすると、中に入っていく。華やかな吹き抜けの玄関を抜け、離れへと続く渡り廊下を歩く。

　中庭は殿てん上じょう人びとの屋敷のように整えられ、夜には各所に灯とう籠ろうで明かりをつける。時に昼見み世せに来てここで茶を飲む客もいるほどよく手入れされている。

　それをさらに抜けたところに少し寂さびれた離れがある。普段、客が来ない場所だ。

　中に入ると、病人独特のにおいが鼻についた。

「おはよう」

　ざんばらな髪を広げ、一人の女が眠っていた。醜みにくい骸がい骨こつのような女だ。

「薬持ってきたよ」

「……」

　女は話さない。とうに言葉も忘れてしまったのかとさえ思う。昔は猫猫を毛嫌いして追い払っていたが、ここ数年そんな元気もない。

　無気力に横たわる妓ぎ女じょに、猫猫は持ってきた粉薬を飲ませる。おやじが水銀や砒ひ素その代わりに使う薬だった。それらより毒性は少なく、よく効くものだが、今は気休めにもならない。

　それでも与えるしか治療法がわからなかった。

　四よ十そ路じ近い鼻のない女は、昔は蝶よ、花よと謳うたわれた存在だった。

　緑青館は、客を選ぶだけの格式のある店たなであるが、そんなことを言っていられない時期もあった。

　猫猫が生まれた頃から数年、泥のかかった看板をかける時期があった。

　この妓女はその時期に客を取り、不幸にも梅ばい毒どくを移されたのだった。

　初期の段階で、この薬を与えていれば治ったものだろうに、今の女の身体はとうてい見るに堪たえないものになっている。外見だけでなく、身体のうちに病が巣食い、記憶もずたずたに引き裂かれている。

　時機が悪かった。

　羅ルォ門メンが妓ぎ楼ろうを訪れた頃には、この妓ぎ女じょの病はちょうど潜せん伏ぷく期間に入っていた。

　そのとき、素直に病状を教えていればここまでひどいことにはならなかったはずだ。

　しかし、突然現れた元宦かん官がんの男を素直に皆が信じるわけがなかった。

　客を取らねば食うていけない、それが妓楼の掟おきてだった。

　数年後、再び身体に発ほっ疹しんが出始めると、またたく間に腫しゅ瘍ようが広がった。

　こうして、女は部屋に押し込められ、客の目の届かぬところに置かれている。

　臭いものに蓋ふたをした行為だが、それでもかなり寛容と言える。

　本来、使い物にならない妓女は追い出される。おしろいと眉まゆ墨ずみで薄汚れたどぶに投げ出されないだけ、ましだった。

　猫猫はたらいから手て拭ぬぐいを取ると、横たわる妓女の身体を拭ふいていく。

　普段、部屋を閉め切っているのでにおいがこもっている。

（香も少し焚たくか）

　とある貴人からいただいた香がある。上品な香で、本人も好きな香りだと言っていたが、調合には邪魔なので普段は付けていない。においが混じると困る薬も多いのだ。

　本人が来たときだけ、少しだけ焚たくようにしている。それを少し失敬する。

　ほんのりと甘いにおいのする香を焚くと、妓女は枯れた表情に薄うっすら笑みを浮かべる。

　かすれた声で歌うわらべ歌が聞こえる。

　幼おさな子ごに戻った妓女の心は、懐かしい景色でも思い出しているのだろうか。

　猫猫は、妓女が間違って香こう炉ろを倒さないように、部屋の隅に置いた。そのとき、ぱたぱたと外から足音が聞こえてきた。

「なんだ、一体？」

　入ってきたのは禿かむろだった。確か梅メイ梅メイのところで使われている奴だ。

「ええっと、小姐ねえさんに言われて。もし、こっちにいるなら戻らないほうがいいって。変な眼鏡の人がいるから」

「そうか」

　禿は病人のいるこの部屋に入りたがらず、入口で待機している。鼻が欠けた女が怖いのだろう。

　眼鏡の御ご仁じんが誰であるか、猫猫にはわかっていた。緑ろく青しょう館かんの顧客であり、古い馴な染じみであるが、猫猫は顔を合わせたくなかった。

　ここにいれば、その客が来ることはない。やり手婆ばばあは、客に隠しているものを見せるような真似はしない。

「わかった。帰っていいよ」

　それだけ言うと、猫猫はふうっと息を吐いた。

　鼻が欠けた女はわらべ歌をやめて、小石に色を付けたおはじきを取り出した。なくなった記憶の断片を整理するように、一つ一つ並べていた。

（莫ば迦かな女……）

　猫猫は立ち上がると、部屋の隅に膝ひざを抱えて座り込んだ。




　しばらくして、客人が帰ったことを知らせに来たのは梅梅だった。梅梅は、先ほどの禿かむろと違い、慣れた様子で部屋に入ってくる。

「お疲れー」

　猫猫は、煎せん餅べい座布団を置く。梅梅はその上に座ると、にっこりと病人を見た。病人はなにも反応せず、いつの間にか眠っていた。

「猫猫。またあの話が来たわ」

　あの話とは、なにかわかっている。考えるだけで鳥肌が立ってくる。

「性しょう懲こりもないね、あのおっさん。よく付き合えるね、小姐ねえちゃん？」

「割り切ればいいお客よ。おばばも金払いさえよければ、なにも言わなくなったわ」

「ああ、私に妓ぎ女じょになれと言うのはそういうことだろうね」

　ここ数年、やり手婆ばばあが猫猫を妓女にしたがる理由、それがさっき来た客人だった。もし、猫猫が壬氏に雇やとわれなければ、その客人に今頃売り飛ばされていたかもしれない。

「考えたくもない」

　猫猫の歪ゆがんだ顔を見て、梅梅はふうっと息を吐く。

「ほかから見たらまたとない御縁だわよ」

「はあ？」

「ほら、そんな顔しない」

　妓女にとってよい御縁というのは、ほかと少しずれている。

「望み望まれを願ってかなう妓女が、どんだけ少ないかわかる？」

「婆なら銀の重みでそんなもん蹴り飛ばすからね」

「あれは、極楽行きの船賃を稼ぐためにため込んでいるから、仕方ないわよ」

　けらけらと笑いながら、梅梅は病人の髪を指ですくい、耳にかける。

「そのうち、私らの誰かを売りに出す気みたいだわ。もう齢だからね」

　梅梅はまだ三み十そ路じ前だが、妓女にとってはもう引退の年齢だ。容貌に陰かげりが見える前に売り飛ばしたいのだろう。

　猫猫は黙って梅梅の横顔を見る。まだまだ美しいその顔に、とても複雑な感情があるような気がしたが深く考えたくなかった。猫猫には、いまだその感情がわからない。恋という感情があるとすれば、きっと猫猫を産んだ女の体内に置いてきたのだろう。

「独立すれば？」

「ははっ、婆に目を付けられたくない」

　金は十分あるはずだ。妓楼を出ていかないのは、その踏ん切りがつかないからだろう。

「もう少しだけ、この仕事続けるわ」

　そう言って、梅梅は笑った。




　〇●〇




　壬ジン氏シはやつれた顔で、書類に判子を押していた。昨日の出来事で少し、疲れているらしい。

　まさか待ち合わせの店たなが、花はな街まちの延長のような接待サービスをしているとは思わなかったと壬氏はため息をついた。そんなものを買いにいったわけじゃないのに。

　変装して市し井せいに出た理由は、表に出しづらいことだった。それなのに、猫猫を使い、あまつさえ途中まで同伴させることになるとは、壬氏としても思いもよらなかった。

　それを提案したのは、壬氏の横で黙々と書類を片付ける従者だ。

　長年仕えてきた者だが、それだけになにやら計画することが多い。壬氏のためと思っているようだが、その一方で引っ掛かる部分もある。

「高ガオ順シュン。なにか企たくらんでないか？」

　壬氏が言うと、高順は滅めっ相そうもないと首を振る。

「それよりも、どうでしたか？　街歩きは？」

「ああ、それは」

　なんと感想を述べればいいだろうか、とりあえず茶を口に含んで濁にごしておく。やはり、妙な気を使われていたようだ。

　壬氏は話題を変えるべく、なにかないかと考える。

「そう言えば、あの娘の養父とやらは、元は宦かん官がんで医官だそうだ」

「小シャオ猫マオですか。元医官に教えを受けたなら、あの知識は納得いく気がしますが、宦官ですか」

「そうだ、宦官だ」

　正直、後こう宮きゅうの医官の質はあまりよくない。医官になるほどの人物が去きょ勢せいしてまで後宮に入る理由はない。なにかしら問題がある医官が送り込まれてくるのが普通だ。

「そんなに優秀な医官が宦官の中にいたでしょうか？」

「それが不思議でな」

　ふむ、と高順が顎あごを撫でる。ここまで言っておけば、気が利くこの男は調べておいてくれるだろう。

　そんな中、ちりんと鈴の音が響いた。

　壬氏の執務室は、来訪者が来たらすぐにわかるよう微かすかな振動で鈴が鳴るようになっている。

　高順は、作業の手を止めて入口の前に立ち、来訪者が来るのを待った。




　今日も片眼鏡モノクルの変人は壬氏の執務室にやってきた。なにをするわけでもなく、ただ長椅子カウチに横たわり、ちびちびと果実水ジュースを飲んでいる。

「先日はどうも。いやはや、なかなか面白いことになったよ」

　羅ラ漢カンは顎を撫でて、細い目をさらに細くする。

「やはりあの三兄弟、一番できるのは末の息子だったようですね」

　壬氏が書類をめくりながら言った。軍師殿にはわかっていたのだろう。あのあと、仲直りをした三兄弟に見えたが、そうでもなかった。今までないがしろにされていた末の弟がめきめき力を見せだし、今後、宮廷に出す細工を扱うのではないかと言われている。繊細な細工は壬氏が見ても素晴らしいものだった。

　なにがあったのかよくわからないが、きっとあの薬くす師しの娘は知っていて黙っているのだろうと思った。

「祭具にあの細工を使うと映えるのですよ」

「そうですね」

　思わせぶりな言い方をするのが羅漢という男の嫌らしいところだ。本来、壬氏の立場の男には祭具云うん々ぬんは関係ないはずだ。

「最後にあの職人が作った細工も素晴らしかった。単なる金具だが、あれなら祭具としても使えそうな造りだった」

「なんでまた、軍師殿がそんな職人の話を持ってきたかと思ったら」

「いやなに、埋うもれた才能をそのままにさせておくのはもったいないだろう」

　胡う散さん臭くさい男だが、羅漢のその言葉にだけは説得力があった。ほかに含みがあったとしても。羅漢は、人を見る目だけはあった。その采さい配はいによって、現在の地位に上り詰めたと言っていい。今もさぼっているようだが、彼が見いだした人材によって、彼の仕事はつつがなく進んでいるのだと壬氏は思う。

　ある意味うらやましい話だ。

「兄、弟など関係ない。上に上がる才があれば上げてやるべきだろう」

　ごく当たり前に言ってのける羅漢。そういう面では、ある意味頼りになる人物だと言えるが、それ以上に厄やっ介かいな面が多い。

　壬氏は、書類をまとめて文官に渡すと、部屋から退出させる。

「ところで、前に言っていた話の続きを聞きたいのですが」

　以前、聞いた妓ぎ女じょの話だ。また、ここでもしらばっくれる気なのだろうか。

　羅漢は頬ほおに手を当ててにやにやと笑う。

「そういうことは、その世界を知る者に聞いたほうが早い」

　羅漢はそう言うと立ち上がった。やっと帰るのか、とお付の官が息を吐いている。

「いやはや、もう時間でして。長居をすると部下に怒られる」

　羅漢は果実水ジュースを片付ける。もう一本用意していた徳利を壬氏の机の上に置いた。

「部屋付の女にょ官かんたちにでもあげてくだされ。甘過ぎない飲みやすい口ですから」

　中年武官は手を振りながら、

「では、また明日」

　と去っていった。










九話　羅ラ漢カン







　昨夜、猫マオ猫マオは変な夢を見た。

　昔の夢、いや、昔あったとされる夢。

　覚えているはずもない、それが本当なのかもわからない出来事。

（あの女を看みたせいかな、古いものを思い出す）

　大人の女が上から猫猫を見下ろす。ざんばらの髪とやつれた頬ほお、ぎらぎらと飢えた目で睨にらみ付ける。化粧がはげ、紅が唇からはみ出している。

　女が手を伸ばし、猫猫の左手が掴つかまれる。小さな小さなえくぼが見える椛もみじのような手だ。

　女の右手には刃物が握られていた。猫猫の手を持つ左手には赤く濡れたさらしが何重にも巻き付けられている。ひらひらと舞うさらし、なんだか錆さび臭くさい。

　猫の鳴き声のような声が声帯から漏もれる。自分の泣き声だと理解する。

　布団に左手を押し付けられ、女は大きく右手を振り上げる。歪ゆがんだ唇は震え、赤く腫はれた目は涙をためていた。

（莫ば迦かな女だ）

　女はそのまま小刀を振り下ろした。




「あらあら眠いの？　おねむの時間はもう少し待ってね」

　あくびをする猫猫に水スイ蓮レンが言った。

　丁寧な口調だが、このばあやはなかなかしたたかなので、猫猫は姿勢を正し、銀食器をしっかり磨く。休みを貰った翌日から気を抜くのは自分の非にほかならない。夕刻だからといって気を抜く理由にもならない。

「そんなことありません」

　ちょっと変な夢を見たせいだ。いつも通り仕事をしていれば、すぐに忘れるだろうと思ったが妙に長引いている。らしくないな、と苦笑いを浮かべた。

　猫猫がからんと皿を重ね棚に戻すと、かつかつと足音が聞こえてきた。部屋にはもう蜜みつ蝋ろうが灯ともっている。主人あるじの帰る時間である。

　壬ジン氏シが居間を通り過ぎ、厨ちゅう房ぼうまでやって来る。水蓮は、猫猫が綺き麗れいに拭ふいた皿に菜おかずを盛り付けている。

「変人からの土産だ。水蓮と飲んでくれ」

　壬氏が徳利を卓の上に置く。変人とはここ最近、壬氏にかまう嫌な官のことだろう。

　猫猫が栓せんを開けると、甘酸っぱい柑かん橘きつのにおいがした。果実水ジュースだろうか。

「変人からですか」

　猫猫は、なんの感かん慨がいもわかない声で応える。

　壬氏は居間に入ると長椅子カウチに寝そべる。猫猫は火鉢に炭を足す。

　高ガオ順シュンは、底の尽きかけた炭を見ると部屋を出て行った。取りに行ってくれるのだろう、さすがまめな男だ。

　壬氏がぶっきらぼうに頭を掻かきながら猫猫を見た。

「緑ろく青しょう館かんの馴染みには詳しいのか？」

　いきなりそんな質問をされ、猫猫は首を傾かしげる。

「派手に立ち回る人であれば」

「どんな奴がいる？」

「守秘義務ひみつです」

　壬氏はそっけない答えに眉まゆをしかめる。

　質問の仕方が間違っていることに気付いたらしく、違う言葉で言い換えた。

「……では、妓ぎ女じょの価値を下げるにはどうすればいい」

　妙にあらたまった声で言った。

「不愉快なことを聞きますね」

　猫猫は軽くため息をつく。

「いくらでもありますよ。特に上位の妓女ならば」

　最高級の妓女になると、仕事の数も月に数回と少ないものだ。売れっ子が常に客を取っているわけではない。むしろ、客を毎日取らねばならぬのは、夜よ鷹たかといったその日その日の窮乏にあえぐ者たちである。

　上位の妓女ほど、露出を好まない。露出を控えることで、客は皆、勝手に価値を上げてくる。

　詩歌や踊り、楽がくを学び、その教養にて客を取るのだ。

　緑ろく青しょう館かんでは禿かむろ時代に一通りの教育を済ませる。そのなかで、容貌のよい、見込みのある者と、そうでない者に分ける。

　後者は、顔かお見み世せが終わるとすぐ客を取るようになる。芸ではなく身を売るのだ。

　見込みのある者は、茶飲みから始まり、より顧客を掴つかむ話術に長たけた者、才知に長けた者はどんどん値を吊つり上げられる。そこで、わざと人気妓女の露出を減らすことで、茶飲みだけで一年の銀が尽きる売れっ子妓女が出来上がる。

　なので、身み請うけまで客に一度も手を付けられない妓女もいる。まあ、男の浪ろ漫まんというもので、花を最初に手た折おるのは自分でいたいと思うのだ。

「手つかずの花だからこそ、価値があるのです」

　猫猫は鎮ちん静せい効果のある香を焚たく。ここ最近、疲れている壬氏のために焚いているが、今日は猫猫にも役に立ちそうだ。

「手折れば、それだけで価値は半減します。さらに」

　猫猫は小さく息を吐いて、鎮静香を吸い込んだ。

「子を孕はらませれば、価値などないに等しくなります」

　なんの感かん慨がいもなく言ってのけたはずだ。

　本当に夢見が悪いと思った。




　○●○




　どういうことだろうか、と壬氏は深く息を吐きながら、書類に判を押す。

　妙にしんみりとした昨晩の薬くす師しの娘の言葉が気になった。そして、その答えを知るだろう人物が都合よくやってくる。

「失礼するよ」

　扉を叩く音とともに、にやにやとした狐きつねのような御ご仁じんは、昨日の言げんの通りに現れた。

　ご丁寧に柔らかい座布団付の長椅子カウチを部下に持ってこさせていた。

　一体、どれくらい居座るつもりなのだ、と壬氏は顔が引きつりそうになる。

「昨日の話の続きをしましょうか？」

　羅ラ漢カンは持参の徳利とっくりから果実水ジュースを手て酌じゃくで注ぐ。

　茶菓子まで持ち込んで、書類だらけの机の上に、乳酪バターの香る焼き菓子が置かれた。直じかに置くのはやめていただきたい、書類に付いた油のあとを見て高順が頭を抱える。

「本当に、ずいぶんあくどいことをなされたようですね」

　壬氏は、書類に判を押しながら言った。書類の中身は頭に入らなかったが、後ろに控える高順がなにも言わないので問題ないだろう。

　猫猫の答えから、このずる賢い狂人がなにをやったかあらかた想像がついた。

　そして、もう一つあまり歓迎できない憶測が頭に浮かんだ。

　理解できないわけじゃない、辻つじ褄つまも合う、いくつかの点で納得ができる。

　なぜ、緑ろく青しょう館かんの身み請うけ話から突っかかってきたのか。

　なぜ、昔の馴染みの話をしたのか。

　しかし、そのことを認めてしまいたくなかった。認めれば、さらに面倒ごとになることは必至だった。

「あくどいとは失礼な。とんびに言われたくない話だ」

　片眼鏡モノクルの奥の目を細め、羅漢が笑う。

「ようやく、やり手婆ばばあを説得したのに。十年以上かかったんだ。横からかっさらわれた身にもなってみるといい」

　羅漢はからんと杯さかずきを傾ける。果実水ジュースの中には氷の欠片かけらが浮かんでいた。

「油揚げを返せと？」

　壬氏が『油揚げ』と形容したそれは、無愛想な小柄な娘のことだった。

「いいや、いくらでも出しましょう。昔と同じ轍てつは踏みたくないのでね」

「嫌だと言ったら？」

「そう言われると、なにも言えませんな。貴方様に逆らえる者など、片手の指ほども存在しない」

　羅漢はじわじわと回り込む言い方をする。壬氏はすこぶる居心地が悪い。

　この男は、壬氏がなんであるかわかっている。だからこのように言うのだ。

　彼の言には一応、筋が通っているからだ。

　羅漢は片眼鏡モノクルを取ると、手て拭ぬぐいで拭ふく。曇りが取れたと確認すると、左目に付けた。さっきまで右に付けていたので、ただの伊達だてであることがわかる。さすが変人だ。

「ただ、娘がどう思うかなのですけど」

　羅漢は、『娘』という言葉を強調する。

　ああ、嫌だ、つまりそういうことなのだろう。

　認めたくない事実だ。

　羅漢は猫猫の実の父親だ。

　壬氏は判を押す手を完全に止める。

「そのうち会いに行くと伝えていただけますか？」

　羅漢は乳酪バターだらけの指を舐なめると執務室を出て行った。

　長椅子カウチを置いて行ったままなので、また来るということなのだろう。

　壬氏と高順は、示し合わせたわけでもないが、同時にうなだれると、大きなため息をついた。




「今度、おまえに会いたいという官がいるのだが」

　壬氏は、部屋に戻るなり、伝えないわけにもいかず、正直に猫猫に言った。

「どんなかたですか」

　猫猫は無表情の奥になにかうずうずしたものを隠しているようだが、いつも通り冷静な口調だった。

「ああ、羅漢という……」

　壬氏が最後まで言葉を紡つむぐ間もなく、猫猫の表情が変わった。

　思わず壬氏は、目を見開いて半歩引き下がった。
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　今まで、地虫のように、干からびた蚯蚓みみずのように、汚お泥でいのように、ちり芥あくたのように、蛞蝓なめくじのように、潰つぶれた蛙かわずのように、とりあえずいろんな侮ぶ蔑べつの目で見られてきたが、そんなのは生ぬるいものであったと気が付いた。

　到底、筆舌に尽くしがたい。

　たとえ壬氏でもこれを向けられたらさすがに生きていけないだろう。

　心の根底を叩き潰し、煮えたぎる鉄に流し込まれ、灰も残らないような。

　そんな表情を猫猫は作っていた。

　これだけで、壬氏はあの男が娘にとってどんな存在かわかった気がした。

「……どうにか断っておく」

「ありがとうございます」

　壬氏は、放心状態のまま、それだけしか言えなかった。

　心臓が止まらなかったのが不思議なくらいだ。

　猫猫は元の無愛想な顔に戻ると、自分の仕事に戻るのだった。










十話　翠スイ苓レイ







（やっぱ気付かれてたか）

　先日、壬ジン氏シが言った人物について、予感していた。猫マオ猫マオが軍部に行くのを避けていたのも、その人物が関わっていたためだ。

　猫猫はふうっと大きく息を吐いた。白い息はまだ寒い証拠で、春の足音はまだ遠い。

　部屋には誰もいない。壬氏は朝から高ガオ順シュンと出かけている。二ふた月つきほど仕えているが、壬氏には定期的に回ってくる仕事があるようだ。頻度は半月に一度ほどだろうか。前日からゆっくり湯ゆ浴あみをして、香を焚たいて出かけていく。

　猫猫はその間、しっかり床磨きをするわけで、今日もきゅっきゅと雑ぞう巾きんをかけている。手はかじかむが、やんわりと、しかし隙すきのない目で見る水スイ蓮レンがいるため、さぼろうにもさぼれない。

　棟むねの半分を拭ふきあげたところで、ようやく水蓮の及きゅう第だい点を貰ったらしく、茶にしないかと言われた。

　台所に置かれた円卓に椅子を二つ置き、猫猫と水蓮は熱い茶をいただく。出がらしとはいえ、最高級の茶葉を使っているのでまだよい香りが残っている。香りとほのかな甘みを感じながら、芝麻球ごまだんごを頬ほお張ばる。

（辛からいものが欲しいなあ）

　そんな贅ぜい沢たくは言えるわけがない。娘なら甘いものが好きだろうと用意してくれたものだ。喜んで食べるべきだろう、と見ていたら、水蓮はぱりぱりと美味しそうに薄焼きの煎せん餅べいを食べていた。

「……」

「これ、さっぱりした塩気が癖になるのよね」

　さすが壬氏のばあやだ、と猫猫は思いつつ煎餅の皿に手を伸ばすが、最後の一枚まで水蓮はしっかり確保した。

　うん、きっと知っていてやっているのだと思った。なんとも食くえない侍じ女じょである。

　茶会の場合、猫猫はいつも聞き手に回るが、それは水蓮が相手のときも変わらない。水蓮の話題は、花はな街まちや後こう宮きゅうの女たちのような噂話ではなく、ぽつぽつとここの主あるじについて語る程度だった。

「今日の食事は精しょう進じん料理なので、あなたも肉や魚をつままないようにしてね」

「わかりました」

　なぜ、禊みそぎのような真似をするのか、聞くなんて野暮なことはしない。しかし、なんとなくにおわせるように言うのがこの水蓮という侍女である。

（宦かん官がんも祭さい祀しをやれるのだろうか）

　禊を行うと言えば、祭りごとを仕切る人物だ。高貴な生まれであれば、その一つや二つ請うけ負ったとしてもおかしくない。

　壬氏に対して不可解な点はいくつかあった。なぜ、それほどの生まれの男が宦官などやっているのかと。しかし、彼が宦官になった時期を考えると、納得できないこともない。

　女帝と言われた先の皇こう太たい后ごうは、たいそうな女じょ傑けつであった。先帝が愚ぐ鈍どんと言われながらも国が乱れなかったのは、彼女がいたからだと言われている。その一方で、権力にまかせた所しょ業ぎょうもたくさん行っていた。

　優秀な医官であったおやじを気に入り、有無を言わさず宦官にしたことなどだ。

　壬氏も同じ理由で宦官にされたと言われたら納得がいく。

「それと、午後はお使いに行ってくれない？　ちょっと医局までお薬を貰いに行って──」

「わかりました！」

　水蓮が言い切る前に猫猫は元気よく返事した。

「いつもそうやってはきはきしていればいいのに」

　水蓮は呆あきれたように煎餅の残りを食はんだ。




　医局は外がい廷ていの東寄りの位置にある。軍部に近いのは怪我けが人が多いからだろう。

　猫猫は先日の壬氏の言葉を思い出したが、それ以上にこちらの医局に興味があった。ここの医官が優秀なのは、前に薬を見てわかっている。後こう宮きゅうの医局はやぶ医者が管理しているため、宝の持ち腐れのようになっていたが、ここではどう活用されているのか興味がわいた。

「薬をいただきに参りました」

　そう言って、猫猫は水蓮から預かった札を見せる。細ほそ面おもての医官は、それを見ると、猫猫に座れと促うながし、奥の部屋へと向かった。

　猫猫は椅子に座ると大きく息を吸った。苦味が口の中に広がるにおいが充じゅう満まんしている。医官が先ほどまでいた机を見ると、薬や研げんが置いてあり、潰つぶした薬草があった。

　猫猫はうずうずしながら、なんとかこらえて我慢する。できれば、この医局の中をあさりたい。隣の部屋にある薬棚をじっくり観察したい。

（いや、駄目だこらえろ）

　言い聞かせながら、猫猫の身体が自然に隣の部屋へとじりじり近づいていたとき。

「なにやってるの？」

　冷めた女の声が聞こえた。はっ、と猫猫が振り返ると、後ろには呆あきれた顔の官かん女じょが立っていた。見覚えがある背の高い官女だ。

　猫猫は自分が実に珍妙な動きで止まっていることに気が付くと、ゆっくりと身体を普通の姿勢に戻した。

「ただ薬を待っていただけですが」

「……」

　物言いたげな官女だが、猫猫はなにごともなかったかのように椅子に座る。ちょうど医官が薬を持って戻ってきた。

「おっ、翠スイ苓レイ、来ていたのか？」

　気安い口調で医官は言った。翠苓と呼ばれた官女は、その口ぶりが気に食わない様子で顔をしかめている。

「詰つめ所しょの常備薬をいただきに参りました」

　詰所ということは、軍部のほうだろうか。そう言えば、以前も軍部の近くで会ったことがある。妙に毛嫌いされている気がするが気のせいではないと、猫猫は今の様子でわかった。いかにも邪魔そうに猫猫を見ている。

　先日、彼女から薬草のにおいがした理由がわかった。

「用意しているよ。ほかにいるものはないか」

「特にありません。それでは失礼します」

　やけに親しげな医官に対して、翠苓はそっけなく帰っていった。彼女の後ろ姿を医官は少し寂しそうに見ている。

（そういうわけね）

　わかりやすいなあ、と猫猫は思いながらしゅんとなる医官を見る。医官は猫猫の視線に気付くなり、しかめ面つらになり、言われた薬を差し出した。

「軍部に勤めるかたですか？」

　特に深い意味はなかった。なんとなく気になって猫猫は口にしていた。

「ああ。本来なら官かん女じょなんてやらなくてもいいのに……」

「？」

　猫猫が首を傾かしげてのぞき込むと、医官ははっとした顔で首を振った。

「なんでもない。それより、薬だ！」

　医官は猫猫に布包みを押し付けると、出て行けといわんばかりに手を振った。

　どうやら至らぬことを口走ったようだが、猫猫にはよく意味がわからない。

（官女などやらなくていいのか）

　意味深しんな言葉に深く首を突っ込む必要はないと、猫猫は貰った布包みを開いた。中には、なにか粉のようなものが入っている。

　なんだろうと思うとそのまま口に入れるのが、猫猫の癖なので仕方ない。

「芋の粉か？」

　猫猫は首を傾げながら部屋に戻った。




「また医局へ行くような用事はありませんか？」

　猫猫はちらりと水蓮に聞いてみたが、手て練だれの侍じ女じょは、

「おさぼりは駄目よ」

　と、やんわりかつばっさり断った。

（さぼるつもりはないですよ）

　ただ、あの薬のにおいをちょっとでも嗅かいでいたいだけなんですよ、と猫猫は思う。

「それと」

　水蓮は水仕事を終えた手を拭ふく。

「こっそり変な草をここの物置に隠しているようだけど、駄目だからね」

　釘くぎを刺すのを忘れない。

　猫猫は顔を引きつらせながら、雑ぞう巾きんを絞って床を拭く。さすが年の功だろうか、翡ひ翠すい宮の侍女頭がしらより何倍も手ごわい。

「部屋が狭いようなら、壬氏さまにお願いしたら？　ここは部屋が余っているから、頼めば案外使わせてもらえるかもよ」

　水蓮は妙に明るい口調で言った。

（そうだろうか？）

　以前、厩うまやを貸してくれと言ったのに、断ったのは向こうだ。

「いえ、貴人の住まう場所を、薬棚扱いするわけにはいきませんから」

　きっぱり言うと水蓮はあらあらと、口に手のひらを当てた。

「小シャオ猫マオは、あまり気にしてないように見えて、そういうのにはけっこう区切りをつけているわね」

　初老の侍女は、椅子に座るとしみじみと言った。

「私は、卑いやしい生まれの娘です。今、ここにいるのも本当に不思議な縁だと思います」

「そうね、でも」

　水蓮は遠い目をする。まだ、時折雪がちらつく窓の外を眺める。

「貴とうとい生まれだからといって、最初から別のものだと思わないでもらいたいわ。なにがどう転がって、人生どうなるかわからないんだもの。それだけでなんでも分けるのはもったいないわよ」

「そうですか」

「ええそうよ」

　水蓮はそう言って笑うと、椅子から立ち上がった。そして、ごそごそと大きな籠かごを持ってくる。中にはぎっしり、ごみが詰まっていた。

「さて、お仕事よ、小猫。これを捨ててきてくれない？」

　たおやかに笑う水蓮だが、籠は猫猫の背丈の半分以上あり、なによりずっしりと重量感にあふれている。

　壬氏の棟むねでは、下手にごみ捨てを下げ男なん下げ女じょに頼めない。中身を漁あさられ、戦利品を手にしようとする物好きがたくさんいるからだ。

「ごみ捨て場、医局の前を通るわよ。前を通るだけなら、別にいいわよ」

（それって生殺しじゃないですか）

　猫猫は顔を引きつらせながら、籠を背負ってよろめいた。




　どんだけためていたのか、と猫猫は肩にくっきり付いた背負い紐ひものあとを見て思った。外がい廷ていの東側、ごみ捨て場で下男に籠を渡して衿えりを引っ張る。

　こうして無事、とある貴人のごみは誰にも暴かれることなく灰となっていった。どれだけ無駄に周りを惑わせているのかわからないおかたに本当にため息が出る。

　猫猫は仕事を終えたし帰ろうかと思っていたが、ふと目につくものがあった。

（あれは！）

　ごみ捨て場から少し離れたところ、馬の嘶いななきが聞こえるから、厩だろうか。そこに、雑草とは言い難いものがごく自然に生えていた。

　猫猫は周りをきょろきょろ確認して走り出すと、目的のものに飛びついた。一見、ただの枯草に見えるものがそこにある。

　枯れた葉のにおいを嗅かぐ。そして根元を掘り起こすと、根茎が伸びて、小ぶりだが芋のようなものが付いていた。

　薬味として使われる根野菜で、存在自体はそんなに珍しくない。ただ、ごく普通に雑草に交じって生えていたのが不思議だった。

（厩うまやの裏だから、栄養が行き届いていたか？）

　しかし、普通に考えるとこんなところに生えるとは思えない。

　猫猫は周りを見渡す。

　近くに小高い丘があった。その上になにやら草のようなものがたくさん生えているようだ。

　猫猫は籠かごを置いて丘を駆かける。

　その先には、柔らかく豊かな土に耕された畑があった。そこにあるのは野菜とは少し違う、妙ににおいが強い草や、花ばかりだった。季節的に色味は少ないものの、猫猫が目を輝かせるに十分なものがそろっていた。

　うれしくなって一つ一つなんの薬草か確かめていくと、ざくざくと土を踏む音が近づいてきた。

「……なにやってるの？」

　呆あきれた声が後ろから聞こえた。

　猫猫は地面に這はいつくばったまま振り返ると、背の高い官かん女じょが立っていた。手に鎌かまを持ち、反対側には小さな籠を持っている。先日、翠スイ苓レイと呼ばれていた官女だった。

（いかん）

　これはどう見ても猫猫が怪しい奴である。右手に持った鎌を振り下ろされてはたまらないと、猫猫は弁解することにした。

「安心してください。まだ、なにも採ってません」

「今から採ろうとしたと、認識していいかしら」

　実に冷静な反応だった。鎌は振り下ろされることなく、籠とともに地面に置かれた。

「よい畑があれば、つい見たくなるのが農民の常つねです」

「どこの宮中に農民がいるっていうのよ」

　なるほどと思ったが、畑があれば農民がいてもおかしくないはずなのに。

　猫猫の頓とん珍ちん漢かんな返答に、翠苓は大きく息を吐く。

「別に咎とがめようとは思わないわよ、ここは非公式な場所だし。一応、医官も知っている場所だから、あんまり出入りしないほうがいいわ」

　そう言いながら、翠苓は小さな雑草を引き抜く。

「この場を任されているんですか？」

「さあね。好きなものを植えさせてもらっているだけ」

　無気力な物言いだと猫猫は思った。猫猫自身あまり活力あふれる性格じゃないが、この女も同系統のようだ。ただ、ほかの官かん女じょたちにまぎれて猫猫をつつく程度の社交性は持ち合わせているようだが。

「なにを植えるのですか？」

「……」

　翠苓は黙ったまま、猫猫を見た。見たのは一瞬だけで、すぐ地面に視線を戻す。

「蘇よみがえりの薬」

　ぽつりとこぼした言葉に猫猫は鼻息を荒くした。思わず、それはなんですかと掴つかみかかろうとしたところで、なけなしの理性を働かせる。

　そんな猫猫を見て、翠苓は残酷なことを言う。

「冗談よ」

「……」

　あからさまにがっかりした顔をしたらしい。無気力な笑いが官女に浮かぶ。

「あなた、薬くす師しって聞いたけど」

　どこで知ったのだろうかと猫猫は思いながら頷うなずいた。翠苓はまた無表情に戻すと、枯れた葉を引っこ抜いた。太い根っこを残し、葉っぱの部分は鎌かまで切り落とす。

「どれほどの腕前なのかしらね」

　まるで挑発するような物言いだと猫猫は思った。猫猫は首を傾かしげて、「さあ」とだけ答えると、「そうね」と翠苓は立ち上がった。

「ここに朝顔を毎年植えるわ。もう少し先の話だけど」

　そう言うと、翠苓は必要な薬草を摘つんで丘を降りて行った。

（蘇りの薬か）

　そんなものがあれば、本当に喉のどから手が出るほど欲しい。

　歴史上、やんごとなき人たちが求めてきたそれは、実在しただろうか。いや、ないとも言いがたいな、と猫猫は思うが、それは『蘇りの薬』と言えるだろうか、と首を振る。

　猫猫はぼんやりと畑を眺め、どれか拝はい借しゃくしようか、いや駄目だの問答をしばらく続け、結果、戻るのが遅くなってしまった。

　その日、静かなる水蓮のしごきを受け、天井の柱まで磨かされる羽目になった。










十一話　偶然か必然か







　奇妙な話を受けたのは、いつも通り外がい廷ていの回廊の掃除をしていたときだった。少し慌あわてた様子で大きな図ずう体たいが近づいてきた。目をこらすと、大型犬こと李リ白ハクのようだ。

「どうしました？」

　猫マオ猫マオは雑ぞう巾きんを置いてたずねた。

　本来、武官であるこの男が壬ジン氏シの執務室まで来ることはない。猫猫の前にやってきたということは、どうやら自分に用があるみたいだ。

「どうしたもこうしたもない。困ったことが起きた」

「困ったことですか」

　ここまで来るとなるとすごく困っているのだろう。こんなのでも別に暇なわけではないからして。

「前に小火ぼやが出た倉庫あっただろ。あのあとわかったんだが、そことは別の倉庫で同じ日に盗みがあったみたいなんだ」

　頭をがしがし掻かきむしりながら李白が言った。

「あのときの騒ぎに乗じたとしか考えられない」

　そういうことか、と猫猫は腕を組んだ。

「なにが盗まれたんですか？」

「……」

　李白が黙る。少し気まずそうな顔をしながらちょいちょいと猫猫の肩を叩く。人目を避けたほうがいいらしい。猫猫は促うながされるまま、回廊から出て庭のほうへと歩く。少し木こ陰かげになったところで李白はしゃがみ込み、人差し指を口に当てて話し始めた。

「祭具がなくなったんだよ」

「祭具？」

　それはまた変わったものをと思った。

「いくつかなくなったみたいなんだけど、詳しいことはちょっとわかんねえんだよな」

　曖あい昧まいに首を傾かしげながら李白が言う。

「そんな杜ず撰さんな管理だったんですか？」

「いや、本当はそういうわけじゃないんだけど。ちょうど、そこの責任者がいなくてな。長年、深く携たずさわっていた高官も昨年死んじまったから困ったもんだよ」

　人事のごたごたで上が変わったのだろうか。

「なら前の管理者に聞けばいいのでは」

「それが、前の管理者が仕事に復帰できねえ状態だから困ってるんだ。ちょっと前に食中毒になっちまって、そのまま意識が戻んねえんだ」

　困っちまったよ、と李白は大きく息を吐く。

（食中毒？）

　猫猫は記憶を呼び起こす。あの小火ぼやのあと、間をおかず、なにか事件はなかっただろうか。

　小火とほぼ同時期にある事件が──。

「もしかして、それは珍ちん味み好きの官かん吏りの話ですか？」

　猫猫の問いかけに、李白の目が大きく見開かれる。

「なんで知っているんだ？」

「いろいろありまして」

　小火と盗みと管理者の不在、それは偶然起きたことだろうか。

　偶然と言えば偶然だが、なんだか不可解だ。それに李白はもう一つ気になることを言っていた。

「昨年亡くなられたという高官とはどのようなかたですか？」

　李白は人差し指を額ひたいに当てて唸うなった。

「なんつう名前だっけかなあ。堅かた物ぶつで有名なおっさんだったのは覚えているんだけど。えっと、えーっと名前出てこねえなあ。甘党とかそういうのは覚えているんだけど」

「もしかして浩コウ然ネンさまではないでしょうか」

　猫猫もなんとか記憶を呼び起こし、昨年壬氏から聞いた名前を思い出した。甘党の堅物高官、塩の過剰摂取によって死んだ男だ。

「あっ、それだそれ！　っておい、なんでおまえ知ってんだよ」

「いろいろありまして」

　李白が驚くのも無理はない。猫猫としても、これが偶然の重なりと納得できるほど楽天家ではない。

　どれも一つ一つは一見事故に見えるものばかりだ。しかし、鱠なますの一件であったように事故とは限らない。

　これがすべて同じ目的のため故意に起こされたとは考えられないだろうか。

　猫猫は李白を見る。

「李白さまはそれで私になにかご用ですか？」

「それだ。本題！」

　李白がごそごそと懐ふところからなにかを取り出す。見てみると、以前、猫猫が焼けた倉庫で拾った象ぞう牙げの煙管キセルだった。綺き麗れいに洗い、作り直したものを先日李白に預けていた。そのうち、倉庫番に返してくれると言っていたが。

「いや、突き返されちまってよ。いらないってさ」

　倉庫番は小火ぼやの責任を取らされて解雇されたという。高価なものじゃなかったのかと思ったが、どうやら貰いものらしい。ずいぶん気前がいい話だ。

「なんかどっかの官かん女じょに貰ったらしいんだけど、変だと思わねえか？　なんで倉庫番にわざわざこんなもんをやるっていうんだ？」

「人によってはわからなくもないですけど」

　妓ぎ女じょだったら、嫌な客から貰った貢物プレゼントはさっさと金に換えるか、誰かにやっている。

　ただ、こういう考え方もできる。

「あんな立派なものを貰ったら、ついその場で使いたくなるものですよね」

　誰もがとは言わないが、そういう性格の人間は多々いる。そして、それを狙ったとすれば──。

　小火が起きた倉庫に人が集まり、警備が薄くなったところに忍び込むと。

　李白もそれについて思うところがあったらしく、猫猫が聞こうと思ったことを先に口にした。

「残念なことに、それをくれた官女の顔は、暗がりでよく見えなかったそうだ」

　暗い中、官女が歩くのも変だ。たとえ外がい廷ていとはいえ、一人でのうのうと歩くものじゃない。

　それを気き遣づかってか、倉庫番は城外まで送っていったという。その礼に貰ったのだそうだ。まだ寒いこともあって、官女は顔の周りをくるりと衿えり巻まきで隠していたと。

「ただ、女にしては上うわ背ぜいがあって、なんか薬のにおいがしたそうだ」

「薬のにおい？」

「身長からして、おまえじゃないのはわかっているんだが、なんとなく気になってな。心当たりはないか？」

　李白は、図ずう体たいはでかいが勘はよい男だ。

（知らないと言い切れない）

　ここで素直に口にしてしまったほうがいいかもしれない。その一方で、おやじの口癖を思い出す。憶おく測そくで物ごとを言っちゃいけないと。

　猫猫はどうするかと考えた挙あげ句く、妥協案を口にした。

「もしかして、さっきあげた事故や事件のほかになにか不可解なことはなかったでしょうか？」

「そう言われても、今、おまえに言われなきゃ気付かなかったこともあったくらいだぞ」

　李白はそう言いながらも腕を組んで唸うなっている。

「それを調べたら、なにかあるってわけか？」

「なにかあるかもしれません。なにもないかもしれません」

「どっちだよ」

　呆あきれた顔で見る李白。

　猫猫はしゃがみ込み、棒切れを拾うと地面に丸を描く。

「偶然が二つ重なることはよくあります」

　丸に半分重なるようにもう一個丸を描く。

「三つ重なることもあるかもしれません」

　もう一つ丸を重ねて加える。

「偶然がいくつも重なればそれは必然になると思いませんか」

　猫猫は三つの丸が重なった部分を塗り潰つぶして見せた。

「その必然部分に、その官かん女じょに似た人物がいたらどうでしょうか？」

「なるほど」

　李白はぽんと手を打つ。

　猫猫としては、これであの翠スイ苓レイという官女が浮かび上がったところで関係ない話だ。

「おまえは見た目によらず賢いなあ」

　李白が豪快な笑いを見せながら、猫猫の肩を叩く。

「李白さまは見た目通り莫ば迦か力なので、もう少し手加減してください」

　猫猫が半眼で睨にらみ返すと、ぞくりと首筋に冷たいものを感じた。はて、と振り返ると、猫猫以上にすわった目で睨む者がいる。

「楽しそうだな」

　麗うるわしい声なのに、妙にねっとりした感じがした。李白は声の主を見て、びくりとのけぞった。

「……別に楽しくありませんけど」

　身体を半分、木に隠しながら壬ジン氏シがじっと見ていた。後ろでは高ガオ順シュンがいつも通り呆れた顔で眉み間けんにしわを寄せていた。




　そそくさと駄だ犬けんは帰り、猫猫だけ、なんだか機嫌が悪い壬氏とともにいる羽目になった。執務室に入り、仕方なく茶の準備をする。

「あの男とはずいぶん仲がよいようだな」

「そうでしょうか」

　蒸らした急須からとくとくと茶を注ぐ。焼き物の湯飲みで飲んだほうが美味うまいのだろうが、壬氏の使う食器はほとんど銀食器ばかりだ。

　この男の政治的な立ち位置を猫猫はいまだによくわからない。後こう宮きゅうに出入りしているだけの宦かん官がんというわけでなく、こうして外がい廷ていで仕事も行っている。

「あの男は武官か？」

「見ての通りです。気になることがあったので、私に話を聞きに来たようで」

　李白の話は、壬氏にも関係がないと言い切れない。浩コウ然ネンの話にもつながるのだから。

　猫猫は、茶菓子を添えて机の上に置いた。

「詳しくお話ししてもよろしいでしょうか？」

　壬氏は黙って茶をすすった。




　かいつまんだ話を終えると、壬氏は難しい顔で目を瞑つむった。

「妙なつながりがあったものだな」

「はい」

　壬氏は茶菓子に手を付けていない。高順は難しい顔で執務室の入口に立っている。

「それで、なにがあると思う？」

「それはわかりません」

　猫猫は率そっ直ちょくに口にした。

　なにがやりたいのかわからない、それが猫猫の意見だ。どれも、事件とも事故とも判断のつかない案件ばかりだ。ただ言えるのは、確実でない分、他人にばれることも少ないということだ。

「一つの事件を確実に、というより、いくつか罠わなを仕掛けていて、そのどれかが成功すればよいかという具合にも見えます」

　猫猫の意見に対し、壬氏は湯飲みをすする。中身がなくなったようで、猫猫は新しい茶を準備する。

「そのようだな。そうなると、ほかにも仕掛けてある可能性があると」

「断言はできませんが」

　猫猫とて、それが偶然たまたま重なっただけだと言われたら、そうですかとしか応えられない。

「ふーん。乗り気ではないのか？」

「乗り気ですか？」

　そんなこと言われてもと猫猫は思う。

（別に面白がって首を突っ込んでるんじゃない）

　たまたま、目にしたことが気になっただけに過ぎないし、大体、そういう厄やっ介かいごとを持ってくる人間が多過ぎるのだ。

　猫猫としては平へい穏おんに薬屋でもやって、縁側でのんびり茶をすすりながら投薬実験をしたいだけである。

「私は単なる下げ女じょですので、言われた仕事を行うだけです」

「ふーん」

　つまらない顔で壬氏が猫猫を見る。手て慰なぐさみに筆をくるくる指先で回していた。茶菓子には興味ないらしく、机の端に追いやっている。妙に幼い表情だと猫猫は思う。

「なら、こういうのはどうだ？」

　壬氏がにやりと笑い、高順を呼び寄せた。高順の耳元で囁ささやくと、高順はあからさまに嫌な顔をした。

「……壬氏さま」

「ということで、手配を頼む」

　しぶしぶと高順が頷うなずくと、壬氏は回して遊んでいた筆に墨すみをたっぷり含ませ、流りゅう麗れいな動きで紙に滑らせた。

「先日、交易商人たちのところを回ったとき、面白いものが出ていると聞いてな。こういう名だったんだが」

　ぺらりと紙を猫猫に見せた。猫猫の目がきらりと光る。

　そこには『牛ご黄おう』と書かれてあった。

「いるか？」

「いります！」

　気が付けば、猫猫は壬氏の執務机に足をかけ詰め寄っていた。

　牛黄とは、薬の一種であり、牛の胆石のことだ。千いるうちの一頭にしかないとされるそれは、薬の最高級品として扱われる。

　貧しい花はな街まちの薬屋ではそうそうお目にかかれない代しろ物ものであり、垂すい涎ぜんの品だ。

　なんだ、この宦かん官がんは。もしかして、それを自分にくれるというのか。本当か、嘘じゃないだろうか。

　壬氏は、身を乗り出した猫猫に少し身を引いていた。猫猫は、高順に袖そでを引っ張られ、ようやく自分がかなりはしたない真似をしていたことに気が付く。ゆっくり机を下り、ぱたぱたと裳スカートを直す。

「……やる気になったようだな」

「本当にいただけるのでしょうか？」

　ぎりっと見つめる猫猫に対し、壬氏はさっきまでと違い少し大人びた表情を見せる。後こう宮きゅうでよく使う、女にょ官かんを垂たらし込む目だと猫猫は思った。

「仕事次第だ。情報は逐ちく一いちやろう」

　壬氏は紙をくしゃくしゃにしてくず籠かごに投げ入れると、蕩とろけるような笑みを浮かべた。

　猫猫にとってはどうでもいい笑顔だが、この男が仕事に応じて望むものをくれるというのであればそれでいいと思う。

「わかりました。壬氏さまの思うままに」

　猫猫はそう言うと、湯飲みと手つかずの茶菓子を片付けた。










十二話　中ちゅう祀し







　言われた通り、翌日の午後から、猫マオ猫マオは書庫に籠こもった。公的な文書を保管している書庫で、中に入るとかび臭かった。

　青白い顔の文官が、大量の巻き物を持ってくる。ほかに官はいないらしく、いかにも閑かん職しょくといった雰囲気だった。

（たまには日に当たらないと健康に悪いよ）

　上等な紙で作られた巻き物を広げる。そこには、ここ数年宮廷内で起きた事故や事件が箇条書きで書かれてあった。別に機密文書というわけじゃなく、頼めば見せてくれる類たぐいの公的な文書だ。

　ふむふむと猫猫はそれらに目を通す。そのほとんどが、よくある事故の類だが、やはりいくつか気になるものがあった。

（食中毒とか）

　その手のものは、夏場に多いと思うが案外冬にもある。秋は秋で茸きのこにあたる者もいる。

　猫猫は文官に頼み、さらに巻き物を持ってきてもらう。

　暇そうな文官は、面倒臭いというよりも仕事ができたと案外喜んでいた。好きでこんな場所で暇を潰つぶしているわけじゃないらしい。猫猫が調べていることにも多少興味があるらしく、ちらちらと見ている。

　猫猫はそれを無視してぺらぺらと該がい当とうする頁ページをめくる。先日の事件のものだ。

（礼れい部ぶ？）

　食中毒を起こした官は礼部の者だったようだ。それらしい官職が書かれている。礼部とは確か、教育や外交を司つかさどる部署だったと猫猫の拙つたない記憶が教えていた。真面目に官かん女じょの試験勉強をやっていれば、もっとちゃんと覚えていただろうが。

「なんかわからないところがあるのか？」

　顔色の悪い文官が話しかけてきた。どうやら暇で暇で仕方ないらしい。

「ええ、これはどんな官職なのかわからなくて」

　今更、無知を恥ずかしがることはないと聞いてみた。ずいぶん間抜けな質問に聞こえただろう。

「ああ、これは祭さい事じを司っているんだよ」

　少し誇らしげに文官が言った。

「祭事」

　そう言えば、祭具を管理していたと言っていた。

「ああ、詳しく書かれた本を持ってこようか」

　親切に話してくれる文官を余所よそに、猫猫の頭はぐるぐると回りだした。思わず目の前の長卓をばんと勢いよく叩いてしまった。

　その音に文官はびっくりして身体を引きつらせている。

「なにか書き物はありますか？」

「あっ、ああ」

　猫猫は先ほど調べていた事件の帳ちょう簿ぼをめくっていく。仕事に関わった部署と時期をそれごとに書き連ねていく。

　偶然と偶然が重なると必然になる。

　いくつもの偶然に見せかけた事故を重ね合わせ、そこに重なる場所を探す。

「祭事、祭具」

　祭事自体は年中行われるもので、別に珍しくはない。大きなものは皇族が行い、小さなものは村長などが取り仕切る場合もある。もし、先日盗まれた祭具が使われるとすれば、中ちゅう祀し以上のものだろう。

（中祀か）

　そう言えば、壬氏もよく禊みそぎをしていた。祭事のことなら、あの宦かん官がんに聞くほうが早いだろうか。

「祭事に興味があるのか？」

　暇なだけじゃなく、ずいぶん人がよい文官は、なにかしら大きな設計図を持ってきた。

「これは……」

　そこにはこと細かに描かれた祭事場の絵があった。中央に祭壇があり、その上にひれが舞っている。下に置かれている大きな鍋のようなものは、火を焚たくのだろうか。

「なんか変わった造りだろう」

「ええ」

　雰囲気としては荘そう厳ごんだ。天井からぶら下げられているひれにはなにやら文字が書かれている。祭事があるごとに増やしていっているのだろうか。

（毎回取り付けるのが大変だろうに）

　そんな現実的な考えに至るのが猫猫だ。高い位置にあるから、梯子はしごをかけるのも大変だろうと見ていると──。

「構造が特殊だからな。わざわざ天井に大きな柱をぶら下げているんだ。それを毎回おろして、祝いの言葉を足しているんだ」

「……なんだかお詳しいのですね」

　猫猫は顔色の悪い文官をじっと見る。

「ああ。恥ずかしながら、前はもっとちゃんとした仕事をしていたのさ。ちとへまをやったらしくて、こちらに飛ばされてきてね」

　前は礼部にいたんだよ、と付け加える。なるほど、と猫猫は妙に話しかけてくる理由がわかった気がした。

　そして、文官は気になる言葉を口にする。

「最初は、強度が心配だったんだが、ちゃんと問題がなくて安心したよ」

「強度？」

　なんのことだ、と猫猫は首を傾かしげる。

「天井から柱をぶら下げるだろ。それが大きなものだから、もし落ちたときを考えると恐ろしい。一応、強度の点について忠告したら、こんな場所に飛ばされたとさ」

「……」

　猫猫は設計図を睨にらむ。もし、天井から柱が落ちてきたら、まず一番危ないのは真下にいる祭事を行う者だ。そして、その場合、やんごとなきかたが犠牲になる。

（強度が問題）

　上に柱をぶら下げるとして、なにかで固定しないといけない。もしその金具などが壊れたとすれば。

（強度）

　近くには火を焚たく釜かまがある。ふと、どの祭具がなくなったのか、その疑問に行き着いた。

「!?」

　猫猫はもう一度、長卓を叩いた。そして、また身を強こわ張ばらせている文官を見る。

「すみません！　ここで次、祭事が行われるとすればいつですか？　そして、これはどこですか？」

「これは、外廷の西の端にある蒼そう穹きゅう檀だんってところだよ。いつって言われても」

　文官は暦こよみをぺらりとめくりながら、耳の裏を掻かく。

「ちょうど、今日だな」

　文官が言い終わるとともに猫猫は、巻き物も片付けぬまま書庫から飛び出た。




（西の蒼穹檀）

　猫猫は走りつつ、頭を整理する。

　猫猫の予想が正しければ、これは長い時間をかけて練られた計画のはずだ。どれも一つ一つが確実なものじゃない、でもそれをいくつも仕掛けることで、どれかが重なり合うはずだ。それをうまく利用して、ようやく今回ここまで結び付けていったと言える。

（これはあくまで予想だ）

　予想に過ぎない。でも、もしその予想が的中していたらどうなるだろうか。

　その間に、猫猫は円形が五重に重なり合った塔を見つける。両脇に対称となるように同じ建物が並び、それに並行して官が並んでいた。衣装からして、なにかしらの祭事の最中とわかった。

「おい、おまえ、なにをしている」

　そんな中を薄汚い下げ女じょが進もうとすれば、呼び止められるのは当たり前だ。

　猫猫は舌打ちをする。それでも早く行かないと間に合わない。壬ジン氏シや高ガオ順シュンを探せばいいのだろうが、彼らは今日一日出かけている。

「通してください」

「だめだ。祭事中だ」

　いかつい六角棒を持った武官が睨にらむ。職務を全まっとうしようとする彼に悪気はなかろう。

　こんなとき、うまく口が回らない自分が嫌になる。

「緊急事態です。中へ通してください」

「おまえのような下女が、神事に口出しする気か？」

　もっともなことだ。

　猫猫は、ただの下女だ。なんの権力も持たない。そんな小娘の言を聞いてほいほい通すようなら、この武官の首は簡単に飛ぶだろう。

　しかし、猫猫とて引くに引けなかった。

（なにも起こらないかもしれない）

　でも、なにか起こったあとでは遅い。取り返しがつかないことはいつもそうだ。

　自分より一尺は大きい武官の顔を見る。周りの官たちもざわざわと猫猫に注目する。

「口出しもなにも、命の危険があります。祭事をとりやめてください」

「それはおまえが決めることじゃない。言いたいことがあるなら、投書箱に文ふみを入れるところから始めるのだな」

　これを言ったのは、傍かたわらにいた官だった。猫猫を端はした女めとして莫ば迦かにした物言いだった。

「それでは間に合いません、通してください」

「だめだ！」

　これではただの押し問答で終わる。

　ここで大人しく食い下がればいいのに、それができないのが猫猫だ。

　ふっと、皮肉な笑いを浮かべる。

「あの祭壇には構造上、致命的な欠陥が見つかりました。誰かが工作した可能性があります。ここで中に入れなければ、後悔することになりますよ。こうして、私が危険を説いているのにそれを拒んだのであれば」

　猫猫はわざとらしく手のひらを口に当てて、目を見開いた。

「あっ、もしかしてそういうことですか、なるほど──」

　猫猫は拳こぶしをぽんと手のひらに打ち付けた。嫌みったらしい笑顔を浮かべる。

「もしかして、貴方あなたはこのまま私を邪魔してなにか起こればいいと思っているとか。工作した輩やからとつながっているとか……」

　言い終える前に、ずん、と鈍い感覚が頭に響いた。

　気が付けば、猫猫は地面に横たわっており視界が真っ白になっていた。

（気を失いそうだ）

　わかっているが、そういうわけにもいかない。

　遠くでさっきの武官の声が聞こえる気がするが内容までわからない。とりあえず、激高していることはわかる。あんな物言いをこんな小娘にされたら腹が立つだろう。思わず、手を上げてしまうほどに。

　そのように自分で仕向けたのだから仕方ない。そして、それで気を失ってしまえば終わりだ。

　猫猫はゆっくり身を起こす。耳が熱く、視界が真っ白だ。ゆっくり光景に色が付いていくと、腕を振り上げる武官を別の官が止めていた。

（騒いでもだめか）

　ちょっとした騒ぎになっているだけで、祭事はそのまま行われているのだろう。祭壇のほうから、音楽が聞こえてくる。

　ぐらつく身体をようやく立てる。ぽたりと地面に赤い滴しずくが落ちる。

（鼻血か）

　大したことない。耳の横を殴おう打だされたらしいが、熱いだけで痛みはなかった。

　猫猫は親指で片方の小鼻を押さえると、血を抜いた。それを見て、周りの官がざわめく。祭事の場で、血を流すとは失敬だったかと、猫猫は少し反省するが、謝っている暇はなかった。

「気は済みましたか？」

「……」

　ぼやけた視界の中で、周りがどう反応しているのかわからない。ただ、ざわめいていることだけはわかった。

　こんなことをしている暇はない。

　猫猫にはしなくちゃいけないことがある。

「通してください」

　声をぴんと張り上げる。

（通してもらわないと困る）

　ことが起きたあとでは遅い。それではなにもかもだめだ。

　そうなったら。

（牛ご黄おうが貰えない！）

　頭がぐらぐらするし、視界もまだ白い。それでも、立ち上がらなくてはならない理由があるのだ。

　猫猫はぎゅっと周りを見み据すえた。

「祭りを中断しろとは言いません。ただ、私を見逃してください。偶然、鼠ねずみが入ったとでも言って」

　現帝は慈じ悲ひ深いかただ、首が飛ぶのは自分だけで済むだろう。

　もちろん猫猫とて、首を斬きられるわけにはいかない。なんとか、壬氏に頼み込んでみよう。だめなら、せめて毒殺にと。

「ここで私を止めて、中でなにか起こったらどうするのです？　やんごとなき身のかたが中にいらっしゃるのでしょう。そのときこそ、貴方あなたがたの首が飛ぶのではありませんか」

　中に誰がいるのかわからない。ただ、周りの雰囲気からして、それなりに大きな祭事であることはわかった。

　何人かは、猫猫の言が効いたのかなにも言わず周りと顔を見合わせていた。しかし、全員が引き下がるわけじゃない。

「おまえのような小娘の言を信じろと言うのか」

　そう言われたらおしまいだ。

　猫猫はどう言い返そうか、ただ立ちふさがる武官を睨にらんでいると、かつかつと靴音が響いてきた。

「では、私の言ならどうだい？」

　後ろからどこかおどけた声が聞こえた。なにか含み笑いを浮かべたようなふざけた声だ。

　猫猫はこの声の主ぬしを知っている。

　猫猫に立ちふさがっていた武官は、半歩後ろに下がった。周りの官たちの顔が一気に青ざめる。遭そう遇ぐうしてはならないなにかに出会ってしまった顔だ。

　猫猫は振り向かない。ただ、顔がこれ以上歪ゆがまないようにするだけだ。自然とこめかみがぴくぴくと痙けい攣れんする。

「それにしても、年若い娘を殴るとはどういうことだろうね。怪我けがをしているじゃないか。誰がやったんだい？」

　おどけた口調の中に、冷たいとげが交じる。皆の視線が、六角棒を持った男へと集中する。男の顔が引きつっている。

「ともかく、この娘の言う通りにしてやってはどうだい？　私が責任を取るよ」

　後ろに誰がいるのかわからない。ただ、謀はかったようないい時機タイミングだった。ぎりっと歯を食いしばってしまう。

（今はそんなこと気にしている場合じゃない）

　猫猫は振り向かない。代わりに周りの者たちを見回すと、祭さい壇だんへと走った。

　声の主が誰かなんて、どうでもいいことにした。




　香と煙のにおいが漂う。管弦の調べとともに、ゆるやかに天井からぶら下がったひれが舞う。流麗な文字が書かれ、それが願いとなり天へと届くという。

　そんな場所に薄汚い小娘が入れば、周りはざわめく。

（ひどい格好だろうな）

　走って汗まみれになった下げ女じょの顔は、生乾きの鼻血でひどく汚れているだろう。

　ことが終わったらゆっくり湯ゆ浴あみさせてもらおうと猫猫は思う。壬氏の部屋の湯殿を使うのはおこがましいので、高順あたりに頼もう。

　問題はその前に、首をはねられないかだ。

　長く続く緋ひ毛もう氈せんの先に黒い服を着た男が立っている。頭に数じゅ珠ずがぶら下がった独特の冠かんむりを着け、朗ろう々ろうと声を上げていた。

　猫猫は走る。

　男の前には火を焚たいた大きな釜かまがある。そして、頭上にはひれをぶら下げた巨大な柱がある。そして、それを固定するのは──。

　ぎちぎちと耳触りな音が聞こえた気がした。

　気のせいかもしれない、こんな遠くで聞こえるわけがない。でも、猫猫は動いていた。毛氈を蹴り、ただ前にいる男の元へと走る。

　猫猫に気が付き、祭さい祀しの男が振り返る。猫猫はそんなのにかまわず、男の脇腹を抱え込み、そのまま引き倒した。

　それと同時に、鼓こ膜まくが破れるような大きな音が聞こえる。足に急激な熱を感じ、そっと視線を後ろにやる。大きな金属柱が猫猫の足を削っていた。皮膚がえぐれるように切れている。

（縫ぬわなきゃ）

　猫猫はごそごそと胸元を広げる。いつも懐ふところには、薬と簡単な医療器具を入れてある。そんな猫猫の手を角ばった手が掴つかんだ。

　ふと上を眺めると、冠に付いた数珠が揺れている。その奥に黒こく曜よう石せきのような目がのぞいた。

「なんでこんな状況になっている？」

　疑問符を付けて天上の調べのような声が言った。

　床には天井から落ちてきた柱が転がっていた。あのまま立っていたら、即死していただろう。

「……壬氏さま、牛ご黄おうをいただけますか？」

　猫猫は、目の前の祭祀こと美しき宦かん官がんに言った。

　それよりなぜ、壬氏がここにいるのだろうと思う。こちらが聞きたい話だ。

「それどころじゃないだろ」

　壬氏はなにか苦い物を噛かみ潰つぶしたような顔をしていた。

　大きな手が猫猫の顔に触れる。親指の腹が顔をなぞった。
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「なんだその顔は……」

　壬氏が痛々しげに見る。なんでそんな顔をしているのだろう。それより、この状況をどうにかしたほうがいいと猫猫は思う。

「それより、足を縫ぬわせてください」

　痛いというより熱かった。身体をねじり、えぐれた傷口を見ようとしたが、ふらりと身体が揺れた。

「おっ、おい！」

　壬氏の声が遠くに聞こえる。

（やばいなあ）

　強く頭を殴られたせいだ。一気に力が抜けていく。

　再び、真っ白になる視界の中で、身体を無闇に揺さぶる壬氏を心底うるさいと思うのだった。










十三話　曼まん荼だ羅ら華け







　ゆらゆらと、心地よい感覚が身体を揺らす。

　ほんのり上品な香が鼻び腔こうをくすぐる。駕か篭ごに揺られているような感覚はほんの短い間で、柔らかいなにかに寝かされた気がした。

　それからどれくらい経たったのかわからない。




（どこだろう、ここは）

　ゆっくりと目を開けると豪ごう奢しゃな天てん蓋がいがあった。毎日、拭ふき掃除をしていて見覚えがある。

　香のにおいがする。最上級の白びゃく檀だんだ。

　壬ジン氏シの寝室、そして、猫マオ猫マオが寝そべっているのは、寝台ということになろう。

「目が覚めたのね」

　落ち着いた優しい声が聞こえた。長椅子カウチに座っていた初老の侍じ女じょが立ち上がる。円卓から水差しを取り、とくとくと湯飲みにつぐ。

「医局で寝かせるのもなんだって、壬氏さまが連れてきたのよ」

　ふふふ、と笑いながら水スイ蓮レンは猫猫に湯飲みを渡した。

　猫猫はそれを口にする。

　いつの間にか寝間着に着替えていた。ずきんと頭が痛いのと足が引きつる感じがした。

「無理しちゃだめよ。十五針も縫ったのよ」

　上うわ掛がけをめくると猫猫の左足に包帯が巻かれている。痛みが鈍いところをみると、麻ま酔すいかなにかがかかっているのだろう。頭を触ると、同じく包帯が巻かれていた。

「起きたところで悪いけど、皆さんを連れてきていいかしら？　着替えたいなら、少し時間を空けるけど」

　猫猫は寝台の横に服が置いてあるのを手に取ると、わかりましたと頷うなずいた。




　やってきたのは壬氏と高ガオ順シュン、そして馬バ閃センだった。

　着替え終えた猫猫は、椅子に座ったまま迎えた。不作法だが、水蓮がいいと言うので甘えることにした。

「これは一体どういうことだ」

　最初に口を開いたのは馬閃だった。彼は妙に苛いら立だった顔をして、猫猫を見る。

「馬閃」

　高順が厳しい声を上げるが、馬閃は舌打ちをして椅子に座った。

　壬氏は無表情で長椅子カウチに座っている。

（そりゃ、主人が危険にさらされればね）

　だからとて、猫猫が怒ど鳴なられる筋合いはないので、涼しい顔で湯冷ましをすする。

　壬氏は袖そでに両手を入れたまま、猫猫を見た。

「どういう経緯であの場所にやって来たのか、なぜ、柱が落ちるのがわかったか、説明してもらおうか」

「わかりました」

　猫猫は湯飲みを置くと、息を吐いた。

「まず、これは偶然が重なり合った事件です。偶然と言っても高い確率で必然になる要素が多々含まれているものですが。そういう意味で、事故ではなく事件と言えるでしょう」

　猫猫が知るだけでもいくつあるだろうか。

　まず、昨年、浩コウ然ネンという高官が死んだこと。次に、小屋で小火ぼやが起き、同時に別の場所で祭具が盗まれたこと。それとほぼ同時期に、その祭具の管理をしていた官が食中毒で倒れている。

「誰かの思おも惑わくで、どれも起こされたと？」

「はい、そうです。さらにもう一つ、私は見逃していたものを思い出しました」

　どんな祭具が盗まれたのかよくわからなかった。ただ、それは祭りにふさわしい装飾が施されているものではなかろうか。熟練の職人が作った品であることは間違いない。

　熟練の職人と言えば、最近、聞いた話があった。

「……もしかして、あの職人一家のことか？」

　壬氏がはっとした顔をした。勘がいいなと猫猫は思う。

「そうです」

　職人が死んだ理由について、猫猫はあらかた想像がついている。鉛なまりによる中毒死だ。これは、職業病と言われればそうなのだが、そうでない可能性も出てくる。

　これもまた、意図的に起こされたと考えられなくもない。貢物プレゼントと称して、葡ぶ萄どう酒と鉛製の杯さかずきを渡して弱るのを待てばいい。これは一例であり、ほかにも方法はある。

「死んだ職人は、息子である弟子たちに直接技術を教えようとしなかった。もしかしたら、誰もその謎にたどり着けないまま、技術はなくなってしまったかもしれません。すると、とても都合がよいでしょうね」

　そうなると考えられるのは、頼んだ人間はすでにその技術がなんであるか知っていたということだ。詳細はわからなくても、その性質をわからないはずがない。

「つまり、盗まれた祭具はその職人が作ったものだと言いたいのか？」

　壬氏の問いに猫猫は首を横に振る。

「違います。逆に、なくなった祭具の代わりに、職人が作ったものが使われたのでしょう」

　猫猫は紙と筆を探し出すと、それにさらさらと図を描いていく。真ん中に大きな釜かまと祭さい壇だん、そして、天井から吊り下げられた柱を描く。

　柱の両端には紐ひものようなものがくくりつけてある。それを天井の滑車に通し、床にある金具で固定している。

「祭具がいくつかなくなったと言いましたが、ほかになにか部品がなくなっていないでしょうか。部品とはいえ、装飾は凝ったものを使うはずですけど」

「……おそらく、その可能性はありますね」

　曖あい昧まいな言い方をするのは高順だ。その手の管かん轄かつは壬氏たちの範はん疇ちゅうに入っていないので、詳しい情報がないのだろう。

「火を焚たく場所のすぐ近くに、柱をぶら下げている金属線ワイヤーがつながっていたと思います。そこの金具に使われていたとしたら。熱せられて壊れるようになっていたとしたら」

「莫ば迦かか。そんなもの、最初から作るときにわかっているだろ。燃えるようなものは、使われていなかった」

　鼻を鳴らすのは、馬閃だ。

「でも、実際、柱は落ちてきた。金具に使われている金属が壊れてしまったので」

「いくら熱くてもそうそう壊れるものではなかろう。それくらい考えて設計されているはずだ」

　壬氏も馬閃に同意する。

「いいえ、壊れます。溶けてしまいます」

　皆が猫猫の顔を見る。

　猫猫はあの家の職人の秘伝の技について触れる。

「金属一つ一つは高い温度でしか溶けません。でも、違う金属を混ぜ合わせることで、不思議と溶ける温度が低くなるということが起こるのです」

　古くから使われる手法だ。ただ、それでもかなり熱する必要がある。

　あの職人一家の秘伝の技が秘伝たる所以ゆえんはそこにある。死んだ職人が編み出した金属の割合、あれはかなり低い温度でも金属が溶けるようにできていた。

　そうだ、熱した釜かまの近くにあるだけで十分に溶けるくらいに──。

　猫猫の説明に、皆が黙る。水蓮だけは、のんびりと茶を用意していた。

　構造上、天井の柱は絶対落ちないようにと設計されていたはずだ。そうでなければ、あんな設計が通るわけがない。その下で、やんごとなき人が祭事を行うのである。

　もし、猫猫が気付かなければあの場で壬氏は即死していた可能性が高い。

　まさか、壬氏があの場にいるとは思わなかったが。

（何者なんだよ、こいつ）

　それに言及するほど、猫猫は自分の立場が偉いとは思わないので黙っておく。知ったところで、面倒ごとに巻き込まれるだけだ。

　どれも遠回しだが、すべてつながると考えるのが妥だ当とうだ。直接であれ、間接であれ、誰かが糸を引いていると。

「私が言えるのは、ここまでです」

　聞いた以上、壬氏たちはそこに関係する人間をすぐ洗い出すだろう。すでに、李リ白ハクが動いている可能性もある。

　猫猫はふと、あの背の高い官かん女じょを思い出した。

（私には関係ない）

　ゆっくり首を振り、目を伏せた。

　だが、妙にあの官女の無気力な顔を思い出す。もうどうにでもなれというような、少し投げ遣やりにも感じられる表情。

　そして、あの畑で言っていた言葉が妙に気になった。

　蘇よみがえりの薬という言葉が──。




　ほどなく、李白から連絡が届く。予想通り、翠スイ苓レイという官女の話だった。




　翠苓は、毒をあおって死んだ。

　そんなあっけない最期を聞かされ、猫猫はよくわからなかった。

　証拠を集め、刑けい部ぶすなわち刑法を司つかさどる官たちが乗り込んだとき、娘は寝台の上で倒れていた。こぼれた杯さかずきの中身には毒が含まれていたという。医官に検死を頼むと、死亡が確認されたらしい。

　翠苓は罪人として、棺ひつぎに入れられたまま刑を受ける。一昼夜ののち火か刑けい、すなわち火か葬そうするという。今は、獄中で死亡した罪人を安置する場所に置かれている。

　刑部の動きが迅じん速そくだったのは、李白たちの証拠集めがよほど周しゅう到とうだったのか、それとも前々から動いていたのかわからない。

　ただ、罪人として出てきた人物は翠苓一人であった。

（あれほどこまごましたことを全部一人で？）

　腑ふに落ちない、それだけが言える終わり方だ。

　とかげの尻尾しっぽ切りか。いや、それ以前に猫猫は引っ掛かっていた。

（それを受け入れるような女だろうか）

　猫猫と翠苓が接したのは、そう長い時間じゃない。その短い間に相手の心を掌しょう握あくするほど猫猫は人じん心しん術じゅつに長たけていない。

　無気力なあの雰囲気は、生きる気力がなかったと言えなくもない。

　でも、猫猫は妙に気になることがあった。

　翠苓の言っていたことが妙に引っ掛かった。

　まるで、猫猫を試すような口ぶりだと思った。

（勘じゃだめだ。断言できない）

　だが、猫猫にはそれ以上のことは言えず、黙って日常の仕事を済ませるしかなかった。

　それが下げ女じょというものである。

　であるはずだったが──。




　好奇心に負けた。

「壬氏さま、お頼みしたいことがあるのですが」

　こう口を開いた猫猫だった。

「検死した医官とお話がしたいのです」

　死体置き場で、と。

　そう言った猫猫の顔は、不思議と緩ゆるんでいた。




　死体置き場は薄暗く、死臭が漂っている。獄中死した者は、墓に入ることが許されず、火葬されるのがこの国のやりかただ。

　棺かん桶おけが部屋の隅に重ねられ、罪人を待っている。翠苓が入っている棺ひつぎは、それとは少し離れた場所に置いてあり、黒と白の札が張り付けてあった。

　その場には壬氏も高順もいる。高順は、壬氏が死体置き場にいることが気になるようだが、壬氏が行きたいと言えば止められないだろう。

　呼び出された医官は、暗い顔をしていた。

　無理もない、親しげに話していた官かん女じょが死んで、なおかつ罪人扱いされたのだ。

（でも、それだけだろうか）

　検死をしたのがこの男なら、皆が知らないことを知っているかもしれない。たとえば──。

「もしかして、あの官女が飲んだ毒には曼まん荼だ羅ら華けが使われていませんでしたか？」

　猫猫は単刀直入に言ってのけた。足の怪我けがのため、高順が用意した椅子に座ったままの姿勢で医官を見る。その横には、鍬くわが置いてある。これも高順に用意してもらった。壬氏がそれはなんだとちらちら見るが、説明するのは面倒臭いので無視する。

　反論をする間もなく、医官の顔がさらに青ざめる。

　しかし、肯定はしない。首を横に振る。

「数種類の薬を混ぜてあり、特定するのが難しい。症状から見て、その可能性は高いが断定できない」

　顔が青ざめている割に、まともな回答が返ってきた。その通りだろう。猫猫もその毒を見たところでなにが何種入っているかなんてわからない。

「厩うまやの上の小高い丘に、畑がありますよね。あそこに曼まん荼だ羅ら華けを植えていたのではありませんか？　今の季節に生えていなくとも、ここの医局にそれがないとは思えません」

　曼荼羅華は毒性が強いが、適量なら麻ま酔すい薬として作用する。医局にある曼荼羅華を翠苓が持っていたとすれば。

　医官は沈ちん黙もくする。

　この医官は有能だと猫猫は思う。でも、嘘をつくのが苦手のようだ。

　曼荼羅華とは、別名朝鮮朝顔と言う。

　冷めた顔で、朝顔を植えている、と言ったあの女の横顔を思い出す。

「では、本当にその毒か確かめましょうか」

　猫猫は椅子から立ち上がると、鍬くわを取った。そして、白黒の札が付いた棺かん桶おけの前に立つと、鍬を棺桶に向けて振った。

「なにをする！」

「黙って見ていてください！」

　鍬を棺桶の隙すき間まにねじ込ませ、ぐいっと鍬の柄えを下げる。蓋ふたから打ち付けた釘くぎが盛り上がる。淡々と作業を続ける猫猫に、皆、唖あ然ぜんとする。

　釘が全部浮かんだところで蓋をはがすと、そこには女の死体がおさまっていた。橋の下で死んだ哀あわれな夜よ鷹たかのような死体だった。

「翠、苓じゃない？」

　医官が膝ひざをつき、棺ひつぎの中を見る。彼は動転しており、棺にかけた手が震えていた。

（これが演技だって言うなら、どんだけ狐きつねだろうか）

　見る限り、医官は翠苓が死んだものだと信じていたようだ。そこに、その遺体がないことに心底驚いている。

「本当に死んでいたんですよね。あの翠苓という官かん女じょは」

「ああ、私がどんなに間抜けでもそれくらいわかるさ。綺き麗れいなもんだったよ。でも、脈も心の臓も動いていなかった」

　青い顔で医官は言った。この男は、翠苓の遺体を丁寧に扱っただろう。そして、翠苓もまた、それを見越した。

　なんの毒か、はっきりさせるために切り刻むことはないと確信して。

「つまり、いいように利用されたようですね」

　猫猫の言葉に、医官は青ざめた顔を一瞬で沸ふっ騰とうさせた。思わず掴つかみかかりそうになるところを高順が後ろから押さえる。

　翠苓は毒に曼荼羅華を使った。ほかにも手に入れようと思えば数種類の薬が手に入るだろう。医局の薬棚を調べれば、その在庫に差異があるとわかるだろう。

　この医官を責めるとすれば、そんな監督不行届きくらいだろうか。

「どういうことだ？　遺体が違うというのは」

　壬氏が目を細めて言った。

「燃やすにしても、中身がなければ怪しまれますから」

　死体置き場には棺かん桶おけがいくつもある。翠苓以外にも燃やす遺体があったのではないだろうか。その際、新しい棺桶を持ってくることもあったはずだ。

　それにまぎれて代わりの死体を用意し、すり替える。

「翠苓の遺体はどうなる？　持ち帰ったにしても目立つだろう」

「持ち帰る必要はありません。自分で歩いて帰ったはずですから」

　猫猫の言葉に、皆が唖あ然ぜんとする。

「あそこの棺桶を調べていただけますか？」

　猫猫は自分で調べようと思ったが、なんだか足がずきずきするので、高順に頼む。

　高順は嫌がるそぶりもなく、空からの棺桶を見る。まめな男は、棺桶の一つに違和感を持って、重なったそれを取り出した。鍛えられた高順だからこそ、取り出すことができるが、普通は二人以上で持ち運びする重さがあるだろう。

「一つ、釘くぎあとが見えるものがあります」

　猫猫は足を引きずりながら、高順の出した棺桶を見る。

「おそらくこれに翠苓が入っていたのでしょうね。死んだ翠苓はこの中でずっと助けを待っていた」

　そして、助けに来た者が棺桶を開ける頃に、翠苓は息を吹き返した。その後は、棺ひつぎを入れ替え、翠苓は棺桶を持ってきた者たちと同じ格好をして死体置き場から出ていけばいい。忌いみを司つかさどる職の者たちは、周りから目を背そむけられることが多い。背が高い翠苓なら、男たちに交まじってもそれほど違和感はないだろう。

「人を死んだように見せる薬があることをご存じですか？」

　猫猫は医官に言った。医官は呆ぼう然ぜんとしたまま、口を開く。

「……聞いたことはある。ただ、製法は知らない」

　蘇よみがえりの薬なんて幻想だ、そう言いたいところだが、そうでもない。似て非なる効用のものはないわけじゃない。

「それは残念、私もよく知りません。ただ、材料に曼まん荼だ羅ら華けと河豚ふぐ毒を使うと聞いたことがあります」

　一度だけ、おやじに教えてもらったことがあった。遠い異国では、人を一度殺し、蘇らせる薬があるという。

　曼荼羅華と河豚に含まれる毒、それにいくつか違う毒も入れることでそれは作られる。本来、猛毒と猛毒であるはずのそれらは、一定の調整を行うことで毒が毒を相そう殺さいし、しばらくののち、息を吹き返すという。

　もちろん、おやじはそんな薬を作らないし、なにより猫猫に教えるわけがない。

　猫猫が曼荼羅華と河豚が材料であることを知ったのも、おやじの蔵書をこっそり読んだからだ。おやじは、遠い異国の文字で書かれているそれを猫猫が読めるとは思わなかったらしい。

　油断したようだが、猫猫の毒に対する執着は半はん端ぱなかった。たまに来る異国の客に頼み込み、文字を教えてもらって少しずつ解読していった。途中で気付かれて、おやじに焚ふん書しょされてしまったが。

「そんな確証がない方法を翠苓はとったというのか？」

「どうせ見つかれば死罪になるのでしょう。それくらいなら、私は喜んで賭かけますよ」

「いや、おまえの場合違うだろ」

　妙に素早く壬氏が突っ込んだ。話が脱線するので猫猫は無視する。

「ここに遺体がないとすれば、賭けに勝ったようですね。ちゃんと燃やされたあとなら、完全勝利だったはずですが」

（そんな真似はさせない）

　猫猫は、棺桶を眺めながら笑った。中には、名も知らない行き倒れの女がいるだけだ。笑う要素などない。

（不ふ謹きん慎しんだろうな）

　知らない人間の死を痛みに感じるほど、猫猫は優しくない。それよりもっと大切なことがあった。

　くくくっ、と腹の奥から笑いが込み上げてくる。身体の内側から湧わき出るなにかに、全身を乗っ取られようとしていた。

「生きていたら、会いたいですね」

　誰に言い聞かせるわけでもなく、口が開いていた。捕つかまえるためじゃない。もっと別の理由で会いたかった。

　数々の事件を事故に見せかけた知識、それをやってのける度ど胸きょう。なにより、自分の命を賭けの代だい償しょうにしてまで、皆を騙だまそうとしたしたたかさ。

　こんな人物がさっさとくたばっては面白くないと思うのは、猫猫だけだろうか。死人が出ているのに、それ以上に湧き出る感情を抑えられない。

（蘇よみがえりの妙薬。作り方を絶対教えてもらう！）

　そんな気持ちでいっぱいだった。そのためか、いつの間にか高笑いを上げていた。

　結果、周りにいた三人の誰もが微妙な面おも持もちで猫猫を見ていたのは言うまでもない。

　ごほん、と猫猫は咳せき払ばらいをすると、医官を見た。

「すみません、足を縫ぬってもらえませんか？　さっき傷口が開いたようなので」

　猫猫は、今更引きずった足を撫でた。包帯には血がにじんでいた。

「それを早く言え！」

　壬氏の叫び声が、死体置き場に響き渡った。










十四話　高ガオ順シュン







　壬ジン氏シは、湯ゆ浴あみを終えゆっくりと酒しゅ杯はいをあおっていた。

　ここのところ頭が痛い案件しか続かない。本当に困ったものだ。先日も、あやうく死にかけたところである。

　あの死体置き場の一件のあと、翠スイ苓レイのことは秘ひ密みつ裡りに終わらせた。そのほうが好都合だからだ。翠苓の棺ひつぎが置いてあった期間中に棺を納品した業者をあたったが、妙なことにその業者はそんな依頼は受けていないという。

　翠苓という官かん女じょについても、曖あい昧まいな点が多い。あの医官が翠苓と親しかったのは、彼女の後こう見けん人にんが医官の師だったかららしい。だが、その師というのも彼女を養女にしたのが数年前だという。才能を見抜き養女にしたらしいが、それ以前のことはよく知らないという報告だ。

　もう少し長なが丁ちょう場ばになるな、と壬氏は思った。別に珍しくない。問題が解決せず、ずっと並行して増え続けるなどよくあることだ。

　こういう場合、忘れない程度に気に留めておくくらいでちょうどいい。今、やれることをやるだけだ。

　ぱちぱちと炭の音が響くと思ったら、外はいつの間にか雪化粧に変わっていた。冷えるわけだ。

　長椅子カウチにかけられた上着を羽織ると、かちゃんかちゃんと音がする。音は玄関から響くようにこの棟むねは設計されている。その音で、大体誰が入ってくるかわかる。

　案の定、眉み間けんのしわが元に戻らない従者がやって来た。

「無事、送り届けました」

「いつも悪いな」

　高ガオ順シュンには、遅くなったときに猫マオ猫マオの見送りを頼んでいる。先日、壬氏をかばい、足を怪我けがした。放っておくと、また傷口が開くようなことをしそうで怖い。

　怪我のこともあるが、もう一つ壬氏には心配ごとがあった。

　あの変人こと、羅ラ漢カンのことだ。

　猫猫の父親というあの男の言は嘘ではないようだが、猫猫の態度を見る限り普通ではなかろう。あの男がなにをしでかすかわからないのは宮中での常識となっているから、念のためだ。

　先日の中ちゅう祀しの際、猫猫が祭壇に乱入できたのもあの男が関わっていたという。猫猫を殴った武官は今頃ねちねちといびられているに違いない。

　ほかの官と違い高順は、壬氏の顔色を読んでか黙って仕事をこなしてくれるから助かる。

　乳離れして間もなくから教育係として付いてきた男だ。一時期、別の仕事をやっていて離れていたこともあるが、最も壬氏のことを理解している一人である。

　この男の妻が自分の乳母うばであったことも考えると、一生頭が上がらない一人に違いない。

「明日は後こう宮きゅうだな」

「はい」

　高順はそう言うと、器を二つと鍋を持ってきた。奇妙な甘さを持つ液体は、毎日飲むことで効力を発揮する。

　鍋の中身を銀食器に二つに分け、まず高順が口にする。本来、猫猫が率そっ先せんしてやりたがる仕事だと思うが彼女では意味がなかった。女では意味がない。高順が眉み間けんのしわを深めながら飲み干して、しばらく待つ。

「問題ないかと。いつもと同じです」

　いつもと同じ、すなわち微妙な味ということだろう。異国より取り寄せた芋いもの粉を溶かしたそれは、ある特殊な作用を持つ。

　壬氏と高順は、これのほか、いくつかの食材を毎日摂取していた。

「わかった」

　壬氏は器を取り、鼻をつまみながら一気に飲み干した。口の端はしに付いた液体を手の甲で拭ぬぐい、水スイ蓮レンが持ってきた湯冷ましを貰う。

　もう五年飲み続けているが、やはり慣れそうにない。

「鼻をつまむのは、人前ではやらないほうがよろしいかと」

「わかっている」

「その所作だけでずいぶん幼く見えますので」

「わかっている」

　壬氏はぶすくれたまま長椅子カウチに座る。

　声こわ色いろ、喋しゃべり方、歩き方、動き、もろもろ。そのすべてに気を付けなくてはいけない。

　壬氏という宦かん官がんは、齢よわい二十四の男だ。

　まっすぐ姿勢を正し、宦官壬氏の顔をしようとするが、それでも薬の味があとを引き、つい顔が緩ゆるんでしまう。また、高順が顔をしかめる。

「嫌なら飲まなくてもよろしいのに」

「一応のけじめだ。宦官としてのな」

　現帝の後宮になり、五年。壬氏が歪いびつな仮面をかぶり続けて五年、いや六年になろうとしている。

　こうして男でなくす薬を飲み続ける。

　下級妃以下は好きなようにしろ、と皇帝の言葉を貰っているにもかかわらず。

　高順が眉み間けんのしわを押さえる。

「そのうち、本当に不能になりますよ」

　高順の言葉に、壬氏が湯冷ましを噴き出した。口を押さえ、恨うらみがましそうに高順を見た。

　たまには、これくらい言わせてもらうと言わんばかりに、高順が見ている。

「おまえだって同じだろ！」

「いえ、先月、孫が生まれたそうです」

　高順の子はもう成人している。今更、子を作る必要もないと言いたいらしい。

「いくつだったか？　おまえ」

「数え三十七ですけど」

　確か、十六で妻を娶めとって翌年から三人続けて子がいる。壬氏とは乳兄弟にあたる。特に末の息子とは接点が多い。

　先日の、海藻による中毒事件のときだ。あのとき猫猫を役人の家へと連れて行った青年、あれは高順の末ばっ子しだ。

「上のどちらの子だ？」

「上の息子のほうです。もう一人の息子もそろそろ嫁を貰ってもいいのですが」

「まだ十九だろ」

「ええ、貴方さまと同じ十九です」

　高順は『壬氏』という名前を使わない。『壬氏』は二十四歳、五年前に宦かん官がんとなった男であり、十九のわけがない。

　なんだか壬氏に対して物言いたげな様子だ。帝みかどと同じくさっさと御手付きを作れとでも言いたいのだろうか。

　壬氏は何食わぬ顔で、足を組み直す。

「早く孫を抱かせてください」

　こんな仕事、早く終わらせろの意だろう。

「努力する」

　高順は水蓮から、温かい茶を差し出されると口にした。

　壬氏はちらちらと恨うらみがましい従者の視線を無視して、湯冷ましを飲み干した。




　壬氏の、定例である四夫人のもとへの訪問は、今回もとどこおりなく終えた。

　新しく入った楼ロウ蘭ラン妃は、特に後こう宮きゅうに不慣れな様子もなく生活しているようだ。

　ある意味無理押しで入ってきた妃ゆえ、なにかと騒動が起きないか心配していたが、玉ギョク葉ヨウ妃も梨リ花ファ妃もいちいち突っかかるほど短たん絡らく的な性格ではない。以前、二人がいざこざを起こしたこともあったが、あれは特別でそれ以後は当たらず障さわらずの関係を築いている。

　里樹リーシュ妃に至っては、あの性格なので自分から喧けん嘩かを売るような真似はできないだろう。もし、侍じ女じょが妃きさきをせっつく真似をしたらわからないが、その点は注意しておこう。

　しかし、新しい妃が、かつて元妃阿アー多ドゥオが住んでいた宮に入ると改めて寂しくなった。

　以前はさっぱりと整えられ、無駄なものがなかった宮は、絢けん爛らんの調度に囲まれた華やかな場所へと変わっていた。

　楼蘭妃の父親は、先の皇帝、いや正しくは先の皇こう太たい后ごうに気に入られた人物であり、かつて後宮女にょ官かんを三千人まで増やした官だ。

　今のところ一番皇帝の覚えがめでたいのは玉葉妃、次いで梨花妃だが、皇帝という立場になると好きな妃のところへ通えばいいというわけじゃない。

　後宮には宮廷内の権力調整パワーバランスを保つ機能もあれば壊す機能もある。

　帝みかどは、楼蘭妃を下手に扱うわけにもいかず、十日に一度は通うようにしているらしい。

　そうなると戦せん々せん恐きょう々きょうとするのは、ほかの妃たちだろう。自分たちへの通いのほうが多いとはいえ、子はできるときはでき、できないときはできないものだ。

　ただ、相性というものがあり、皇帝はさほど楼蘭妃には食指が動かないことが窺うかがえた。

　理由はわからなくもない、と楼蘭妃を見て壬氏も思った。

　薬屋の娘による後宮授業のとき、楼蘭妃は南国の鳥の派手な羽根飾りを付けた不思議な衣装を着ていた。

　楼蘭妃は、あるときは南国の衣装に身を包み、あるときは北方の異民族の服を着る。少年のように胡こ服ふくを着るかと思いきや、腰を締め上げた西方の衣装ドレスを身に着けもする。髪型も化粧も毎度替える。

　ある意味、洒しゃ落れ者ものであり、ある意味、落ち着きがない。元々、整っているが特徴のない顔立ちなので、その反動でこうなったと噂で聞いたがどうなのだろうか。

　皇帝は毎度訪れるたびに、妃が誰なのかわからず混乱するという。なのであまり乗り気になれないと言っていた。

　乗り気でないと言えば里樹妃もだが、それは別の理由だ。帝は父たる先帝の嗜し好こうについて、吐き気を催もよおすほど否定しているため、まだ女おんな童わらわのような妃きさきに手を出すつもりはないらしい。

　皇こう太たい后ごうの腹には、大きな傷あとがある。それは、皇太后がまだ少女だった頃、小さ過ぎる身体で現帝を産んだためだ。産道が狭く、腹を切って赤あか子ごを取り出した。

　母体は助からぬものと思われたが、赤子も産んだ母親も無事であった。異国より戻ってきた医官の術によるものだったらしい。

　その男の施術は素晴らしく、傷あとは残ったものの子宮は無事で、その十数年後、皇太后はもう一人子を産んでいる。先帝の子はあとにも先にも、その二人だけである。

　ただ、以前の出産のこともあってか、その医官は当時妃だった皇太后に付きっ切りになった。同時期に出産の重なった東とう宮ぐう妃はないがしろにされ、結果、残念なことになってしまった。

　壬氏は思わずにいられないだろう。もし、今、現帝の最初の子が生きていれば、と。

　くだらぬ妄もう想そうをしてはいけないと首を振る。

　そして、こう思う。さっさとこしらえてしまえばいいのに。次の東宮を。

　壬氏も高順も同じ気持ちを持っている。

　例の妃教育のあと、皇帝の足の運びはずいぶんと増えた。結果は案外早く出るかもしれない。

　心配そうに玉葉妃の侍女頭である紅ホン娘ニャンがあることを打ち明けた。

　昨日も翡ひ翠すい宮きゅうに皇帝が訪れたらしく、玉葉妃はけだるげにしていた。心配そうに紅娘が世話を焼く。射ぬ干ば玉たまの黒髪が乱れていた。なにかしら苦労の多そうなこの侍女頭と高順は、共感シンパシーを抱いだいているようだ。紅娘は高順に対してまんざらでもないようだが、恐きょう妻さい家かの高順相手なのでそのうち諦あきらめてもらうしかなかろう。

　ちょうどいいと、壬氏はある提案をする。

　玉葉妃は目を輝かせ二つ返事で頷うなずいてくれた。

　紅娘もやれやれといった顔をするが、むしろ歓迎しているようだ。部屋の外で聞き耳を立てている侍女三人娘にその話をする。

　どうやら選択は間違いではないらしい。




　○●○




「後こう宮きゅうですか」

「ああ。おまえの大好きな仕事だ」

　猫猫は銀食器を鏡のように磨き上げていた。曇り一つないのを確認すると、元の棚に戻す。まだ、足が本調子でないため椅子に座る作業は多いが、仕事自体はちゃんと水蓮が用意してくれる。困るくらい侍じ女じょの鑑かがみだ。

　壬氏は蜜み柑かんを食べている。皮くらい自分でむけばよいのに、水蓮に一つずつ丁寧に薄皮を取ってもらい、皿に綺き麗れいに並べてもらっていた。

　まさに坊ちゃまだ。

　初老の侍女は、この宦かん官がんを甘やかす傾向にあるらしい。寒いからと綿わた入いれを着せたり、熱いからと茶をぬるめたり。

　大の大人が恥ずかしい。

「玉葉妃の月の道が途絶えているらしい」

　月の道、すなわち月経のことだ。

（妊娠の可能性ね）

　鈴リン麗リー公主ひめ懐かい妊にん時じに、妃は二度毒殺未遂にあっている。犯人はまだ見つかっていない。

　心中穏やかでないはずだ。

「いつからでしょうか」

「今日からでも行けるか」

「むしろ都合がよいです」

　後宮内は男子禁制、名前も聞きたくないあれと顔を合わせることはないだろう。

　壬氏が気を利かせてくれたのかもしれないし、都合がよいとしたのかもしれない。

　猫猫には、どちらでもよいことだ。

　つとめて冷静に動いていたつもりだが、

「あら、いいことあったの？」

　と、水蓮が話しかけてきたので、浮足立っていたようである。

「いえ、そんなことは」

「ふふ、残念ねえ。鍛えがいがある子が入ってきたと思ったのに」

　にこやかな水蓮の笑顔に恐きょう々きょうとしながら、猫猫はさっさと仕事を片付けることにした。










十五話　後宮ふたたび







（以前は合わないと思っていたが）

　案外そうでもないらしいと猫マオ猫マオは思った。

　猫猫は久しぶりの後宮生活を満喫していた。

　もともと女だらけの場所で育ってきたので、そういう雰囲気が水に合うのかもしれない。

　以前と変わらず、毒見と調合と散策の毎日を過ごしている。足の怪我けがもあり、あんまり出歩くなと言われているが、傷口が開くような激しい運動をしなければ問題なかろうと猫猫は思う。それなら、猫猫の左手に付いた傷のほうがもっとひどい。

　玉ギョク葉ヨウ妃の懐妊についてはまだよくわからない。

　鈴リン麗リー公主ひめの妊娠時も、ひどい悪阻つわりはなかったらしく、味覚変化もほとんどない。月経不順以外これといった確証はない。

　しかし、翡ひ翠すい宮きゅう内では、箝かん口こう令れいが敷かれ、万が一の対策を行っている。

　玉葉妃の妊娠が不都合な相手なら、一番流れやすい時期を狙うに決まっている。毒でも盛られてはたまらない。

　好色おやじこと皇帝には、念のため夜のむつみごとを控えてもらうことにした。

　普通に事ことを行うのであれば問題ないのだが、玉葉妃が先日の妃きさき教育を実践していたら普通の範はん疇ちゅうから外れているので、まあいろいろと問題が起きる可能性が否定できない。

（もうちょっと柔らかめのほうを教えたほうがよかっただろうか）

　いや、しかし、それでは玉葉妃も皇帝も満足しないだろう。結果、里樹リーシュ妃には怯おびえられる羽目になり、梨リ花ファ妃の侍じ女じょたちにはさらに化け物扱いされるようになった。

　この手の話に関しては皇帝に自分から言うのもなんなので、壬ジン氏シを通して伝えてもらった。下げ女じょの口から直接言うのは憚はばかられる。

　できれば、玉葉妃への訪問回数は減らしてもらいたくないが、そこまでは提言できない。皇帝の妃は一人ではないのだからして。

　いきなり夜よ伽とぎの数が減ると、勘ぐる輩やからもいるだろうけど。

　しかし、皇帝は意外にも訪問回数を減らさず、可愛い娘と遊び、玉葉妃とたわいない会話を楽しんでいる。

　阿アー多ドゥオ妃の件でも思ったが、好色おやじとくくるべきではないかもしれない。

　もしくは、皇帝は皇帝なりに考えがあるのだろうか。現帝は、賢帝と言われる方である。もちろん、それは先の皇帝が昏君ばかとのと言われていただけに、よりまともに見えるという点もあるが、愚ぐ帝ていとまでは猫猫も思わない。

（どちらでもいいけど）

　要は税をかけ過ぎない生活を送らせてもらえればうれしい。愚帝は民が無限だと思い、賢帝は民が有限だと知っている。少なくとも、この皇帝は後者だ。

　ただ、少し物寂しそうな顔をたまにするので、妃教育の残りの教材を渡すことにした。時間潰つぶしにくらいなるだろうと。

　予備に何冊か持ってきたのはいいが、残念ながら欲しがる侍女はいなかった。

　どんな教材なのかは言わずもがな。

（二次元で我慢してくれ）

　こっそりと目につくところに置いておいたのだが、気付いてくれたらしい。

　後日、違うものを用意しろと言われたときは、やはり好色おやじのままでいいのだと確信した。




　後宮内では相変わらず慢性的な異性不足と単調な一日の繰り返しが原因と思われる噂話が広がっていた。

　というわけで、現在、厨ちゅう房ぼうで仕事が一段落した侍じ女じょたちが駄だ弁べっている。茶菓子はお茶会のおさがりで、今日は龍ロン鬚ソー糖トンだ。繭まゆのような細い糸の飴あめで口にするとほろりと蕩とろける。茶葉を混ぜているらしく、少し香ばしいにおいがした。

「というわけでありえないわ、あの格好」

　口いっぱいに飴を頬ほお張ばり、もごもごさせながら言うのは、翡ひ翠すい宮三人娘の一人桜イン花ファだった。気の強い彼女は、思ったことをすぐ口にする。

「確かにねえ。でもこの間の衣装はよかったかも。胡こ服ふくって格好よくない？」

　おっとりした口調は貴グイ園エンだ。ふっくらとした頬は、飴を口にして幸せそうに緩ゆるんでいる。

「ああいう服は着る人を選ぶものね。似合わないってことはなかったわね」

　ひょろりとした体型の愛アイ藍ランが言った。こちらは甘いものはつままず、茶だけをすすっている。

　桜花は仲間二人に裏切られたような顔をして、残った猫猫を見た。

　猫猫は面倒だなと思いつつ、「はいはい」と首を縦に振った。しかし、猫猫の愛想はそこで打ち止めだ。

　増ぞう援えんを期待していた桜花はぷうっと頬を膨らませる。

「んー、あんなのより阿アー多ドゥオ妃のほうが格好よかったわよ」

　桜花はぶすくれたまま茶をすすった。

　その様子を見て貴園と愛藍は顔を見合わせてにやにやと笑う。

「あらー、桜イン花ファったら、実は阿多さま派だったの？」

「ち、違うわよ！」

　貴グイ園エンの言葉に桜花が慌あわてる。すかさず、愛アイ藍ランがにやりと笑う。

「別に隠さなくていいわよ。私たちのご主人さまは玉葉さまだけど、そういう気持ちもあっていいと思うわ」

「だから違うってばー」

　猫猫は相変わらず騒がしい三人娘のお喋しゃべりを聞きながら、ふうっと茶を飲み干した。辛からいもののほうが好きな猫猫にとって綿飴の類たぐいは少し甘過ぎた。口直しに塩辛い煎せん餅べいを食べたいと思う。

　桜花たちが話していた内容と言えばこれである。新しく来た楼ロウ蘭ラン妃の話だ。この妃、一風変わったところがあるゆえ、話題になるのに十分らしい。

　なにかと言えば、衣装だ。

　ことあるごとに衣装の雰囲気ががらりと違う。あるときは西方の装飾服ドレスを身に着け、あるときは異民族の騎手のような衣装を身にまとう。

（なんて言うんだろう、これは）

　金が有り余っているのだろうか。それだけ毎度衣装替えを行っていては、宮は衣装棚だらけになってしまう。

　よって、清さやかな佇たたずまいだった柘榴ざくろ宮はすでに面影のないほどに変わり、かつて住んでいた阿多を追いやろうとする勢いだった。

　ある意味正解、ある意味間違い。

　後こう宮きゅうは目立ってなんぼの世界であり、同時に、出る杭くいは打たれる世界でもある。本来出る杭扱いされるはずの楼蘭妃だが、彼女の父は先帝の時代から覚えがめでたい重臣であるがゆえ、杭を打つ槌つちがないというのが現状だ。

（なるほどねえ）

　これならば、阿多が追い出される理由としては十分過ぎる。むしろ、楼蘭妃の年齢を考えれば待ったほうかもしれない。

　ふと猫猫は思った。

　皇帝としても正直、阿多に後宮内にいてもらったほうがなにかと都合がよかったのではないだろうか。

　国母となることがないゆえ、彼女の目はまっすぐ先を見通す。男おのこであればと思うほどの聡明さだ。

　相談役としても心強い阿多がいなくなり、代わりに後宮内のみならず宮廷にすら影響を与えかねない娘が入じゅ内だいするとなると、たとえ殿てん上じょう人びとであろうとも頭が痛い話だろう。

　無む下げにできず、だからと言って仲よくなり過ぎて子ができるのも困る。妃の後ろ盾だてが頼もしいのは、頼りない東宮の時代だけ。帝となり子もできれば途端に用なしになることもあるのだから。

　はてはてどうしたものやら。

　猫猫はそんな妄もう想そうをしながら、急須から茶をついだ。










十六話　紙







　医局に久しぶりに来てみれば、変わらずのん気な宦かん官がんがそこにいた。

「お久しぶりだね、嬢ちゃん。だいぶ暖かくなってきたねえ」

　のん気に茶をつぐのは、やぶ医者だった。ご丁寧に医術書を盆代わりにして持ってくる。やめてくれ、高級品だぞ、その本はと猫マオ猫マオはさっと茶を本ごと奪う。

　医局はやはりやぶ医者しかいなかった。開店休業もいいところだ。よく解雇クビにしないものだ。

「まだまだ寒いですよ」

　猫猫は洗濯籠かごを机の上にのせる。

　まだ、寒さは残る。ふきのとうが顔を出すのをためらう気温だ。暖かくなってきたというのは、やぶ医者がふくよかなためだろう。

　これからの季節、どんどん新しい薬草を摘つまねばならなくなる。その前にしておきたいことがあった。猫猫が医局にやって来た理由は、それである。

　戻ってきてそうそうやることでもないのだが、相手が相手だから仕方ない。

「おや、嬢ちゃん、来て早々なにをするんだい？」

　洗濯籠からなにかを取り出す猫猫に向かってやぶ医者が言った。

「なにをするもなにも」

　猫猫が籠から取り出したのは掃除道具一式と詰め込めるだけ詰め込んできた竹炭だった。

「掃除しましょう。この部屋」

　きらんと目を光らせ、猫猫は言った。困ったことに、二ふた月つきちょっとの水スイ蓮レンのしごきは、猫猫の身体にしみ付いてしまったらしい。翡ひ翠すい宮きゅうでやることがない猫猫は、一番好き勝手にできるだろうこちらへとやって来た。前々から、杜ず撰さん過ぎると思っていただけに、一度火が付くと止まらなくなる。

「えっ？」

　やぶ医者の顔が一気に暗くなったが知ったことではなかった。




　やぶ医者は悪い人間じゃない。むしろ人がいい。

　だがそれと仕事ができる人間かどうかは別な話であると猫猫は思っている。

　やぶ医者が常駐する部屋の奥に、薬の保管庫がある。三方の壁を薬棚で埋め尽くされたそこは、猫猫にとって極楽浄土のような場所だが、常に満足というわけじゃない。

　多くの薬を常備しているが、使うのはやぶ医者だ。定期的に使われず埃ほこりをかぶったものや虫が食ったものも少なくない。

　そして、乾かん物ぶつにとって最大の敵は湿気だ。少し油断すれば、すぐ腐敗してしまう。暖かくなればそれだけ湿気が多くなる。その前に、綺き麗れいにしてやらないとあとの祭りとなろう。

　別に猫猫は掃除が好きというわけじゃない。

　医局に通うのも暇潰つぶしが多いし、ここを手伝う理由もない。

　でも、しなくてはいけない。

　そんな使命感に燃えながら猫猫は叩はたきを振る。完全に水蓮に毒されている気がしないでもないが仕方ない。

「嬢ちゃん、こんなのわざわざやらなくても、掃除くらいほかに頼めば」

　やる気のなさそうなやぶ医者がそんなことを言うものだから、猫猫は思わず普段壬ジン氏シに向けているような目をしてしまった。簡単に言えば、ぼうふらのたまった水たまりでも眺めるような目である。

「ひっ」

　やぶ医者はどじょう髯ひげをぷるぷる震わせた。威い厳げんもなにもない。

（いかんいかん）

　やぶ医者とはいえ、上官だ。一応、表向きは誠意をもって接しないといけない。でなければ、今度来たときに煎せん餅べいを出してもらえないかもしれない。

　後こう宮きゅうの点心おやつは甘いものが多過ぎて塩気が少なくていけない。

「ほかに頼むのはいいですけど、もし、薬をすり替えられた場合はどうしましょうか」

「……」

　やぶ医者が黙る。

　それを言えば、今こうやって猫猫が勝手に出入りして掃除しているのもなんであるが、そこは黙っておく。追い出されるわけにはいかない。

　翠スイ苓レイと親しげにしていた医官は、曼まん荼だ羅ら華けが減っていたことでやはり罰を受けたらしい。しかし、元々優秀なこともあって解雇までに至らず、減給で終わったと高ガオ順シュンが言っていた。猫猫は、埃ほこりを落とすと棚を一つ一つ開けて中を乾から拭ぶきしていく。明らかに悪くなっているものは捨てて、木もっ簡かんに名前を記していく。薬は新しい薬包紙に包み直し、元の位置に戻す。

　激しい動きを必要とするものは、やぶ医者を使う。足はまだ本調子じゃない。やぶ医者は少し太り過ぎなのでよい運動だろう。
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（いい紙使っているよな）

　長期間保存できるような紙は高く、市し井せいに出回っている紙のほとんどが使い捨ての粗そ悪あく品ひんである。一回しか使えない上、保存も利かないため、庶民はもっぱら木簡に記帳メモすることが多い。薪まきならたくさん出回っており、その中に薄く切って火付けしやすいようなものがある。それを使うのだ。使い終わったら、そのまま薪として利用すればいい。

　昔は紙を他国へ輸出することさえあったのだが、先帝、いやその母君である女帝によって、上質な紙の原料となる木を伐ばっ採さいするのが禁止されてしまった。今は多少、緩かん和わされているが、それでも十分な量ではない。

　なぜ女帝は木の伐採を禁止したのか、その当時、それを聞くほど命知らずな役人はいなかったという。

　そして、今も制限されているということで、なにかしら理由があると猫猫は考える。

　ゆえに現在、一部の高級品を除いては、ほかの木材や草や襤褸ぼろ布などを利用して紙を作っている。木ほど量が取れず加工にも手間がかかるため高く、ゆえに作る過程を手抜きした粗悪品によって、市井では高いだけで使えないと紙の評判はよろしくない。

　紙のほうが便利なのだが、普及率が半分に届かないのはそういう理由だ。

「ふう」

「終わりかい？　嬢ちゃん」

　一息ついた猫猫にやぶ医者がうれしそうに声をかけた。

「いえ、残り半分です」

「……」

　種類が膨大なだけに一日で終わらず、猫猫は残りの仕事を翌日に回した。

　持ってきた炭は部屋に置いて湿気取りをさせる。まだ足りないので、やぶ医者に追加の発注を頼む。

　やぶ医者はお疲れのようで肩をとんとん叩きながら、戸棚からごそごそと点心おやつを用意している。陶器製の徳利とっくりから果実水ジュースを器に入れて持ってくる。

「やっぱ疲れたときは甘いものだよね」

　と、竹の匙さじで金きん団とんを切り分けて紙の上にのせ、猫猫に渡す。

（このおっさん、ぼんぼんだよな）

　この季節、甘藷さつまいもは珍しくて手に入らないのに、それを使った金団もそうだが、当たり前のように上質な紙を皿代わりに使ってのせている。

　猫猫は金団をつまむと一口でたいらげて、丸い脂の型が付いた紙を眺める。表面がつるつるとしたとてもいい紙だ。

「いい紙使ってますよね」

「おっ、わかるかい？」

　なんとなく言ったつもりが、やぶ医者がのってきた。

「これはうちの実家で作っているもんなんだよ。宮廷に出しているんだよ、すごいだろ」

「すごいですね」

　ここにこうして置いてある以上そういうことなのだろう。

　それにしても世せ辞じでなくいい紙だと猫猫は思う。おやじの薬屋の薬包紙は、使い切りの粗悪品の中で比較的まともそうなものを毎回選んで買っていた。湿気を防いだり、粉がこぼれないようにするためにも、こういうものが欲しいのだが、いかんせん客層を考えると薬以外のところで経費削減しないといけない。おまんまの食い上げになってしまう。

（知り合い価格で安くしてもらえないだろうか）

　猫猫はそんなちょっとずるいことを考えながら、果実水ジュースを飲む。生ぬるい甘さが喉のどを通る。合わないな、と思って、湯を沸かし、茶を入れることにした。医局は常に火を落とさない仕様なので、そういう点では便利だ。

「村でひとまとめになって紙を作っているんだよ。一時期、廃業を考えた時期もあったけど、なんとかやっていけたからよかったよ」

　やぶ医者は、聞かずともぽつぽつと語り始める。

　昔、紙は作るだけ儲もうけられた。だから、どんどん木を伐ばっ採さいしてはそれを細かく砕くだき、紙作りに専念した。国内で売りさばくより、他国へ売ったほうが儲かるからと、どんどん交易品として輸出した。やぶ医者が子どもの頃は、甘い菓子を好きなだけ買ってもらえるほど裕ゆう福ふくだったという。

　しかし、それがいけなかったのか、女帝の怒りを買い、材料となる木を伐採することができなくなってしまった。仕方なく、違う材料を使って紙を作ったが、これまた物が粗悪品だった。交易商まで怒りだして、それ以来、仕事をくれなくなった。

　それまでの順じゅん風ぷう満まん帆ぱんな日々とは打って変わったそうだ。村長だったやぶ医者の祖父は、どうにかしろ、とひたすら村人たちに責められたという。

　村長は今まで通り紙作りをやっていくのは不可能だと思った。だが、その現実を受け止められるほど周りは大人でなくて、やるせない怒りをひたすら村長とその家族にぶつけてきたそうだ。

　猫猫はとくとくと茶を椀わんに注ぎながら、それを聞く。

「寂しかったのは姉さんが後こう宮きゅうへ行っちゃったことだね」

　紙を作るために適した場所に村を作ったが、それができなくなってはその場所に用はない。移住を決意したが、先立つものが足りなかった。

　その頃、後宮が女にょ官かんを求めていたので、姉が出ていったという。

「笑いながら『国母になってくる』とか言っていたけど、結局、会えないままだったよ」

　新しい土地でも問題なのは、設備をどうするかということだった。先立つものはさらに必要、そして、姉に続き妹までも後宮へ行くと言い出したという。

「仕方ないから、私が行くことにしたけどね」

　後宮が広がれば宦かん官がんも増やさなくてはいけない。女官よりさらになり手の少なかった宦官はより高く売れたという。

（思ったより苦労してんだな）

　猫猫はそんなことを思いつつ、茶を飲み干した。




　掃除とはやればやるほど、汚い部分が見えてくるものである。薬棚の掃除は二日で終わったが、次に気になったのは隣の部屋だった。

　やぶ医者は掃除をまめにやっているようだが、細かい部分には目が届かない。天井の蜘蛛くもの巣を取ったり壁を丁寧に拭ふきあげたりしているうちに三日終わり、その次は道具の整備だ。

　道具の量は思ったよりずっと多かった。あろうことか、やぶ医者はあまり使わない道具をすべて部屋の一つに押し込めていたらしい。

（なんというもったいないことを）

　てっきり隣の部屋はなにも使っていないと思ったら、猫猫にとって宝の山が積み重なっていたわけだ。医術書もたんまりとあり、猫猫はほくほく顔で、やぶ医者はしぶしぶ顔で片付けることになった。

　そんなわけで、唇を尖とがらせたやぶ医者とともに掃除を始めて七日が経たった頃だった。その間、猫猫は玉ギョク葉ヨウ妃の毒見もやっていたが特に変わったことはなかった。

　への字眉で薬や研げんを磨いていたやぶ医者のもとに宦かん官がんがやって来た。なにかと思えば、なにやら文ふみを貰っている。

「おや、これは」

　やぶ医者はこれでさぼれるぞ、と思い、うきうきと手紙を広げる。

「誰からですか？」

　猫猫は明らかに社交辞令ではあるが聞いてみた。

「妹からだよ」

　やぶ医者は、がさがさした紙を見せる。まるで海苔のりのような表面の紙だと猫猫は思った。市し井せいで見る粗悪品のようだ。

（確か紙を作っているって言ってたよな）

　身内なので失敗の粗悪品で十分だと出したのだろうか、と思っていると──。

「!?」

　やぶ医者が驚いた顔で、紙面を食い入るように見ている。

　どうかしたのか、と猫猫が横に立つと、やぶ医者はがっくりと肩を落とした。そしてそのまま椅子に座ると、うなだれて、手紙を卓子テーブルの上に投げた。

『御ご用よう達たしでなくなるかもしれません』

　簡単にそんなことが書かれてあった。

　数日前、猫猫に自慢したばかりだ。実家が宮廷へと紙を出していると。

「どうしてなんだろう。せっかく、もっとたくさん紙を作れるようになるって言っていたのに」

　御用達という名が付くと付かないとでは、今後、売上げが大きく変わっていく。高級紙を使うのは上流階級の人間であり、御用達という言葉に弱いはずだ。

「たくさん作るというと、手間を省はぶいたということですか？」

　猫猫は首を傾かしげながら、ごわついた表面の手紙に触れる。

「そんなことするわけないよ。牛を買ったから、それを作業に使うって息巻いていたのさ。人力でやっていたところを牛がやるとなにか変わるのかい？」

　紙を作る上で力仕事はたくさんある。それが牛に替われば作業が楽になるだろうか。

「でも、これを見る限り、宮中に出せるものができているとは思えませんが」

　猫猫はやぶ医者に届いた手紙をぴらぴらさせる。

　粗悪な紙は、少し濡れただけで破れてしまうだろう。それどころか表面が毛け羽ば立だっていて、筆文字もすこぶる見にくい。

「……」

　やぶ医者が黙り込むところを見ると粗悪品だという認識はあるようだ。

「……どうしたもんだか」

　やぶ医者は机の上に頭をのせた。

　猫猫はこれでは掃除どころじゃないな、と手紙の表面を観察する。

　市し井せいに出回っている粗悪品は、不純物が多く、草の繊維が雑なものが多い。細かく砕くだかずに作っているためだろう、そのせいで糊のりがうまく固まらず、ぼろぼろと崩れるのだ。

　しかしこれを見ると、繊維は均等に砕かれているようだ。厚みもむらがなく丁寧にすいていることがわかる。なのに、表面が毛羽立っており、隅を引っぱると簡単に千ち切ぎれてしまった。

　猫猫は首を傾げながら手紙を読み直す。

　作る工程は昔から変えていない、ちゃんと材料も今まで通りのものを使っていると書かれている。どうすればいいのか、と兄に頼る妹の文だが、残念ながら半分男でなくなった兄上は狼狽うろたえることしかできないようだ。

「昔ながらの工程とはどういう風に作っているんですか？」

　猫猫は薬や研げんを綺き麗れいに拭ふき終えると、棚に戻し、一息つくために薬や缶かんを火にかけた。

「普通の紙作りと一緒だよ。ただ、うちは材料を砕く方法と糊作りにこだわっているから。それは言えないよ」

（こういうのはべらべら話さないんだな）

　猫猫は思いながら、棚から茶ちゃ筒づつを取る。何茶がよいだろうか、とあさっていると奥から葛くずが出てきた。猫猫はそれを取り出して、湯飲みに入れる。薬缶をもう一度火にかけ直し沸騰させる。

「水なんかも、こだわっているんですか？」

「ああ。糊が適度に固まるように、ちゃんと温度を調整するため湧わき水みずを汲みおいているよ。それ以上は秘密だよ」

　やはりやぶ医者だと猫猫は思いながら、湯飲みをもう一つ置いた。熱々の湯を注ぎ、湯が冷える前に匙さじで懸命にかき混ぜると、どろりとした液体になる。

　葛くず湯ゆの出来上がりである。

「糊のりは米のとぎ汁でも煮込んでいるのですか？」

「いや、ちゃんと小麦の粉を溶かしているよ。固まりが悪いからね」

　言って口を押さえるやぶ医者。

　猫猫にとってはとぎ汁だろうが小麦だろうがどちらでもよかった。

　猫猫はできた葛湯をやぶ医者の前に置くと、

「では、牛はどこで飼っていますか？」

　と、言った。

「そんなことまで私にはわからないよ」

　やぶ医者は、なんでまた葛湯と言わんばかりの顔をしながらも、熱々の湯を舐なめはじめた。どろりと粘ねん性せいの強い湯なので、湯飲みに張り付いてうまく飲めないようだ。

「嬢ちゃん、これ、分量間違えているよ。飲めないじゃないか」

　抗議するやぶ医者に、猫猫は匙を渡す。

「すみません。飲みやすくする方法を教えますので、真似していただけますか？」

「どうするんだい？」

　猫猫は持った匙を咥くわえて舐めると、湯飲みに突っ込んでかき回した。それを数回繰り返す。

「なんか行儀悪いなあ」

　やぶ医者は顔をしかめながらも、真似をする。口に入れてはかき混ぜるのを数回繰り返しているうちに変化に気付いたらしい。

「とろみがなくなったねえ」

「そうでしょう」

「水みたいだねえ」

　感心した顔で見ているところに、猫猫は言ってやった。

「葛湯と糊って、よく似ていますよね」

「似てなくもないねえ、よだれを混ぜたら糊もどろどろじゃなくなるのかねえ」

「そういうことです」

　やぶ医者がぽかんと口を開ける。

「そういうことって？」

　察さっしの悪いやぶ医者は、湯飲みをかき混ぜながら首を傾かしげる。

（ここまで教えたのに）

　まだ察してくれないのかな、と猫猫は思いながらもう一つだけ教えてやることにした。

「牛って、口の中にたくさん唾だ液えきをためていますよね」

「そう言えばそうだね」

「どこで水を飲んでいるか確かめてはいかがでしょうか？　念のため」

　もうこれ以上はなにも言わないぞ、と猫猫は湯飲みを片付けると、さっさと翡ひ翠すい宮に帰ることにした。

　やぶ医者はようやく気が付いたらしく、紙になにやら書きつけて、文を出すためにせかせかと医局を出た。

　猫猫は、掃除が終わったらなにをしようかと考えた。

　そして、世の中うまくできているようで、厄やっ介かいごとはそのあとやってくる。










十七話　身み請うけ作戦







「妓ぎ女じょの身み請うけ金っていくらくらいだ？」

　猫マオ猫マオは、後こう宮きゅうと外界をつなぐ部屋の中で待つ李リ白ハクにそう言われ、ぽかんとした。

　わざわざ文でなく呼び出しが来たので、猫猫はあの事件について詳しいことがわかったかと思ったのだが。

（やはり駄だ犬けんだ）

　李白は頭を抱えて、「聞いてくれよ、嬢ちゃん！」とばんばん机を叩いている。

　部屋にある二つの出口には、それぞれ宦かん官がんが見張りについており、二人の動向を眺めているが、面倒臭いと顔に如にょ実じつに表れていた。

　どうやら、先日緑ろく青しょう館かんに行った際、妓女の身請け話を耳にしたらしい。それもどうやら相手は三姫の一人だという。

　三姫の白パイ鈴リンに熱を上げている李白には、聞き捨てならない話だろう。

「ぴんきりがありますけど」

「超一品で」

「……わかりました」

　半はん眼がんで見つめながら猫猫は言った。

　見張りの宦官に頼み、筆と硯すずりを貸してもらう。紙は李白が差し出してくれた。

「とりあえず、相場は時価なのであくまで目安というところで」

　猫猫は筆を走らせて、『二百』と書く。これは農民が一年で稼かせぐ銀の基本だと言っていい。そして、安い妓ぎ女じょなら、身請け金はこの倍もあれば足りるだろう。ふむふむ、と李白が頷うなずく。

「もっともそれは、祝い金などを除いた金額ですけど」

　身請け金は妓女があと何年、妓ぎ楼ろうで稼ぐかという逆算に多少色を付けた金額で、その上、その倍ほど値を付けられる。身請けを盛大に祝って送り出すのが、花はな街まちの慣習だからだ。

「単刀直入に頼む。総額はいくらだ？」

　真剣な顔で見られるが、どうしたものかと猫猫は答えに詰まる。

（難しいよな）

　白鈴は店に出始めた頃から客を取り、ちゃんと稼いでいる。着物や簪かんざしなど妓楼側に借金はなく、本当ならとうに年季が明けているはずだ。それでも、妓楼に残って稼いでいるのは、彼女の性せい癖へきが妓女という仕事に合っているからにほかならない。

　身請けというのが妓女の借金の肩代わりなら、とうにそんなものは残っていない。

（今年でいくつだったかな？）

　肌はつやつやとし、得意の舞踏も年々磨きがかかる白鈴だが、猫猫が生まれる前から妓楼にいる三姫の最年長だ。

　その若々しい姿から、ときに「人の精気をすすって若さを保っている」などと噂されることもある。

　房中術という、男女がにゃんにゃんすることで気を保つ術があるというが、もしかしたらそれを会え得とくしているのではないかと猫猫は思わなくもない。

　年齢としてはとうに価値がなくなっているはずなのに容よう貌ぼうは衰えず、本人のやる気もまだまだである。

　その一方で、やり手婆ばばあとしてはいつまでも三姫ばかりのさばらせているわけにもいかず、最年長の白鈴をそろそろ始末したいところだろう。先日、里帰りをした際にぼやいていた。

　緑ろく青しょう館かんが傾いたときにしっかりした支えとなった、象徴すべき妓女であることは確かだが、それにいつまでも頼っているわけにはいかない。店がしっかりしているときに、うまく新陳代謝させないと、いつの間にか古い垢あかまみれになるだろう。

　猫猫は首の裏を掻かきながら唸うなる。

「もし、白鈴小姐ねえちゃんが身み請うけされるとしたら、二つ候補があります」

　猫猫は記憶を探る。

　もし、身請けされるのなら、古い馴な染じみとなるだろう。緑ろく青しょう館かんでは新規の客はあまり取らない。

　一つは交易商の大おお旦だん那な、気前のよい老人で、緑青館が傾いたときもちゃんと通ってくれた好こう々こう爺やだ。猫猫も小さいときによく飴あめを貰った。

　主に夜よ伽とぎではなく酒を飲み、舞踏を見て楽しむおかたで、何度も白鈴に身請け話を持ちかけてきた。そのたびに強ごう欲よく婆ばばあがうまくはぐらかしていたが今ならその話にも乗るだろう。

　もう一つは、上級役人のお得意である。まだ若く三み十そ路じを少し越えた程度だろうか。なんの役職なのかわからないが、数年前、客の刀の柄えに付いていた玉飾りの色を思い出すと、その時点で今の李白よりも上の位だった。今はもっと出世していることだろう。

　こちらは夜の遊戯のお相手として、白鈴となかなか馬が合うらしく、翌日の白鈴は大変ご機嫌だ。

　ただ気になる点は、つやつやした白鈴に比べ、客人のほうは少し疲れていることが多い。

　身請けしたあとの生活を考えると、どちらも猫猫には不安がある。

　白鈴は舞踏の得意な美しい妓ぎ女じょであるが、同時に夜に負け戦いくさがないことで有名だ。ときに、欲求不満になると、妓ぎ楼ろうの男衆だけでなく、ほかの妓女や禿かむろに食指を伸ばすほど──。

　つまり色欲魔だ。

　やり手婆ばばあが身み請うけ以外に、緑青館の管理を任せようかと考えているのも、そこのところが要点ポイントだ。

　ほかに白鈴が妓楼を出ていくという手もあるが、彼女の性格上それは少ない気がする。

（それが一番平和な気がする）

　表向き引退という形を取りながら、特別な場合は客を取ればいいし、暇なときは自由に恋愛をすればいい。今までよりずっと自由になるぶん、喜んでやるかもしれない。

（ふーむ）

　猫猫はじろりと李白を見る。

　年齢はまだ二十代半ばといったくらいで、しっかりとした体つきだ。武官らしく鍛きたえられた二の腕は実に白鈴好みである。

　それに、以前、緑青館に初めて来たときは、結局、猫猫が帰るまでの丸二日以上、白鈴の部屋に籠こもりきりだったが、やつれた様子はなかった。

「李白さま、お給金はいくら貰っていますか？」

「いきなりなに言い出すんだ？」

　少し慌あわてた様子で李白が言った。

「年に銀八百ほどですか？」

「おいおい、人をそんな値踏みして」

　やや顔を引きつらせる李白。まだ余裕がある顔だ。

「では千二百？」

「……」

　黙ったところを見ると、間をとって年に銀千枚といったところか。年齢にしてはかなり稼かせいでいるほうだろう。

　それでも上級妓女を身請けするなら、銀一万は用意したいところだ。茶飲みだけで百、夜よ伽とぎに至れば三百は取る妓女であるからして。

　李白はその後も二、三度白パイ鈴リンと夜伽に入っている。給金から考えると到底払い切れるものではないが、おそらくそれはやり手婆の差し金だろう。白鈴が欲求不満にならぬよう李白をあてがった可能性が高い。

「足りないか？」

「足りません」

「出世払いは？」

「無理です、即金で一万は欲しいところです」

「い、いちまん!?」

　かたまる李白に猫猫はどうしようかと思った。

　金の工く面めんさえ考えれば、李白は身請け先として悪くない。無駄に体力はあるようなので、白鈴も嫌じゃないと思う。

　嫌じゃないと思うが、それが好きとまでいくかは知らない。

（ふーむ）

　落ち込んだ李白を見ながら猫猫はふうっと息を吐いた。

　それは、李白のほうも同じらしい。なにか不安げな顔で猫猫を見る。

「……仮に一万俺おれが集めてきたとして、それで身請けができると思うか」

「小姐ねえちゃんが李白さまをこっぴどく振る可能性ですか？」

　猫猫がさらりと言うと、李白は目を血走らせてぎりぎりと歯ぎしりをする。

　可能性を言ったまでで断言はしていない。

（仕方ないなあ）

　猫猫は立ち上がると、李白の前に立った。

「李白さま、少し立っていただけますか？」

「……はい」

　落ち込んだ大型犬は、大人しく猫猫の言葉に従った。

「では、そのまま上着を脱いで、両手を肩の位置まで上げて力こぶを作っていただけますか？」

「はい」

　言われた通りにする李白に対して慌あわてるのは見張りの宦かん官がんたちだ。着物を脱ぎだす李白を止める。

「別にやましいことはありません。私は見ているだけなので」

　猫猫がそう言っても宦官たちが納得するわけはない。

　李白が落ち込んだまま椅子の上に正座で座り込む。

「脱いだら振られないか？」

「私が知っているのは、白鈴小姐ねえちゃんの性せい癖へきくらいです」

「……脱ぐ」

　李白が脱ぐ。止めようとする宦官たちに、自分の位を示す玉飾りを見せて黙らせる。

　猫猫は姿勢ポーズをとる李白の周りをぐるぐると回って、あらゆる角度から見る。ときに両手の親指と人差し指で四角形を作り、そこからのぞき込んで見る。

　武官だけに、よく鍛えられた体たい躯くだ。骨格も歪ゆがみはなく、均等に筋肉が付いている。やや右腕が太いのは、右利きだからだろうか。

　白鈴はなければなんでも食べる悪あく食じきだが、それなりに好みというものもある。今、この場に白鈴がいれば舌なめずりをしているだろう。

「それでは、その下もお願いします」

「……下もか？」

「下もです」

　猫猫は真顔で言う。

　李白はしぶしぶ袴はかまの帯に手をかけると、下した帯おび一枚になった。

　それでも猫猫の表情は変わらず、じっと観察する。

　足腰もしっかりしており、李白の毎日の訓練は偏かたよりがないことが窺うかがえる。筋張った太ふと腿ももの筋肉が無駄のない流れで膝ひざの関節につながり、そこからまたふくらはぎに筋肉が盛り上がっている。

（実にいい筋肉）

　妓ぎ楼ろうに来る、酒で膨れ上がった腹とは違う。

　青白い不健康な肌でもない。

（小姐ねえちゃん好みだ）

　これはいけるかな、と猫猫は李白に次々と姿勢ポーズを変えさせて筋肉の流れを見る。

　李白もけっこうお調子者なところがあるらしく、だんだんのりのりで姿勢ポーズをとるようになった。

　最後に一番大切なところを確認するため、

「ではもう一枚脱いで……」

　と言おうとしたとき、がたっと扉が開く音がした。

　のりのりだった李白の顔が蒼そう白はくになる。

　宦かん官がんたちが死刑宣告を受けたような顔になる。

　猫猫はぽかんと口を開ける。

「おまえら、一体なにをやっている」

　顔に青筋を立てた後こう宮きゅう管理官殿とその副官が扉の前に立っていた。

　扉の向こうには、壬ジン氏シ目当てでのぞき込んでいた女にょ官かんたちがあらぬものを見てしまったようで、ばたばたと倒れてしまった。

　とりあえず猫猫は、

「ごきげんよう、壬氏さま」

　と返しておいた。




　世の中不思議なものである。

　猫猫は思う。

　なぜ今、自分は正座をしているのだろう。そして、目の前には壬氏が、冷え冷えとした目で猫猫を見ている。

　先ほどまで同じ部屋にいた李白は半裸のまますごすごと帰っていった。間抜けなことこの上ない。

　ずるいなあと思いつつ、いたらいたでよりややこしかったので、いなくてよかったかもしれないとも考える。

「おまえはなにをしていたのだ？」

　美人は怒ると怖いなあ、と猫猫は思いながら顔を上げる。

　壬氏は威い圧あつするように両腕を組み、仁に王おう立だちしていた。その後ろで、高ガオ順シュンが無む我がの境地に至った僧のような顔をして、手を合わせている。

　二つの入口の前には、宦官二人が疲れた顔をしながらも、ちらちらと麗うるわしの宦官長殿を見ている。

　きっちり閉まった扉の向こうには、きっとわさわさと女にょ官かんたちがでばがめをしていると思われる。出て行くとき、どうしようかな、と猫猫はあとのことを考える。

「なにをしていたと言われましても、相談を受けておりました」

　翡ひ翠すい宮ではちゃんと紅ホン娘ニャンに報告しておいた。洗濯は午前中に済ませたし、今日は茶会の予定はないため、毒見の必要はない。夕ゆう餉げまでに帰ってくれば仕事上問題ないはずだ。

「では、なぜあの男はあんな格好をしていた？」

　ああ、そのことか、と猫猫は思う。

　確かに、見張りがいる前とはいえ、後宮外の男があんなほとんど裸のような格好をしているのは問題過ぎる。

　ちゃんとここはしっかりと誤解を解とかねば、と猫猫は思った。

「やましいことはありません。なにも触れず、ただ、じっくり見ていただけです」

　見ていただけを強調して伝える。指一本触れていない。そこはわかってもらいたい。

　しかし、壬氏の表情は目を見開き、やや仰のけ反ぞった姿勢になる。

　高順の顔が無我の境地から解げ脱だつへと移行している気がする。なぜ、菩ぼ薩さつのような顔で猫猫を見るのだろう。

「じっくり、見ていた、のか？」

「はい、見ていただけです」

「なんのために？」

「なんのためと言われましても、好みの身体か調べるには実物を確認するのが一番でしょう」

　白パイ鈴リンの身み請うけについて云うん々ぬん考えていたが、猫猫としては白鈴の気持ちというのも重視したい。恋多き彼女であるが、より好すいた男の元へ行くのが好ましいと猫猫は思っている。

　いくら猫猫とて、李白が白鈴の好みからかけ離れ過ぎている場合なら、こうして相談を受けたりしないだろう。そこまで他人の世話をするほどお人よしではない。

　猫猫はおやじに引き取られるまで、緑ろく青しょう館かんで育てられていた。そのとき、面倒を見てくれたのは三姫である白鈴、梅メイ梅メイ、女ジョ華カとやり手婆ばばあだ。

　白鈴は出産経験はないが、母乳が出る特別な体質だったため、猫猫はそれを貰って育った。猫猫が生まれた当時、まだ白鈴は禿かむろを卒業したばかりだったが、肉体は十分成熟していたらしい。

　いつも白鈴を『小姐ねえちゃん』と言うが、実際は『[image: ][image: ]かあさん』に近い存在である。ちなみに『大姐ねえさん』でなく『小姐』なのは、梅梅と女華に怒られるからだ。

　身請け先としてあがっているのが古い馴な染じみの二つのうちのどちらかなら、おそらく白鈴の望む生活は得られないだろう。

　だからと言ってあのままやり手婆のようになってしまうのは猫猫としてはどうかと思う。

　妓ぎ女じょだったからという理由で、子を持つのを諦あきらめる女は多い。常に避ひ妊にん薬やくと堕だ胎たい剤ざいに浸つかり、その胎たいに子をなす力がなくなる場合もある。

　猫猫は、白鈴がそうなのか、そうではないのかわからない。ただ、幼き頃、あの腕に抱かれて揺らされながら眠った日を思い出すと、もったいないと思う。

　彼女は色しき欲よくの強い女であるが、それと同じくらい母性を持った女である。

　李白は妓女である白鈴に惚ほれている。彼女が妓女であり、自分以外の客にもそんな奉仕サービスをしていることを十分理解している。

　多少、駄だ犬けんっぽいところはあるが、根は真面目そうだし、女のために出世しようという愛すべき莫ば迦かなところもある。

　こういう性格はけっこう一いち途ずなので、簡単に情が冷めることもないだろう。冷めたとしても、別れる際の手回しは猫猫にもできそうだし。

　なにより体力は絶ぜつ倫りんだ。

　そういう品定めをしている最中に壬氏はやって来たのだ。

　後宮を管理する者としては、後宮にいる女がほいほい外の男と会っているのが気に食わなかったのだろう。変なところで仕事熱心である。

「好みの身体だと!?」

「はい、見た目は人間の一要素に過ぎませんが、好みであるに越したことはないでしょう」

　李白の身体付きはほぼ合格だ。最後に、一番大切な部分を確認して、今後、どう白鈴に訴えかけようか考えていた。

　猫猫は身み請うけ金を銀一万と言ったが、やりかた次第では半分まで落とせる。それは、白鈴が李白をどう思っているのかにもよる。

「見た目は大事か？」

　壬氏がようやく仁に王おう立だちをやめて椅子に座った。まだいらいらは続いており、履くつで床をかつかつ叩いている。

「それ相応に」

　壬氏が言うと、なんだかもやっとくるな、と猫猫は思った。

「おまえがそう言うのは意外だな。それで、あの男の見た目は、どうだったのだ？」

　質問ばっかりだな、と猫猫は思う。しかし、すべて答えなくてはならないのが、下っ端ぱの辛つらいところだ。

「実に均整の取れた肉体でした。基礎の鍛たん錬れんがしっかりしており、上下の筋肉に無駄がありませんでした。毎日、訓練を欠かさない真面目なかただと見受けられ、武官の中でもかなり腕が立つほうではないでしょうか」

　猫猫の発言に、壬氏は目を丸くした。猫猫の口にしたことが意外だったと取れる顔だ。そして、ものすごく不機嫌な顔つきになる。

「おまえは人の身体付きで、どんな人間かわかるのか？」

「おおよそ。生活習慣は身体に如にょ実じつに表れますゆえ」

　自分のことを語らぬ客に薬を渡す際、それを見極めるのは大切なことだ。薬屋をやっているうちに、嫌でも会え得とくできるようになる。

「私の身体を見ても、同じようにわかるか？」

「……はっ？」

　猫猫は思わず間抜けな声を上げてしまった。

　壬氏の顔を見ると、少し不ふ貞て腐くされている気がしないでもない。

（もしかして）

　この男は、李白に嫉しっ妬としているのではないかと思った。

　先ほど、さらに不機嫌な表情に変わったのもそれが理由だろう。猫猫が、手放しに李白の肉体美を誉ほめてしまったからだ。

（なんという男だ）

　猫猫はため息をつきたくなった。

（自分のほうが綺き麗れいだと誇こ示じしたいなんて）

　壬氏の顔は美しい。それはもう、女であれば国をどんどん転てん覆ぷくさせるだけの美び貌ぼうだし、男であっても不可能でない気がする。

　十分過ぎてお釣つりが足りないくらいの美しい顔かんばせを持ちながら、今度は身体まで自慢しようというのか。

（別にしてもいい、してもいいよ）

　ちらりと見たことがある壬氏の身体は意外なほど引き締まっていた。まじまじと見ないまでも、美しい身体付きをしていることはわかる。

　でも、それを見たところでなにになろうか。李白よりも整った肉体であれば、こちらを白鈴にすすめろとでも言いたいのか。いや、白鈴の話は、壬氏にしただろうか、などと考える。

　壬氏は卓子テーブルに肘ひじをつき、やや唇を尖とがらせたまま、じっと猫猫を見ている。

　その後ろでは、見張りの宦かん官がんがびくびくしながらも壬氏の怒り顔にうっとりしていた。

　高ガオ順シュンは、涅ね槃はん図のような穏やかな様よう相そうで猫猫を見ている。

　壬氏には悪いが、ここははっきり言っておこう。白鈴が身体の要素で一番大切に考えている部分は、壬氏にはないのだから。

　いくら、ほかの部分が優すぐれていても、それがなければ意味がないのだから。

「壬氏さまの身体を見たところで、なんの意味もありません」

　恐る恐る猫猫は言った。

　一気に凍こおりつく周りの空気。

　高順は涅槃図から一転、蜘蛛くもの糸が切れた罪人のような顔をしている。

「残念ながら壬氏さまは、私の小姐あねとは合わないと思いますので」

「はっ？」

　間抜けな声が、壬氏の口から聞こえた。

　高順は、壁に頭を押し付けていた。




　〇●〇




　なにがどうなっているんだ、と李リ白ハクは思った。

　先日、ちいっとばかしぽかをやって睨にらまれていた宦かん官がんが今現在、目の前にいる。しかも、ずいぶん麗うるわしい笑顔を浮かべている。

　確か名前は壬ジン氏シという宦官だったはずだ。おそらく李白よりも齢は若いのに、皇帝の懐ふところに入り込んでいる。その美貌もあり、皇帝の御手付きとの噂も立っているが、仕事は真面目でそつがない。

　周りが男女問わず見み惚とれるのが多少問題だが、それ以外は特に気にするところもないと李白は思っていた。李白はその点正道ノーマルで、いくら綺き麗れいでも男に食しょく指しが動くことはない。

　しかしながら、いきなりやって来てまじまじと見られては、なんとも対応に困ると言わざるをえない。

　周りに誰もいなくてよかったと李白は思う。場所は、上官のいる棟むねだ。この付近はやたら人が少ない。そうだ、ここには変人軍師がいるため、誰もが必要最低限の接触しかしようとしないのだ。

　最近、よく変人軍師がよそでうろうろしているという話を聞いていたが、こんなところにいるのを見る限り、仕事上付き合わされているのはこの宦官だろうと李白は考える。

　李白も面倒ごとに巻き込まれないようにと、書類を提出してさっさと出て行こうと思っていたのだが、ちょうど羅ラ漢カンの執務室から出てきたこの宦官と出くわしてしまった。

　そして、この笑顔なのだから不思議だ。

　さて、不思議と言えば。

　壬氏とかいう宦官の後ろに控えている副官、以前、娼しょう館かんの口くち利ききをしてほしいと言っていた官だ。確か、李白の上官の古い知り合いだという。

　そばかすの女にょ官かんこと猫猫のことを知っている様子だと思ったら、こういうつながりかと少し納得した。

「少し付き合ってもらえるかな？」

　そう言われて断れる立場でもないのが、李白だ。相手は年下とはいえ、李白よりも尊とおとき色の玉を腰に下げている。逆らうには、あと何回出世しなくてはいけないだろう。

「御ぎょ意い」

　短く応えて、李白は宦官たちのあとに付いていった。




　場所は宮廷の中庭で、上官たちが夏場よく夕涼みをする場所だった。今の季節は、涼もうにも寒いくらいなので、特にこの時間帯は誰もいない。風流な趣味とは無縁の李白は、特に訪れることのない場所だった。

　夏ならば、安あ知じ佐さ井いという植物が手て毬まりのような大きな花をつける。東にある島国より渡ってきた珍しい花で、日によって赤や青に色を変えるという。変人軍師がわざわざこちらに植えたらしい。どことなく花の形が紫丁香花ライラックに似ているが、今はただの背の低い木に過ぎない。

　好き放題し過ぎではないかと思うが、話によると将軍もあの片眼鏡モノクルの変人に頭が上がらないと聞くので仕方なかろう。

　壬氏は東あずま屋やの椅子に座ると、座れと手を出した。

　そう言われたら座るしかなく、向かい合う形で座った。

　組んだ手の上に顎あごを置き、輝かんばかりの笑顔を見せつける。後ろにいる副官はそれを慣れた様子で見ているが、どうにも李白には合わないようだ。ふざけた話、顔を背そむけたくなるくらい眩まぶしい。

　女であれば国を傾ける、などというがあながち嘘ではないと李白は思う。だが、こいつは男だ。たとえ、大事なあれはすでにないとしても男である。

　天てん女にょのような顔と絹糸のような髪にだまされそうになるが、上うわ背ぜいがあり肩幅もがっしりしている。武官のような体型の副官の隣にいても貧弱に見えない。

　もしその柔にゅう和わな笑みにだまされて押し倒そうとでもすれば、手痛い目にあうだろう。優雅に見える動きはそれだけ無駄がないことを示す。

　李白は後ろを付いていきながら、宦かん官がんのことをそう思った。そして、どこかで見覚えがあるような気がしたが、なんとも思い出せなかった。

　以前から、ちらりと顔を見ることはあっても、まじまじ見ることはなかったはずなのに、なぜか引っかかった。

　そんなおかたがなんの用だろうか。

「うちの侍じ女じょから聞いたが、君は今、意中の相手がいるようだね」

『君』という呼称から胡う散さん臭くさいと思うのは李白の考え過ぎだろうか。

　うちの『侍女』というのが誰かと一瞬考えたが、話の流れを考えるとあの痩やせっぽちのそばかす娘しかいないだろう。

　そう言えば、外がい廷ていで働いている時期があったが、まさかこの宦官の下で働いているとは。李白は思わず顎を撫でる。

　あの娘を雇うとは物好きがいるものだと思ったが、その物好きがこの美び貌ぼうの宦官だと誰が考えようか。

　しかし、あのときの状況が状況なだけにいくらか説明が必要だとはいえ、人の身み請うけ話のことを話したのか、と李白は思わなくもない。そのためだろうか、この宦官がやたら笑いかけてくるのは。

　この若さで、国一番と言われる美貌を持ち、覚えめでたき地位についていれば、遊女の身請けなど笑い話に過ぎないだろう。

　自分を虚こ仮けにするのはいい。だが、自分の思い人である白パイ鈴リンを莫ば迦かにするのであれば、李白も考えるところがある。

　白鈴はいい女だ。妓ぎ女じょとしてだけでなく、ただの女としても。

　閨ねやで笑う顔を思い出す。衣を指先でつまみ、舞う姿を思い出す。茶を入れ、ささいなことに気き遣づかう姿を思い出す。

　そんなもの妓女の仕事として当たり前と言われたらそれまでだ。

　だが、それでもいいと李白は思う。

　本物でも偽物でもどちらでもいい。

　自分が信じてしまえば、そのどちらでも関係がない。

　遊女や博打ばくちに狂う同僚を何人か見てきたが、きっと周りから見たら自分もその一人なのだろう。李白に対して白鈴を悪女だと言う奴らもきっと李白のことを考えてのことだろう。

　ありがたく思いつつ、お節せっ介かいとも思う。

　李白は自分の意思で緑ろく青しょう館かんに通っている。白鈴に会えることもなく、玄関先で禿かむろに茶だけをもてなされて終わることもたびたびだ。

　それでもいい。

　高たか嶺ねの花であることも、白鈴の仕事だ。

　茶を飲むだけでひと月の銀を取ろうと、それが強ごう欲よくだと誰が言おう。

　自分という個をすべて妓女として使い果たし、商品として生きる彼女らに対して高いと言うほうが本当の価値がわかっちゃいない。

　もし、目の前の宦かん官がんが、白鈴を侮ぶ辱じょくするような言葉を吐こうものなら、李白は手を出す覚悟でいる。

　そうなれば、自分の首も飛びかねない。

　それでもいいと李白は思う。

　思ったことは曲げない、そんな猪ちょ突とつ猛もう進しんな生き方が自分に合っている。周りが自分のことを妓女に狂った愚か者と罵ののしろうが関係ない。

　一応、抑制する努力はすると、震える右手を左手で押さえながら李白は壬氏を見た。

「それがどうしたのですか？」

　あんたには関係ないはずだ、と余計な言葉を付け加えないように気を付ける。

　壬氏は、不機嫌な李白の態度に対しても気にした様子もなく、天上の笑みを浮かべたままだ。

　そして、その唇は驚くべき言葉を発した。

「身み請うけ金を私が肩代わりすると言ったらどうする？」

「!?」

　李白は驚き、思わず立ち上がって、卓子テーブルを叩いてしまった。御み影かげ石いしを削って作った卓子テーブルなので、手のひらにじんわりと響いてくる。

　震えが全身に行き渡ったところで、ようやく李白は声を出すことができた。

「それはどういう意味ですか？」

「そのままの意味だよ。身請け金はいくらあれば足りるのか？　二万もあれば十分か？」

　二万と当たり前のように口を出されて、李白はごくりと唾つばを飲んだ。ほいほい出せる金額ではない。ましてや、よくわからぬ官を相手にいきなり言うものだろうか。

　すでに猫猫から身請け金の額を聞いているのか、それとも、この男にとってそれは、はした金がねに過ぎないということか。李白は頭を抱える。

　同時に、二万と提示した以上、その半分なら簡単に出してくれるのだろうかと思わなくもなかったが、李白はそれ以上、甘い考えはやめることにした。

「お言葉はうれしいのですが、見ず知らずの官に対していきなりそんなことを言ってもよろしいのですか？」

　甘い言葉には罠わながある。そんな子どもでもわかる常識を見失うほど李白は莫ば迦かじゃない。

　一度椅子の上に座り、相手の目を見る。膨ぼう大だいな金額を提示した主は、顔色に変わりなく、後ろにいる副官はやれやれという顔をしている。

「うちの猫は、かなり警けい戒かい心が強いのだよ。それが、君に対しては相談を受け、なおかつ姉に等しい人間の伴はん侶りょとしてどうかなどと考えている」

　猫というのは、そのまま猫猫のことだろう。確かに、猫と言われたら猫のようである。警戒心の強い野良猫だが、餌えさを貰うときはなんとなく近づいて、それで貰うだけ貰ったらさっさと逃げていきそうな。

　飼うとすれば、李白には合わない生き物だ。もっと従順な、一緒に狩りでもしてくれる犬のほうがまだいい。

　でもその言い方だと、あんな態度でも猫猫はそれなりに李白のことを信頼しているということだろうか。確かに、面倒臭そうに頬ほお杖づえをつきながら冷めた目で話を聞いていたが、李白の質問には答えてくれた。

　結果、こうやって宦かん官がんと話をする羽目になったが。

「つまり用心深い猫が懐なつくのなら、それだけで信用できるとでも」

　李白の言葉に壬氏がぴくりと反応する。

　なにかまずいことを言ったかな、と李白は思ったが、壬氏はまた元の柔にゅう和わな笑みに戻ったので気のせいということにした。

「君の話をいくつか周りから聞かせてもらった。地方官の子とはいえ、都で武官になるというのは苦労したのではないか」

「相応に」

　どこにでも派は閥ばつというものは存在する。親は役人とはいえ、地方の文官だ。それなりに風当たりも強く、まともに評価されないこともしばしばだった。

「聞けば、目め利ききの軍師殿に見いだされて、隊を任されたと聞くが」

「……はい」

　どこまでこの男は、自分のことを調べているというのだ。表向きは小隊長が武官をやめたことによる繰り上げのはずなのに。

「有望な官と仲よくなっておきたいというのは、誰もが思うことだろう」

　とはいえ、銀二万とは大おお盤ばん振ぶる舞まい過ぎる。

　李白に必要なのはその半分、いや、自分の伝つ手てやたくわえを考えると、そのまた半分でいい。

　四分の一、銀五千ならこの男はほいと差し出してくれるだろうか。

　喉のどから手が出るほどの提案だが、李白は首を振った。

　真面目な顔で李白は壬氏の顔を見る。

「自分のことを買ってくれているのは正直うれしいですし、申し出にも喉から手が出てしまいそうになります。ただ、ここで銀を受け取るわけにはいきません。貴方あなたにとっては、妓ぎ女じょの一人かもしれないが、私にとってはたった一人の女なのです。妻として迎えたい女を自分で稼かせいだ金で請うけずして、それで男と言えましょうか」

　慣れぬ言葉づかいに疲れながらも、李白は宦かん官がんに伝える。

　壬氏が不機嫌にならないものかと李白は思ったが、天てん女にょの顔は変わらぬままだ。いや、先ほどよりいくらかさらに柔らかいものになっている。

　微び笑しょうが笑いに変わっていた。

「なるほど、それは失礼した」

　宦官は、優雅な動きで立ち上がるとさらりと髪に指を滑すべらせた。

　一枚の美人絵のような立ち姿の主は、満足そうな顔をしていた。

「今後、話をしたいことがあるかもしれないが、よろしいかな」

「御ぎょ意い」

　李白も立ち上がり、手のひらに拳こぶしを付けて礼をする。

　美しい宦官は、軽く頷うなずいて返すと、副官を連れそのまま帰っていった。

　李白は呆ぼう然ぜんとしながら、優雅な後ろ姿が見えなくなるのを待った。

　そして──。

「なんだったんだ、一体？」

　わけがわからんと頭を掻かきむしった。まだ禿はげている火傷やけど部分に触れて、ちょっとだけ落ち込んだ。

　椅子に座り、

「どうすっかねー」

　と、つぶやく。

　とりあえず次の修練のとき、上官の前でちっとばかしいいところを見せてやるか。それとも、仕事を増やしてもらうか。

　いや、それよりも。

　いつ会えるかもわからない女に文ふみを送ろう。ただ、一方的に迎えにいくのではなく、彼女の意思を聞こう。

　それが社交辞令でもいい、それを信じて日々の糧かてにするのだ。

「うっし」

　李白は袖そでに手を突っ込むと小走りで中庭をあとにした。

　文を結ぶ枝はなにがよいか考えながら。




　〇●〇




「猫猫、文が来ていたわよ」

　貴グイ園エンが猫猫に重ねられた木もっ簡かんを差し出した。猫猫が束ねていた紐ひもをほどくと、そこには流りゅう麗れいな文字がつらつらと書き連ねられている。

　数日前、猫猫が緑ろく青しょう館かんに送った文の返事だった。

『おばばはなんとか言っているけど、私はまだまだ現役よ』

　豊満な肉付きの小姐ねえちゃんが胸を張って言う姿が目に浮かぶ。

　差出人は白パイ鈴リンだった。

『それに、いつかどこかの公子さまが迎えに来るのを待っているもの』

　公子と書いて『おうじ』と読む。遠い異国には、白馬に乗った『おうじ』というものがいて、囚とらわれの娘を救い出しに来てくれるそうだ。

　白鈴は女だ。女らしく、夢見がちなことも言う。

　娘と言うにはとうに遅く、すでに指の数では足りぬほど殿方と関係していても、夢を見ることを諦あきらめない。

　そんなしたたかさが彼女の若さを保っている理由の一つかもしれない。

（なんとなくそんな感じはしたけどね）

　彼女に気に入られさえすれば、身み請うけ金は銀一万も必要ないだろう。ただ、彼女の好む『おうじさま』を演じてしまえばいい。そのために必要なのは絶ぜつ倫りんの体力と筋肉と、普通の男にあって宦かん官がんにないものだ。

　それに多少の演技力と祝い金さえ用意すればいいだろう。

　身請け金はともかく、祝い金まで値切ろうものなら周りは黙っちゃいないだろう。

　やり手婆ばばあも、

「引退するならするでそれでもよし。ただ、祝いだけは盛大にやるからね」

　と言っている。普段はけちな婆もそこのところは大盤振舞だ。

　花はな街まちの大輪の花として咲いていた白鈴だ、舞台から去るときもそれ相応に盛大なものにしたい。

　それが妓女として生きた矜持プライドだ。

　なので、婆も白鈴が本当に好すいた男なら、吹っかけた金を取ることはない。ただ、必要経費として、祝い金を五千は取るだろうが。

　そのくらい稼かせぐだけの男でなければ、白鈴にふさわしくないだろうし、けちるなんてことをすればもってのほかだ。

（一万は無理でも五千くらいなら）

　これから李白が順調に出世していけば、それくらい数年でなんとかなるだろう。

　あとは運次第だ。

　白鈴がやり手婆の考えに洗せん脳のうされてしまえば終わり。その前に李白が白鈴を落として金を集めればよい。

　猫猫がなにかするほどでもないことである。

　ただ一つ、注意すべきことがあるとすれば。

（まさか借金とかしないだろうな）

　誰かに金を借りて集めたところで、やり手婆は調べ上げるだろう。そうなるとおしまいだ。借金のある男に白鈴をやれるかと、全力で潰つぶしにかかるだろう。

　そんな真似はしないと猫猫は思っているけれど、それは断言できない話だ。

　そう考えていると、文ふみの最後にとても気になることが書かれてあった。

『あの人が来て、身請けの話をしていたから、それで禿かむろが勘違いしたのだと思う』

　白鈴が珍しく遠回しな記述をしていた。

（あの人ねえ）

　誰のことを示しているのか、猫猫にはわかった。

　猫猫は読み終えた木もっ簡かんを紐ひもで結んで部屋の机の上に置いた。

　廊下に出ると、数日ぶりに壬氏たちが翡ひ翠すい宮を訪れていた。

　先日、別れる際にはどうにも不機嫌だった壬氏だが、今日はどことなくご機嫌のように見えた。

　どうしたものかと思いながら、猫猫は茶を入れる準備をしに、厨ちゅう房ぼうへと向かった。










十八話　青薔そう薇び







　寒さも薄れていき、春の芽吹きを感じる頃である。布ふ団とんを干しながら猫マオ猫マオは心地よい太陽の光の誘惑に負けそうになっていたが、いかんいかんと首を振って仕事に励む。

　やはり、充実した毎日だと日が経たつのも早い。壬ジン氏シの棟むねにいた二ふた月つき間は、無駄に長かった気がするのに。

　外がい廷ていにある医局の薬棚に未練は残るが、それは今後、やぶ医者を使って後こう宮きゅう医局の改造を行えば問題なかろう。

　書庫については、高ガオ順シュンに頼めば、なにかしら見み繕つくろってきてくれる。

　これでいつでも後宮の外に出られるのであれば、なおのことよかったが、それは贅ぜい沢たくな話である。後宮にいる以上、ほいほい外に出るような真似はできない。

　玉ギョク葉ヨウ妃の妊娠はより確信を持ったものになった。

　血の道は止まったままで、けだるさが続いている。体温もわずかに高いようであり、排せつの回数も増えたようだ。

　鈴リン麗リー公主ひめが、なぜか玉葉妃のお腹に顔を当ててはにっこり笑うさまを見ると、もしかしてなにかがいると気付いているのかもしれない。

（わかるのか？）

　ばいばいと玉葉妃のお腹に手を振って紅ホン娘ニャンとともにお昼寝部屋へと移動する。

　子どもとは不思議である。




　よたよたと歩き回るようになった公主ひめは、皇帝から賜たまわった赤い履くつをはき、侍じ女じょたちを手間取らせるようになっていた。表情も豊かになり、柔らかい饅まん頭じゅうをあげるとにこりと笑って返す。女としての本能というのだろうか、翡ひ翠すい宮きゅうの女にょ官かんたちは子もいないのに公主ひめを愛おしそうに育はぐくんでいる。

　たまに紅娘が「私もそろそろ」とかなんとか言っているが、猫猫も含めほかの侍女たちはどう反応すればいいかわからない。焦っているように見えるが、責任感の強い侍女頭がしらが結婚退職なんて真似ができるわけもないだろう。たとえ、そんな縁談が持ち込まれたとしても皆、紅娘を無理やり引き止めることだろう。

　彼女がいるからこそ、翡翠宮はこれだけの人数で成り立っているのである。

　有能過ぎるのも困りものだ。

　猫猫は、特に用事のないときは公主ひめの相手をするようになった。足の怪我けががあったためもある。ほかの働き者の侍女たちが面倒を見るより、毒見以外ろくに働いていない者が面倒を見るほうが効率がよいからだ。

　今日も猫猫は、鈴リン麗リー公主ひめと遊んでいた。積つみ木きを組み立てては壊して遊ぶ公主ひめ。積木は、わざわざ軽い木材を使用して作らせたものである。

　絵の付いた書にも興味があるようだったので、猫猫は高順から借りてきてもらった書の絵を描きうつし、下にその名前を書いて見せてやった。まだ数え二歳だが、慣れさせることでより早く覚えると聞いたことがあるので、やってみたのだが紅娘に取り上げられてしまった。

「普通の花を描きなさい」

　と、庭の花を指さされた。

　どうやら、いくら綺き麗れいだからといって毒茸きのこの類たぐいはいけなかったらしい。

　そんなふうに毎日を過ごしていた。

　そんなとき、久しぶりに現れた見み目め麗うるわしき宦かん官がんは、厄やっ介かいごとを手土産に持っていた。




「青い薔そう薇びですか」

　猫猫は、少しやつれた顔の宦官を見て言った。

「ああ、皆が興味を持ってね」

　困った顔で頷うなずく壬ジン氏シ。こういう表情を女にょ官かんたちは憂うれい顔も麗しいと言って声を上げるのだ。そして、今現在、扉の隙間から三対の目がのぞいているが気にしないでおこう。それでもって、目を逆三角形にした紅娘が器用に右手に二人、左手に一人の耳を持って引っ張っていったが、これまた気にしない。

　高順がそれを「鮮やかな手つきだ」と感心していたことは黙っておこう。

　話を戻すとして。

「今度、その花を愛めでようということになって」

　なぜかそれを探す側になったという。

（また面倒臭いことを）

「私に探せと」

「なにか知らないか？」

「私は薬屋ですが」

「なんとなくできそうだと思って」

　なんとも情けないことを言う壬氏。

「それは言えてるわね」

　ゆったりと長椅子カウチに座っていた玉葉妃も尻馬に乗る。隣では、公主ひめがちびちびと果実水ジュースを飲んでいた。

　どこのだれか知らないが、玉葉妃の侍女ならなにか知っているのではと、言っていたらしい。

　なるほど、だから壬氏にお鉢が回ってきたわけだ。

（まさかやぶ医者じゃないだろうな？）

　ありえなくもない。

　あの気のいいおっさんは、他人を過大評価するきらいがある。面倒なことこの上ない。

　薔そう薇びの知識がまったくないというわけではない。花か弁べんから得られる精油オイルは美肌効果があるとして妓ぎ女じょたちが取り寄せていた。香の強い野ばらの花びらを煮詰めて蒸留し、小こ遣づかい稼ぎに作ったこともある。

「昔、廷内で咲いていたらしい」

　壬氏は腕を組みながら言った。

　部屋の入口から、三人娘の折せっ檻かんを終えた紅ホン娘ニャンが新しい茶を用意して入ってくる。

「幻覚でしょう」

（あー、ふくらはぎが痒かゆい）

　傷口は治りかけが痒い。猫猫は卓子テーブルで足元が隠れているのをいいことにつま先で掻かく。足を掻いたら、なんだかほかの箇所も痒くなってきた。

「言い出したのは一人だが、聞けば複数の証言が出た」

　壬氏がなんとも言えない表情で言った。

「阿あ片へんは流行っていませんか？」

「んなもの回ってたら国が亡びるわ！」

　思わず喋しゃべり方が変わり、玉葉妃と紅娘が目を丸くして顔を見合わせる。高順が眉み間けんにしわを寄せ、こほんと咳せき払ばらいをする。

　壬氏は、一瞬むっとした表情になったが次の瞬間天てん女にょの笑えみを浮かべた。それに訴えかけるような憂うれいを乗せて猫猫を見る。

　やはり、このきらきらしい顔が猫猫は苦手である。

　あらあらと玉葉妃が面白そうに眺めている。こちらとしては面白くない。

「無理なのか？」

（身を乗り出してくるな）

　これ以上近づいてくるのも鬱うっ陶とうしい。

　ため息が出る。

「どのようにすればよろしいのですか？」

「来月の園えん遊ゆう会かいに欲しい」

　春の園遊会である。

　もう前の園遊会からそんなに経たっているのか。

　猫猫がしみじみ感慨にふけっていると、あることに気が付いた。

（ん？　来月？）

「壬氏さま、知っていますか？」

「なにがだ？」

　壬氏は首を傾かしげる。

　やはり、わかっていない。

　青い薔そう薇びがあるわけない、色が云うん々ぬん以前の問題である。

「薔薇が咲くのは、少なくとも二ふた月つき以上先ですけど」

「……」

　無言が知らなかったことを示していた。

（やっぱり）

　なにやら、嫌な感じがする。

　困らせるために無理難題を押し付けるような。

「なんとか、断っておく」

「一つ聞いていいですか？」

　肩を落とした壬氏がこちらを見る。

「もしかして、とある軍師から持ちかけられた話ではありませんか？」

　この流れから考えるとそうなのかもしれない。

（どうりでさっきから痒かゆいと思ったら）

　なんとなくそんな雰囲気を察していたのだろう。猫猫の身体が名前も聞きたくないあの男に対して拒絶反応を見せていたらしい。

「ああ。らか……」

　慌あわてて口を押さえる壬氏。

　玉ギョク葉ヨウ妃ひと紅ホン娘ニャンが、不思議そうに首を傾げる。

　言うまでもなく、あの男のことだった。

（仕方ない）

　そうなれば、自分にも責任がある。

「できるかわかりませんが、やるだけやってみます」

「いいのか」

「はい。その点で、いくつか必要なものと場所があるのですが」

　逃げているだけも腹立たしい。

　どうせなら、にやけた片眼鏡モノクルをかち割ってやりたくなった。




　○●○




　春の園えん遊ゆう会かいは、春牡ぼ丹たんの中行われる。

　例年ならば、もう少し早く行われるのだが、毎度寒さに敵かなわぬ者が続出するためこのようになった。もっと早くそうすればいいものの慣例を変えることは難しい。

　庭園には、赤い毛もう氈せんが敷かれ、長机と椅子が並べられている。

　楽団が今か今かと、楽器の手入れを行っている。

　慌あわただしく女たちが、用意に不備はないのか確認し、若い武官たちがまだ薄い髯ひげを撫でながらそれを楽しそうに見ていた。

　背後の目隠しに幕が引かれ、裏で誰かが騒いでいた。

　げっそりと痩やせた小柄な娘が、大きな花瓶を抱えている。

　そこに活けられたるは、季節にはまだ早い、色とりどりの薔そう薇びだった。

「本当にできたのか」

　壬氏は、まだつぼみの開き切らぬ花を眺める。色は、赤、黄、白、桃、青、それどころか黒や紫、緑色まで活けてある。青い薔薇を作ると言っていたが、まさかこんな華やかになるとは誰が思うだろうか。

　一体どういうことだ、と壬氏は目をしぱしぱさせる。

「やはり、難しいですね。開花には至りませんでした」

　心底、残念そうに猫猫は言った。

　これは、壬氏に対するすまなさというより、自分の思い通りにできないふがいなさが立った言葉であろう。そういう性格の娘だと壬氏はわかっている、わかっているがなんだか腹立たしい。

　実に腹立たしい。

「いや、十分だ」

　壬氏は薔薇を一本取った。茎から滴しずくがぽたりと落ちる。

「ん？」

　壬氏はなにか違和感を持ったが、今はどうでもいいかと薔薇を花瓶へと戻す。

　それにしても青い薔薇と言ったのに、ずいぶんと賑にぎやかに盛ったものだ。

　壬氏は、過労で倒れそうな娘を翡ひ翠すい宮きゅうの侍女たちに任せて、花瓶を宴席の上かみ座ざに飾る。

　つぼみのままの花々は、絢けん爛らんたる牡丹の花から注目を奪うには十分だったらしい。

　遠巻きに皆、驚いている。

　できるわけないだろうと鼻で笑っていた高官たちがざわざわと騒ぎだした。

　壬氏は帝みかどの覚えがめでたい宦かん官がんだ。その容よう姿しは自分で言うのもなんであるが、大抵の者は息をのむことをわかっている。それでも、敵がいないわけではない。

　宦官の若造ごときがでしゃばっているさまを好むほど、無欲な官ばかりではない。

　壬氏は天てん女にょの微笑みを絶やさぬまま、艶やかに笑いながら、背筋を伸ばし、檀上へと向かう。美び髯ぜんをたくわえた帝が美しき妃たちに囲まれる座をめざす。

　壬氏に集まる視線はいろんな思し惑わくを秘めている。色情ならまだよい、いくらでも利用法がある。嫉しっ妬と、それもまたよい、扱いやすい。どんな感情であれ、なにを思っているのかわかればいくらでも対処できる。

　一番困るのは──。

　壬氏は帝の左側に控える官を見る。ふっくらとした頬ほお、なにを考えているのかわからない目。

　苦手だと言えばそうかもしれない。

　この男にとって自分は、ただの若造であり宦かん官がんの一人という認識のはずだ。

　じっと見ているようで虚こ空くうを眺めているような。

　そんなよくわからない曖あい昧まいな笑み。

　現在、後宮にいる妃の一人、楼ロウ蘭ランの実父、子シ昌ショウである。先帝、いやその母親である女帝の寵ちょう愛あいを受けた男で、今もなお皇帝は頭が上がらない。

　悪い意味で。

　壬氏はそれでも笑みを絶やさず……。

　絶やさないはずだった。

　子昌から視線を左にずらすと、帝の右側に坐ざする男と目が合った。

　狐きつねのような目をした片眼鏡モノクルの男が、場の空気を読まずもごもごと手羽先肉を食らっていた。それでも当人は隠しているつもりだろうか、一口かじっては袖そでの中に隠し、またかじっては隠している。

　今現在、一番厄やっ介かいな人物はこいつ、羅ラ漢カンだ。

　それだけならまだいいものの、羅漢は隣に立っている高官の頭をじっと見て、なにを思ったのか冠かんむりをそっとつまんだ。

　冠の下になぜか黒い毛の塊かたまりが付いている。羅漢はわざとらしく驚いてみせた。むき出しの官の頭頂が見える、向かい合っていた高官が三人ほど撃沈した。

　残酷なことをするものだ。

　よくできた鬘ヅラだったというのに。

　まるで子どものようなその動きに苦笑する者、呆あきれる者、噴き出しそうになるのを一生懸命こらえる者。

　表情を崩すのは壬氏だけではなかった。

　しかし、壬氏はそこで大笑いするわけにもいかず、表情が崩れそうになるところをなんとかこらえて緋ひ毛もう氈せんの上でひざまずいた。

　色とりどりの薔そう薇びを皇帝へと掲かかげると、皇帝は美び髯ぜんを撫でながら満足した顔で頷うなずいた。

　壬氏は大きく息を吐き出したいのを我慢しながら、後ろへと下がる。

　羅漢はわざとらしく薔そう薇びの花瓶をのぞき込みながら、今度は干し葡ぶ萄どうをつまんでいた。

　なぜ、こいつが無礼にならないのだろうと、壬氏は思わずにいられなかった。




　○●○




「あなた、もう水すい晶しょう宮きゅうに行っちゃだめよ」

　宴席より少し離れた東あずま屋やにて、桜イン花ファが猫猫を膝ひざ枕まくらしている。

　桜花は、猫猫が心配でずっと付いていてくれたのだ。
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　懐かい妊にんがはっきりした玉ギョク葉ヨウ妃は、今回の宴席を見合わせた。表向きは、淑妃こと楼ロウ蘭ラン妃のお披ひ露ろ目めとして席を譲った形となる。

　なぜ、桜花が心配するほど猫猫が痩やせこけたのかには、原因がある。

　どうにも、猫猫は水晶宮に行くと過労になるらしい。




　ここひと月あまり、猫猫は再び水晶宮に通っていた。

　水晶宮の侍女たちには相変わらず物の怪けを見るような目を向けられたが気にしない。

　それでも、猫猫は青薔薇を作るために水晶宮に来る必要があった。その手はずは壬氏に頼んで了解済みだ。

　壬氏にあらかじめ頼んでおいた場所、それは水晶宮の蒸気風呂サウナだった。

　以前、猫猫が梨リ花ファ妃の治療のため突貫工事で作らせたものである。

　梨花妃は相変わらず高貴なかただが、二つ返事で許可してくれたという。けっこう太っ腹なところがあるのは知っていたので打診したのだったが。

　猫猫はただで使うのは悪いと思い、

「これは、皇帝の愛読書です」

　と、先日新たに妓ぎ楼ろうから取り寄せた書を渡しておいた。皇帝から違うものをと言われたためである。

　梨花妃は中身に気が付くと、優雅な足取りで自室に戻って行った。

　猫猫は冷めた目で、侍女たちはこそこそ話をしながらその後ろ姿を見送ったことを覚えている。

　まさか、あんなものが高貴なかたへの袖そでの下になるとは、誰も思うまい。

　館の主人のご機嫌を得たところで、蒸気風呂サウナの蒸気が流れ込むように庭に小屋を作る。窓が大きく、天上にも大窓が付いた奇妙な造りの小屋だ。湯水のように金がかかるが、それは壬氏の懐ふところから出て行くので気にしない。それにしてもどれだけ高給取りなのだろう。

　そこに運ぶのは薔そう薇びの鉢。一つではなく、何十、いや百を超えるほど持ち込んだ。

　蒸気で温められた空気の中で、薔薇を育てる。できるだけ日光に当てるようにし、天気のよい日は外に出した。

　霜しもが降りるような寒い日は、焼石に水をかけ、徹夜で小屋を温め続けた。

　動き回るため、そのせいで何度か足の傷口が開きかけた。それを高ガオ順シュンに見つかったので、お目付け役として余所よその下女を派遣してくれた。どこで知ったのか、来たのは小シャオ蘭ランだった。小蘭は仕事がさぼれる上、点心おやつも貰えると大喜びで、高順に餌え付づけされていた。

　おそらく猫猫が過労で倒れなかったのは、この采さい配はいによるものだろう。

　猫猫がなにをしたかったのかと言えば、それは薔薇を狂わせたかったのである。花は季節に合わせて咲くが、たまにどうしたわけか違う季節に咲くこともある。

　つまり猫猫は、狂い咲きを起こしたかったのだ。

　なので、すべての鉢がつぼみを付けるとは考えず、大量に用意した。花の種類も、できるだけ早咲きのものを選び、かつ種類はばらけるようにした。

　期間がひと月と短く、できる確証はなかったが、つぼみができたのを見たときはどんなに喜んだことか。

　花の色を付けるより、花のつぼみを付けることのほうがよっぽど苦労したのだ。

　壬氏から宦かん官がんを数人よこしてもらったが、温度調節など微妙なものは猫猫が行わないといけない。間違って、薔薇をすべて枯らしてしまったらおしまいである。

　時折、物珍しいからか、怖いもの見たさからか、水晶宮の女にょ官かんがうろつくので、鬱うっ陶とうしいからとほかのことに目をやるようにした。

　なにをすればいいかと、指先を見つめ思いついた。

　紅を爪に塗り、布で丁寧に撫でる。

　花はな街まちでは当たり前の爪紅マニキュアだが、後こう宮きゅう内ではあまり見ない。仕事の上で邪魔なのだろうが、普段からあまり仕事をしていない侍女たちは興味津しん々しんで食いついてきた。

　わざと見せつけるようにのぞかせると、侍女たちは自室に自分の紅を探しに行った。

（これは都合がいい）

　少しだけ悪いことを考え、梨花妃にも爪紅マニキュアをすすめてみた。

　後宮には流行トレンドがある。そしてその流行最先端トレンドリーダーとなると、大抵、寵ちょう愛あいを受けた妃たちである。

　たとえ下げ女じょでも、皇帝の御手付きになれば、妃に召し上げられる。ならば、皇帝の気に入った女の真似をするのは不思議でないことだ。

　今現在、後宮の中で一番洒しゃ落れ者ものを選ぶとしたらおそらく楼蘭妃だろうが、あれだけ頻ひん繁ぱんに移り変わるとなると流行の元になれるわけがない。

　毒見のために翡ひ翠すい宮きゅうに戻った際、玉葉妃や侍女たちにも爪紅マニキュアを見せてみる。紅ホン娘ニャンは、非効率だと言ったが、残りはみな興味深そうだった。

（鳳ほう仙せん花かと片かた喰ばみがあればな）

　爪つま紅べにの異名をとる鳳仙花と、ねこあしの異名をとる片喰を潰つぶして練り合わせて爪に付ける。片喰が鳳仙花の赤の発色をよくするのだ。

　爪紅マニキュアが後宮内の女にょ官かんたちに流行る頃、薔そう薇びのつぼみは膨らみ、どれもが白い花びらをのぞかせていた。

　猫猫が選んだ薔薇は、すべて白い薔薇だった。




「あれは一体どうしたんだ？」

　薔薇をお披露目したあと、壬ジン氏シが帰ってきて言った。眉み間けんにしわを寄せている。

　後ろに控える高ガオ順シュンも興味深そうに見ていた。

　桜イン花ファは壬氏たちがもう大丈夫だと言ったので帰っていった。表向き、猫猫は玉葉妃付の侍女だが、雇用形態は壬氏付のままである。

「染めただけですよ」

「染めた？　花びらにはなにも付いていなかったぞ」

　指で花びらに触れる真似をして壬氏が言った。

「外側ではありません。内側から染めたのです」

　猫猫は薔薇を一本引き抜いた。

　そして、その切り口に指を当てる。青い薔薇の茎には、青い液体が付いていた。

　白い薔そう薇びを色の付いた水につけ放置した。

　ただ、それだけだ。

　茎から水ごと色素が吸い上げられ、白い花びらを染め上げる。

　だから、薔薇が吸い上げる水ならばどんな色でも問題なかった。

　ただ、葉の色はどす黒く汚くなるため、花瓶に活ける際、白い花以外すべてむしっておいた。

　すべて同じ花瓶に活けたように見える薔薇だが、その一つ一つの茎の根元は、色付きの濡れた綿で包まれ、油あぶら紙がみで固定されていた。それを提出する間際まで外さないでおいたのだ。

　実に単純な話である。

　方法が方法だけに、なにかしら言いがかりを付けてくる連中が出るかもしれない。その対処法として、前夜、翡翠宮を訪れた皇帝に種明かしをしておいた。誰もが、一番最初に秘密を教えてもらえるのはうれしいことらしく、なにか言われても意気揚よう々ようと説明をかって出てくれるだろう。

　どうやら壬氏は皇帝の話を聞く前に退出したようだ。

「つまり、以前青い薔薇を見たというのは、毎日毎日、青い色水を薔薇に吸わせる暇人がいたんですよ」

　猫猫は薔薇園がある方向を見ながら言った。

「なんでまた、そんなことを」

「さあ、女を口説く道具でも欲しかったのではないでしょうか」

　猫猫はそっけなく言うと、胸元から細長い桐きり箱ばこを取り出す。冬とう虫ちゅう夏か草そうの箱に似ているが、中身は別物だ。秘蔵本を持ってくる際についでに取ってきたものだ。

「珍しいな」

　壬氏がのぞき込んでくる。

「爪を染めているのか？」

「ええ、似合いませんけどね」

　薬と毒と水仕事で荒れた手は、左の小指の爪が奇妙な形に歪ゆがんでいた。赤く染めても、歪みは変わらない。

　これでもまともになったのである。

　じろじろと面白そうに見てくるので、またいつもの水面に浮かんだ魚を見るような目を向けてしまった。

（いかん、いかん）

　猫猫は頭を振る。これくらいで気にしていたら、このあとがもたない。

　まだ仕事は残っている。

「高順さま。頼んでいたものは」

「ええ、言われた通りに」

「ありがとうございます」

　舞台は設置セッティングしてもらった。

　あとは、いけ好かないやつに一泡吹かせるだけだった。










十九話　爪つま紅くれない







　嫌味なごとく色とりどりの薔そう薇びは宴席の注目を集めていた。

　羅ラ漢カンはそれをぼんやりと見ていた。管弦があまりに眠たい音楽だったため、いつの間にか手には誰かの冠かんむりとそれに付ふ随ずいした毛の塊かたまりを持っていた。

　はて、と羅漢は思い、それを隣の卓の上に置く。

　すると、隣の官が慌あわてた様子でそれを被る。

　なにかが羅漢をじっと見ているような気がするが羅漢にはよくわからない。とりあえず片眼鏡モノクルを取り、手て拭ぬぐいで表面を拭ふいて、今度は違う目にかけた。

　薔薇は宴席の中央に配置されていた。

　まるで、見せつけるかのようなさまは、活け手の性格の悪さを示しているようである。

　宴うたげがあったのは覚えている。

　薄絹のひれが舞い、弦楽器の音が流れる。

　贅ぜいを尽くした懐石が振る舞われ、酒のにおいが立ち込めた。

　どうにも、昔から興味のないことは記憶に残らない。

　それがあったのは覚えているが、それに付随する感慨というものがまったく浮かんでこなかった。

　気が付けば宴うたげの席は終わり、黒と青の衣装を着た二人の妃たちが、皇帝よりそれぞれの色を示す薔そう薇びを賜たまわっていた。

　どちらも周りの声から聞くに美女だと言うがよくわからない。

　自分には顔の美び醜しゅうなどまったく関係なかった。

　それにしても、つまらない。

　来ていないのか。

　なんのために挑発したのかわからない。

　仕方ないから、いつも通り違う相手をからかうか。腹いせぐらいさせてもらおう。

　周りを見ると、まだ多くの者が残っている。

　人込みは苦手である。

　多くの人間の顔は碁ご石いしのようにしか見えない。

　男女の区別はつく、だが男は黒石、女は白石に見えるのだ。それにもへじを付けたようにしか見えない。

　顔見知りの軍部の人間でも、せいぜい将しょう棋ぎの駒こまに変換されるくらいだ。

　多くの者は雑ぞう兵ひょうで歩ふ、階級が上がるほどに香きょう車しゃ、桂けい馬まとなっていく。

　軍師の仕事は簡単だ、駒に見合った配置を行えばいい。適材適所、それで大体の戦いくさは勝てる。

　難しいことではない。ただそれだけやっていれば、羅漢の仕事は終わりだった。たとえ自分が無能でも割り当てさえやれば、勝手に周りが仕事を終わらせてくれる。

　そんなものだと羅漢は思っている。

　天てん女にょのような笑みを持つ男、皆が誉ほめるそれでさえ、自分にはわからない。

　ただ、成り銀を連れた金将、それを探せば問題ない。

　そうやって人を探すのには慣れた。

　それにしても、今日はいつも以上に目が痛い。

　赤い色が目につく。指先に皆、紅を付けている。

　今の女にょ官かんたちの流行は、爪つま紅くれないということか。

　蘇よみがえる記憶の中の爪紅は、あれほどけばけばしい赤ではない。

　うっすら染まった赤い色。

　鳳ほう仙せん花かの赤色だった。

　懐かしい妓ぎ女じょの名前がふいに浮かぶと、視線の先に小柄な女官が映うつっていた。

　小さく貧相だがしたたかな、片かた喰ばみのような娘である。

　がらんどうの目をこちらに向けていた。

　自分の視線に気が付くと、付いてこいと言わんばかりに背中を向ける。

　牡ぼ丹たん園の向こう側、小さな東あずま屋やに将しょう棋ぎ盤ばんが置かれている。盤の上には、桐きり箱があり、中には枯れた薔そう薇びが躯むくろのごとく横たわっていた。

「お相手できないでしょうか」

　将棋の駒を掴つかみ、棒読みで娘がたずねてくる。

　そばには、金将と成り銀が立っていた。

　断る理由などなかろう。

　可愛い娘の頼みとあらば。

　羅漢はにやりと笑ってみせた。




　○●○




　一体なにがやりたいのだ。

　壬ジン氏シはできれば帰ってくれという猫マオ猫マオの言葉を無視してここにいる。猫猫は心底嫌そうだったが、なにも口を出さないという条件で黙ってくれた。

　軍師殿を誘い出し、猫猫は将棋の駒を並べている。

　その顔に、感情という文字はなく、普段の無愛想のほうがまだ人間じみていた。時折、手の甲をひっかいているようだが、虫にでも刺されたのだろうか。

「先せん攻こう、後こう攻こうどちらがよいかね」

　羅漢の片眼鏡モノクルの奥の細い目が、心底うれしそうなのがわかる。あれだけの執しゅう着ちゃくがあるのだから、それは当たり前のことだろう。

「その前に、規則ルールと賭かけの代償を決めませんか」

　猫猫が提案する。

「それは話が早い」

　壬氏は猫猫の後ろから盤をのぞく。

　羅漢から不気味な笑みを向けられるが、負けるわけにはいかない。流すように笑みを返す。

　変則なしの五回戦。つまり、三勝したほうが勝ちとした。

　どうにも壬氏には理解できない。軍師殿は将棋で負けなしである。選んだ遊戯ゲームからして間違っている。

　猫猫はなにを考えているのだろうか。

　高ガオ順シュンも同じ意見らしく、眉み間けんのしわをさらに深くしていた。

「なんの駒がいるかね。飛ひ車しゃか角か」

　羅漢が言った。

「なにもいりません」

　せっかくの申し出も猫猫は受け入れない。大人しく受けていればよいものをと、壬氏は思った。

「では、私が勝てばうちの子になってくれるね」

　壬氏はその提案に異議を唱となえようとしたが、後ろから高順に止められた。なにも口を出さない約束だ。

「雇用中の身ですので、年季が明けたあとになりますが」

「雇用中？」

　狐きつねのような目がじっとこちらを見る。

　壬氏は笑ったままで、頬ほおがひきつるのをこらえなければならなかった。

「本当に雇われているのかい？」

　羅漢が確かめるように言った。

「ええ、書にはそのように記されていました」

　その通りである。猫猫の見た書類にはそう書かれていた。

　だが、署名サインをしたのは、保護者がわりであるやり手婆ばばあだったりする。猫猫の養父らしき男は、持った筆を奪われていた。

「それならいいんだが。それより、そっちはどうするんだい」

　いぶかしんだまま、羅漢が言った。

「では、私からは」

　猫猫はそう言うと目を瞑つむった。

「緑ろく青しょう館かんの妓ぎ女じょを一人、身み請うけしてくれないでしょうか？」

「……なにを言い出すかと思えば」

　羅漢が顎あごを撫でる。

　猫猫は無表情のままだ。

「やり手婆ばばあが、そろそろ年とし増まの妓女を片付けたがっていますので。誰をとは言いませんが」

「そう来たか」

　どこかしら呆あきれた顔をする羅漢だ。そして、にやりと笑う。

「それでいいと言うのなら飲むしかないのだがね。それだけでいいかい？」

　猫猫は冷めた目で羅漢を見る。

「あと、規則ルールを二つ加えていただけないでしょうか？」

「別に問題ないが」

「それでは」

　猫猫は高順にあらかじめ用意させていた酒さか瓶びんを取り出した。

　五つの杯さかずきに均等に注いでいく。においからしてきつめの蒸留酒である。

　それに、袖そでから取り出した薬包紙を開き、さらさらと粉を入れる。入れたのは三つ、どれも似たような粉だ。猫猫は杯を傾け、それらを混ぜると、素早く五つの杯を入れ替えた。どれがどれなのかわからなくなる。

「一回勝負がつくごとに、勝ったほうがこの中から一つを選び、負けた者に飲んでもらいます。別に全部飲まなくても、一口飲めばそれでかまいませんので」

　なぜだろう、ものすごく嫌な予感がする。

　壬氏は、猫猫の後ろから横に回る。

　無表情だった顔がほんの少しだけ紅潮している気がしないでもない。楽しそうに頬ほおが緩ゆるんでいる。

　こんな顔をするときの相場は決まっている。

　さっき入れた粉が一体なんなのか、聞きたいが聞き出せない。

　そんな自分がもどかしい。

「さっき入れた粉はなんだい？」

　壬氏の代わりに、羅漢がたずねてくれた。

「薬です。少しなら」

　三つも飲めば、猛毒になりますけど、と。

　おかしな娘は微笑ほほえみながら言ってのけた。

　そして。

「たとえどんな理由があろうとも試合を放棄したら負けということでお願いします。その二つを規則ルールに」

　薬の入った杯をくるくると揺らしながら猫猫は言うのだった。

　その手は赤く染められ、左手の小指が歪ゆがんでいた。

　羅漢はその指先をじっと見ていた。




　えぐいことを考える、と壬氏は思うしかない。

　三つ飲まなければ問題ないとはいえ、簡単に口にしたいものではない。

　相手に揺さぶりをかけるためだろうか。

　確かに、一般の相手ならひるんでしまうかもしれない。

　でも相手は、奇人と言われる軍師殿である。ただの揺さぶりで心乱されるとは思えない。

　案の定じょう、猫猫は二連敗していた。

　多少は心得があるのかと思いきや、どうやら規則ルールを知っている程度で、まったく実戦の経験はないようである。

　すでに二杯の酒を残さず飲み干している。しかもとても美味しそうに。

　一体、なにを考えているのだと思う。

　三戦目は始まったばかりだが、結果は見えている。

　三杯目の酒を飲んだとして、毒にあたる可能性を考える。

　最初に毒のもとを選ぶ確率は五つに三つ、次に再び毒のもとを選ぶとすれば四つに二つ、最後に三つに一つ。

　つまり十に一つの可能性で、猫猫は猛毒を食くらうのだ。

　正直言えば、猫猫ならば毒にあたったところで問題がなさそうだと思えるのが怖い。

　羅漢がそれをどこまで知っているのかはわからないが。

　さて、賭けに負けたあとのことを考えようと、高順と顔を見合わせていると、

「王手です」

　と声が聞こえた。

　羅漢ではなく、猫猫の声が。

　高順と顔を見合わせ、盤上を見ると、王将が金に狩られようとしていた。

　ひどく拙つたない駒の流れであったが、確かに王将に道は空いていなかった。

「まいったよ」

　両手を上げ、お手上げする羅漢。

「お情けでも、勝ちは勝ちということでよいですね」

　猫猫が確かめるように言った。

「ああ、間違っても、娘に毒をすすめるわけにはいかんからね」

　先ほどの二杯の酒で猫猫の表情は変わらなかった。飲んだものに、薬が入っているのか、入っていないのかわからない。

　羅漢はおどけた笑みを浮かべ、無表情の娘を眺める。

「さっきの薬というのは味があるのかい？」

「どれも塩味が強いので、一口飲めば味が違うのはわかります」

「それならわかった。どれを選んでくれる？」

「お好きなものをどうぞ」

　なるほど、羅漢は二回までなら負けることができる。そのうち一つでもしょっぱければ、猫猫に害が及ばないとわかるだろう。確率としては変わらないが、確実である。

　やはり抜け目のない男だ。

　羅漢は真ん中の杯さかずきを取ると口にする。

「しょっぱいな」

　壬氏はうなだれた。

　これで、次の対局で猫猫が勝つことはできないだろう。

　次はどうしようかと壬氏が考えていると──。

「それに、あついな」

　羅漢の言葉に顔を上げると、羅漢は真っ赤な顔をしていた。ふわんふわんと首が揺れている。

　そして、次第に血の気が引き、真っ青になると力なく倒れ込んだ。

　高順が走り寄って羅漢を起こす。

「おまえ、どういうことだ？　一つでは問題ない薬なのだろう？」

　いくら憎らしいといっても本当に毒を盛るものか。壬氏は責め立てるように言った。

「ええ、薬ですよ」

　猫猫は心底、面倒臭そうに言った。脇に置いていた水差しを取ると、羅漢と高順のもとに近づいた。

　眼を無理やり開けて羅漢が昏こん睡すい状態になっていないことを確認すると、水差しをそのまま口に突っ込み水をぐびぐび流し込む。かなり乱暴な手付きである。

「壬氏さま」

　高順が困惑した顔で見る。

「酔っているようです」

「酒は百ひゃく薬やくの長ちょうですから」

　それにほんの少し、吸収をよくする塩と砂糖を混ぜたものを入れております、と。

　猫猫は、とりあえずやっときますか、という程度のやる気のない看病をしていた。

　一応は薬くす師しという職業柄、やってしまうらしい。

「下げ戸こなんですよ、この人」

　猫猫の一言でようやく狙いがわかった。そう言えば、果実水ジュースをいつも飲んでいた。酒を飲むところは見たことがない。

「さて」

　猫猫は頭を掻かきながら、壬氏を見る。

「さっさと、この男を運び出して、妓ぎ楼ろうの花を選ばせましょうか」

　淡々と言ってのける猫猫に、壬氏は「ああ」と相あい槌づちを打つしかなかった。










二十話　鳳ほう仙せん花かと片かた喰ばみ







　古い記憶が蘇よみがえる。

　無数の白黒の光景の中で、そこだけは淡い赤色に染まっていた。他人のそれよりも、もっと見えづらい自分の視界の中で、そこだけは鮮やかに輝いていた。

　碁ご石いしを持つ、駒こまを持つ指先に赤く染まった爪が映える。

　無駄のない、流れに迷いのないその筋に、誰もが両手を上げる。それをつまらなそうに眺める尊大な女、それが鳳フォン仙シェンという妓ぎ女じょだった。




　付き合いで妓ぎ楼ろうに向かうことはあったが、正直どうでもよかった。酒は飲めぬし、二に胡こにも演舞にも興味はわかない。いくら綺き麗れいに着飾ろうと、自分には白塗りの碁石にしか見えなかった。

　昔からそうである。

　人間の顔というものの区別がつかない。それでもましになったほうだ。

　母と乳母うばを間違えるどころか、男女の区別もつかなかった。

　父はこれでは役に立たぬと、若い愛人のもとに通うようになった。

　母は、自分の顔の区別もつかぬ子どもにかまわず愛人に走った夫を、どうにかして取り戻そうと画かく策さくしていた。

　そんなわけで、名家の長ちょう子しに生まれながらも、奔ほん放ぽうに生きてこれたのは幸運だった。

　手習いで覚えた碁ごと将しょう棋ぎにのめり込み、噂話に耳を傾け、ときにちょっとした悪戯いたずらも行った。

　宮廷に青い薔そう薇びを咲かせたのも、叔父おじ貴きの話を聞いてから試してみたことだった。

　要領は悪いが優秀な叔父だけは、自分を理解してくれた。

　顔ではなく、声や素振り、体格で人を覚えろと言われた。身近な人間は、将棋の駒に当てはめるとわかりやすかった。そのうち興味のわかない人間は碁石に、少しずつ親しくなった人間は将棋の駒に顔が見えるようになっていった。

　叔父が竜王駒に見えたとき、やはり優秀な男なのだと再確認できた。

　遊びの延長である碁や将棋で、自分の才を発揮するとは思わなかった。

　家柄のおかげで、武の才はないのにいきなり長ちょうを任されたのは幸運である。自分が弱くとも、部下を無駄なく使えばお釣りは来る。人が駒となる将棋となれば、なにより面白い遊戯ゲームに違いなかった。

　遊戯ゲームにも仕事にも無敗記録が続く中、底意地の悪い同どう僚りょうにすすめられ、噂の妓女と対決することになる。妓ぎ楼ろうで負けなしの鳳フォン仙シェンと、軍部で負けなしの自分。

　どちらが負けても観客ギャラリーは面白いことであろう。

　所しょ詮せんは井の中の蛙かわず。

　そんなことを考えていた自分をぶった切るかのように、鳳仙は自分を負かした。白石を持ったとはいえ、後こう攻こうであったとはいえ、その陣地の差は圧倒的なものであった。優雅な爪紅マニキュアを付けた指は、見事、相手の鼻っ柱を叩き折ったのである。

　負けたのはいつ以来だったろうか、くやしさよりもその容よう赦しゃない切り口にすがすがしささえ覚える。自分が侮あなどっていたのが、気に食わなかったのだろう。一言も語らず、仕草すら素っ気ない様子からわかる。

　思わず腹を抱えて笑ってしまった。その様子に周りはおかしくなったと騒ぎだした。

　涙まじりに、容赦ない妓ぎ女じょの顔を見ると、いつもの白い碁石でなく、不機嫌そうな女の顔かんばせがあった。名前の通り、鳳仙花のような、触れたらはじけそうな、人を寄せ付けない眼をしていた。
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　人とはこういう顔をしているものか。

　当たり前のことを初めて認識できた瞬間であった。

　鳳仙は隣に控える禿かむろに耳打ちをする。女おんな童わらわは、ぱたぱたと将しょう棋ぎ盤ばんを持ってきた。

　初はつ顔かお見みせでは声も聞かせない高こう慢まんな妓女は、無言で次の勝負を持ちかけていた。

　次は負くるまい。

　袖そでを上げ、盤上に駒を並べた。




　鳳仙という女は、妓女の誇りだけを固めた女だった。妓ぎ楼ろうで生まれたせいかもしれない。母はおらず自分を産んだ女はいると聞いた。花はな街まちでは、妓女は母になれぬ、それがこの言い回しの理由だった。

　ひたすら碁と将棋を繰り返す、それだけの逢おう瀬せが何年続いただろう。

　しかし、その頻ひん度どはだんだんと減っていった。

　才能ある妓女は、ある程度人気者となると売り惜おしみが行われる。

　鳳仙もまた、その一人であった。

　頭はよいがきつ過ぎる対応が万人向けではないものの、一部の好こう事ず家かに受けていたらしい。

　まったく物好きがいるものである。

　値も吊り上がり、三み月つきに一度会うのがやっとだった。

　久しぶりに妓楼に行くと、相変わらず無愛想な面のまま、爪紅マニキュアを塗っていた。

　赤い鳳仙花の花と小さな草が盆の上に置かれていた。

　これはなんだとたずねると「ねこあしです」と答えた。生しょう薬やくにも使われ、解げ毒どくや虫刺されに効くらしい。

　面白いことに、鳳仙花と同じく、成熟した実に触ると種がはじけ飛ぶらしい。

　今度試しに触ってみようと、黄色い花をつまんでみると、

「次はいつ来られますか？」

　と、鳳フォン仙シェンが言った。

　珍しい、定型通りの販はん促そくの文しか送らなかった女が。

「また、三み月つき後に」

「わかりました」

　鳳仙は爪紅マニキュアを禿かむろに片付けさせると、将棋の駒を並べ始めた。




　鳳仙の身み請うけの話を聞いたのはその頃だった。

　妓女の価値がどうこういうより、ただ、競せり合う相手が気に食くわないと値を吊り上げているらしかった。

　武官として出世したものの、異母弟にあと継ぎの立場を奪われた自分には、到底太刀たち打ちできる額ではない。

　どうしたらよいか。

　ふと、悪いことが頭をよぎったが、それは即座に打ち消した。

　やってはならぬことだった。




　三み月つきぶりの妓ぎ楼ろうでは、囲い碁ごと将しょう棋ぎ、二つの盤ばんを並べた前で、鳳フォン仙シェンが座っていた。

　開口一番、言った言葉。

「たまには賭かけをしませぬか？」

　あなたが勝てたら、好きなものを与えましょうと。

　私が勝てたら、好きなものをいただきましょうと。

「お好きな盤を選んでください」

　将棋に分ぶがあるのは自分である。

　しかし、座ったのは碁盤の前であった。

　鳳仙は試合に集中したいからと、傍かたわらにいた禿かむろを下げた。




　その後、どちらが勝ちとはわからぬまま、気が付けば手が重なっていた。

　鳳仙からは甘い言葉もなにもなかった。自分もそんながらではなく、ある意味、似た者同士だろう。

　ただ、鳳仙は腕の中で「碁がやりたい」とつぶやいた。

　自分とて将棋をやりたいと思っていた。




　不運だったのはそのあとのことだろうか。

　仲がよかった叔父が失しっ脚きゃくした。相変わらず要領の悪い人だった。

　父は面つら汚よごしだと罵ののしった。

　家にまで害は及ばなかったものの、叔父の影響を受けた自分が疎うとましかったらしく、遊ゆう説ぜいを命じ、しばらく帰ってくるなと言われた。

　無視してもよかったが、あとあと面倒になるだろう。

　武官である父は、親であると同時に上司でもあった。

　半年ほどで戻るからと、妓楼に文を送るのがやっとのことで。

　身み請うけ話は破は談だんになったと、文を受けたあとだった。

　しばらくは大丈夫だとたかをくくっていた。

　まさか、戻るのに三年もかかるなどとは思いもしなかった。




　家に戻ると埃ほこりをかぶった自室には、無む造ぞう作さに置かれた文の山があった。

　結び付けられた枝は枯れ果て、歳月を感じさせた。

　その中の一通、なぜか開かれたあとのあるそれに目をやる。見慣れた定型文がそこにあった。しかし、その文の隅には赤黒いしみのようなものが付いている。

　そばにあった、口の半分開いた巾きん着ちゃくをのぞく。それにも赤黒いしみが付いている。

　開くと、汚れた紙に包まれた、小枝か土くれかよくわからないものが二つあった。片方はとても小さく、つまむと潰つぶしてしまいそうになる。

　小枝の先になにか付いているのを確認すると、ようやくそれがなんなのか理解できた。

　自分の手に十も付いているそれだと、気が付くのには遅過ぎた。

　ゆびきり、そんな呪まじないが流行っていると聞いていた。

　二本の小枝を包み直し、巾着に入れて懐ふところにしまうと、早馬を飛ばして花はな街まちに向かった。

　以前より明らかに廃すたれた馴な染じみの妓楼には、碁石しかいなかった。あの鳳仙花のような女はおらず、箒ほうきで自分を叩く者がやり手婆ばばあだと声でわかった。

　鳳フォン仙シェンはもういない、婆はそれだけ言った。

　大おお店だな二つに見限られ、店の名を落とし、信用が地の底に落ちた妓女は、夜よ鷹たかのごとく客を取るしか道はなかった。

　そんな女がたどる末まつ路ろがわからなかったというのか。

　少し考えればわかること、だが、碁と将棋しか頭にない自分にはたどり着かない答えだった。

　ただ地面に這はいつくばり、人目をはばからず号ごう泣きゅうしたところで、時は戻らない。

　なにもかも、短たん絡らく的だった自分が悪かったのだ。




　まだずきずきする頭を抱え、羅ラ漢カンは寝台より身を起こす。

　見覚えのある部屋だ。華やかだが派手過ぎない香が漂う場所。

「お目覚めですか？」

　柔らかい声が聞こえた。白い碁石のような顔が羅漢の前に現れる。声から誰かわかっていた。

「梅メイ梅メイ、なんで私はここにいるんだい？」

　緑ろく青しょう館かんの妓女の一人に聞いた。その昔、鳳仙の禿かむろをしていた。

　あのとき、傍かたわらにいて下がらせた女おんな童わらわは確か梅梅じゃなかっただろうかと、思い出す。たまに拙つたない動きで碁石を並べているので遊んでやった。筋がいいと誉ほめるといつももじもじしていた。

「どこぞの貴人の遣つかいのかたが置いていきました。それにしても、ものすごい顔ですよ。赤いというか青いというか」

　緑青館でまともに相手をしてくれるのはこの妓女くらいだ。いつも来ると梅梅の部屋へと通される。

「私とてこうなるつもりはなかったよ」

　あまり勢いよく娘が飲むものだから、それほど強い酒ではないと思っていたのに。

　羅漢に酒の種類はわからない。

　一口飲んだだけで、喉のどが焼けるような熱さだった。

　傍かたわらに水差しがあるので、器につがず口に付ける。

　口の中にえぐい苦味が広がって、思わず吐き出してしまった。

「な、なんだこれは！」

「猫猫が作ったそうですよ」

　笑っているのだろうか、袖そでで口元を覆っている。

　二日酔いの薬だろうが、やり方に悪意を感じなくもない。しかし、それでも顔がにやけてしまうのはおかしいだろうか。

　水差しのそばには桐きり箱があった。

「これは……」

　昔、悪戯いたずらの戦利品として、文を付けて届けたものだ。中を開くと、乾いた薔そう薇びが一輪入っている。

　枯らせてもこうやって形を保つことができるとは知らなかった。

　片かた喰ばみ、ねこあしのような娘を思い出す。

　あのあと、緑ろく青しょう館かんの門もん戸こを何度も叩き、そのたびにやり手婆ばばあに折せっ檻かんを受けた。

　赤あか子ごなどいない、早く帰れと箒ほうきで殴られた。本当に恐ろしい婆である。

　側頭部から血を流し、けだるげに座り込んでいると、隣でなにかをむしっている子どもがいる。

　建物の脇に生える草は、黄色い花を付けた見覚えのあるものだった。

　子どもになにをしていると聞いてみると、薬にすると答えた。

　碁石のように見えるはずの顔が、なぜか無愛想な顔に見えた。

　子どもは草を両手につかんだまま、走っていく。走った先には、よたよたと老人のような歩き方をする者がいる。普段なら碁石に見えるその顔が、将棋の駒に見えた。しかも、歩ふや桂けい馬まではなく、大駒、竜王駒がそこにいた。

　一つだけ開かれていた文、汚れた巾きん着ちゃくを開けたのは誰だったのかわかった。

　後こう宮きゅう追放のあと、消息不明となっていた叔父、羅ルォ門メンがそこにいた。

　そのあとをひよこのように付いていく、ねこあしを持った子どもは『猫マオ猫マオ』と呼ばれていた。

　羅漢は懐ふところから汚れた巾着を取り出す。常に持ち歩いていたためだいぶくたびれている。

　中には、小枝のようなものが二つ、紙にくるまっているはずだ。

　猫猫の駒を打つ手はたどたどしかった。将棋に慣れていないのも理由にあるだろうが、もう一つわかるのは左手で打っていたことだ。

　赤く染められた爪を見ると、小指だけが歪ゆがんでいた。

　恨うらまれても仕方がない。

　それだけのことをした。

　それでも、そばに置きたかった。

　碁ご石いしと将しょう棋ぎの駒に囲まれただけの生活はもう嫌だった。

　そのために、力をつけた。父から家か督とくを奪い、異母弟を排はい斥せきし、甥おいっ子を養子に引き入れた。

　やり手婆ばばあに何度も交渉し、十年かかって賠ばい償しょうの二倍相当の金を払い終えた。

　ようやく部屋に入れてもらえたのはその頃だろうか。自然と、その役割は梅メイ梅メイが引き受けてくれた。昔、詰つめ将棋を教えたことに気を使っているのだろうか。

　残った娘とともにいたい、ただそれだけをかなえるために、羅漢はずっとやってきた。

　だが残念なことに、人の感情を読み取るということに長たけていない羅漢は、ことごとく裏目に出る行動を起こし続けた。

　羅漢は、巾着を懐に戻す。

　今回は諦あきらめよう、今回は。

　だが、粘ねん着ちゃく質と言われようと、完全に諦めるわけにはいかない。

　それに、なにより、娘の隣にいた男が気に食くわない。

　近づき過ぎではないだろうか、試合中、三回も娘の肩に手をかけおって。そのたびに、はねのけられたのはいい気味だったが。

　さて腹いせになにをしようか。

　羅漢は水差しを手に取り、えぐい薬を飲み干ほしながら考える。

　たとえ、どんなにまずくとも、娘のお手製には違いない。

　しばらくは、花に付く虫を落とすことを考えよう。

　そんなことを考えていると、ばたんと大きく扉が開かれる音がした。

「ようやくお目覚めかい？」

　しわがれた碁石がやって来た。声からしてやり手婆だとわかる。

「さあて、うちの妓女を身請けしようってんだ。銀の千、二千で買えるもんじゃないとわかってるだろうな」

　相変わらず守しゅ銭せん奴どだ。羅漢はずきずきする頭を押さえながら苦にが笑わらいを浮かべる。伊達だてで付けている片眼鏡モノクルを右目にかける。

「一万で足りなければ二万でも三万でも。さすがに十はちときついがな」

　やれやれと羅漢は思う。羅漢の立場であってもそう安い額ではない。しばし、いろんな副業をしている甥っ子にせがむしかなかろう。

「そうかい、なら早くこっちへ来な。好きなのを選ばせてやるよ」

　やり手婆に言われるがまま、妓ぎ楼ろうの広間に行くと、派手な衣装の碁石たちがわんさと並んでいた。その中に、そっと梅梅が交じる。

「おや、三姫も交えていいのかい？」

「好きなのをと言ったはずだよ。そのぶんたんまり貰うがね」

　羅漢の質問に、婆ばばあはけっと唾つばを吐くように答える。

　どれを選べと言われても、羅漢には困ったものだ。どんなに着飾ろうとも羅漢の目には碁石にしか見えぬ。

　女たちの笑いが聞こえる。香かぐわしいにおいがする。色とりどりの衣装が目にまぶしい。

　だけど、それまでだ。

　それまでなのだ。

　羅漢の心を叩くものはない。

　しかし、選べと言われた以上選ぶしかなかろう。買ったあとはどうとでもできる。養う金くらいはあろうし、それが嫌なら金を渡して好きなようにしてもらおう。それでいいはずだ。

　ならばと、羅漢は梅梅のほうへと向かう。

　梅梅が羅漢に気を使うのは罪悪感からだろう。あのときあの場を離れなければ、今のようにならなかったかもしれない。

　そんな彼女に報いてもいいのではないか、と思った。

「羅漢さま」

　すると梅梅は小さな笑い声を立てた。

「私とて妓女の矜持プライドは持ち合わせています。もし、お望みでしたら、なんの躊躇ためらいもございません」

　そう言って、てくてくと窓へと向かう。そして、中庭に面する大窓を開いた。帳とばりがはためき、花びらが室内に舞い込んできた。

「選ぶなら、ちゃんと選んでくださいね」

「梅梅、勝手に開けるんじゃないよ！」

　やり手婆が怒鳴り、窓を閉めようとした。しかし──。

　ふと耳になにかが聞こえてきた。

　妓女たちの笑いじゃない。どこかつたなく、あどけないわらべ歌が聞こえてくる。

　羅漢は目を見開く。

「どうしたんだい？」

　やり手婆が怪け訝げんな声を上げた。

　羅漢は飾り窓から外をのぞいた。

　歌声がとぎれとぎれに聞こえてくる。

「なにをやっているんだい！」

　婆が慌あわてた様子で羅漢の手を掴つかもうとする。

　しかし、遅かった。

　羅漢は窓から飛び出すと、地面を蹴けっていた。ただ、歌声のするほうへと走る。

　運動をしていないことを今日ほど後悔したことはない。足をもつれさせながら、ただひたすら走る。

　何度も訪れているが行ったことがない場所だった。母おも屋やから離れ、物置小屋のような場所へとたどり着く。

　歌はそこから聞こえていた。

　荒ぶる心の臓を押さえ、扉を開く。独特の薬臭さが漂ってくる。

　そこには痩やせた女がいた。艶のない髪を伸ばし、枯れ枝のような手が胸の上に置かれている。病のにおいがする女だった。

　その左薬指は、歪いびつに欠けていた。

　羅漢は呆ぼう然ぜんとなる。

　ふと気付くと、頬ほおになにかが伝っている。

「なにやってんだい！　そこは病人部屋さ」

　やり手婆ばばあが慌てて入ってきた。羅漢の手を掴み部屋から追い出そうとする。

　羅漢は動かない。そこにいる痩せた病人の女を見つめる。

「早く出ておいき。さっさと向こうで妓ぎ女じょを選ぶんだよ」

「そうだな、選ばないとな」

　羅漢は零こぼれ落ちる滴しずくをそのままに、ゆっくりと膝ひざをつく。女は羅漢に気付かないのか、ただ笑いながらわらべ歌を歌う。

　そこに、尊大な態度も人を小こ莫ば迦かにした視線もない。あどけない子どもの心に戻ったままの女がそこにいた。

　痩せこけた病人の女、そのはずなのに羅漢には誰よりも美しい女に見えた。

「婆、この女で頼む」

「莫迦言ってんじゃないよ。部屋に戻ってさっさと選びな」

「誰だっていいと言ったのは、婆のほうだろう。この女だって妓女のはずだ」

　羅漢はやり手婆に言うと、そっと懐ふところを探った。ずしりと重い袋を取り出すと、女の手のひらに置く。女は置かれた袋に興味を持ったらしく、拙つたない動きで袋から中身を取り出す。震える指先には、碁石がつままれていた。

　女の顔が一瞬赤みを帯びたと思うのは気のせいか。

　羅漢はにこりと笑う。

「私はこの妓女を身み請うけするよ、金はいくらでも出そう。十万でも二十万でも払ってやる」

　羅漢が言い切ると、婆はそれ以上なにも言わなかった。

　婆の後ろには梅梅が立っていた。梅梅は衣を引きずりながら中に入ると、病の女の前に座った。女の痩せた手を取る。

「大姐ねえさん、最初から素直になっていればよかったのに。どうしてもっと早く……」

　梅梅は泣いているらしい。嗚お咽えつが聞こえる。

「私が期待する前に終わっていればよかったのに」

　梅梅が泣き崩れる理由はわからなかった。

　ただ、羅漢は碁石を楽しそうに眺める女を見つめていた。

　鳳仙花のような美しい女を──。




　〇●〇




（すごく疲れた）

　やはり慣れぬ者の相手をするのは疲れると、猫猫は改めて思った。

　あの泥でい酔すいした狐きつね目めの男を仮眠室へと送り届けて、ふらふらと帰る途中である。

　壬ジン氏シと高ガオ順シュンは別の用があるため、途中、違う官とともに行くことになった。この間、鱠なますの件で一緒に来てもらった官だ。

　名前を馬バ閃センと言うらしい。すでに何回か会っているがようやく覚えた。

　この男は無愛想だが仕事はしっかりしているので楽である。相手が話す気がなければ、猫猫も無理やり話を合わせる必要がないからだ。

　やはり相あい容いれない、どうしても受け付けないものがあると、改めてあの男に会って猫猫は思った。

　たとえ相手に悪気というものがなくとも。

　ふらふらと歩いていると、猫猫は華やかな一団を目にした。大きな傘パラソルを女にょ官かんに持たせ、一団の中心にいるのは艶やかな衣装を着た楼ロウ蘭ラン妃だった。

「……」

　隣で舌打ちが聞こえたと思ったら、馬閃が半はん眼がんでその集団を見つめていた。なにやら、不愉快な様子だ。

　どうしたものかと見ていると、その向こうにふっくらとした官が立っていた。両脇に副官らしき男を率ひきい、その後ろにさらに数人付いてきている。

　楼蘭妃はふっくらとした男を見ると、団扇うちわで口元を押さえながら親しそうに話しだした。

　周りに侍じ女じょたちがいるのに、あんなに親しげに話していていいものかと思ったが、

「腹黒親子め」

　と、どす黒いつぶやきが聞こえてきたため、なるほどと猫猫は納得した。あれが後こう宮きゅうにごり押しした楼蘭妃の父親かと。

　噂によれば先帝からの重臣で、実力主義の今の皇帝から見ると目の上のたんこぶだと聞いたことがある。

　それにしてもと猫猫は馬閃を見る。

　確かに、聞こえる場所に猫猫しかいないとはいえ、高官の悪口を口にするのはやめてくれよ、と思う。もし、誰かが聞いていれば、猫猫との会話の中でそんな言葉が飛んだと思われかねない。

（まだまだ青いなあ）

　猫猫は自分とそう変わらない齢の青年を見て思うのだった。




　今夜は後こう宮きゅうに戻らず、そのまま壬氏の棟むねに行くことになった。

「てっきり恨うらんでいるものかと思っていたが」

　先に帰って来た壬氏が待っていた。

　壬氏は腕を組みながら恐る恐る口を開く。

　猫猫は水スイ蓮レンが用意した粥かゆをすすっている。食べながら喋しゃべるのは行儀が悪いが、水すい晶しょう宮きゅうで失った栄養を取り戻すほうが先決だった。しばし見ぬ間に痩やせ細った猫猫を見て、水蓮は粥だけでなく次々と料理を作っている。

　ここもまた、翡ひ翠すい宮と同じで侍じ女じょが仕事に制限をかけない。

「恨んじゃいません。こちらとしては、うまく当ててくれたおかげでここにいますので」

「当……」

　ほかに言い方はないのかと、壬氏が呆あきれた顔で見る。

（そんなこと言われても）

　本当のことなので仕方がない。

「なにを想像したか知りませんが、妓ぎ女じょの合意がなければ子は孕はらみません」

　妓女は皆、避妊薬または堕だ胎たい剤を飲み続けている。たとえ、それでできたとしても、初期であれば流す方法はいくらでもある。

　産むというのは、その意思を持っていたからだ。

「むしろ謀はかられたほうなのではないですか」

　女は血の流れの周期を読めば、できやすい日時などある程度予測がつく。

　妓女ならば相手の訪問を、文ふみで都合のよい日時に変えてもらえばすむことだ。

「軍師殿がか？」

　壬氏は水蓮が持ってきた点心をつまみながら言った。

「女とは狡こう猾かつな生き物です」

　なので、狙いが外はずれたときは我を忘れたことだろう。

　自分を傷つけることすらいとわないほどに。それだけでなく──。

　先日、見た夢。

　あれは本当にあったことだった。

　自分のものだけでは飽き足らず、猫猫を産んだ妓ぎ女じょは赤あか子ごの小指を添えて文を送った。

　妓楼では猫猫に、猫猫を産んだ妓女の話をすることはない。やり手婆が口止めしていることくらいわかっている。

　でも、そんなもの周りの雰囲気とちょっとした好奇心から漏もれていくものだ。

　緑ろく青しょう館かんが潰つぶれかけた原因、それが猫猫であると。

　碁と将棋の好きな変わり者が父であると。

　好き勝手な妓女の責任だと。

　そして、もういなくなったと言われ続けていた妓女が誰であるかということも。

　鼻が欠けたことを恥じ、心が壊れるまでずっと猫猫を遠ざけていた女が誰であるかと。

　大おお莫ば迦か者の男には、あんなのよりもっといい妓女がいる。それをさっさと身み請うけしてしまえばいい。そうすればいいのに。

「壬氏さま、あの男に執しつ務む室以外で話しかけられたことはないですよね？」

　壬氏は猫猫の質問に首を傾かしげた。

「そう言えばないような」

　壬氏は回廊ですれ違うときは、いつもあっさり頭を下げられるだけだったと言った。いつも執しつ拗ように話しかけられるのは執務室に居座られているときだけだったと。

「人の顔がわからないという人間がたまにいます。あの男はそれなんです」

　猫猫はおやじから聞いた話を口にする。猫猫はそんなものがあるのか、と正直半信半疑だが、あの男がそれだと言われたらわかったような気がした。

「わからない？　どういうことだ？」

「ええ。どういうわけかわからないそうです。目や口の一つ一つの形はわかるのに、それをまとめて認識できず、皆同じような顔に見えるそうです」

　おやじがしんみりとした顔で言っていた。あいつもかわいそうな奴だと。

　そのせいでずっと苦しんできたと。

　それでも、おやじもおやじなりに考えることがあって、やり手婆があの男を箒ほうきで殴って追い出すのを止めたりしない。悪いことは悪いことだとわかっているからだ。

「なぜか、私と養父だけは誰なのかしっかりわかるみたいで、あのおかしな執着もそこに起因しているみたいです」

　ある日突然現れた奇妙な男は、いきなり自分を連れ出そうとした。

　やり手婆が現れて、箒で殴られ、血だらけになった男の姿には幼おさな心ごころに恐怖を覚えたものだった。

　血まみれの顔でにへらにへらと笑いながらふるふると手を伸ばされたりすれば、誰だって怖がるものである。

　それから何度も現れては、予想外のことを行って血まみれで帰っていくので、だんだん、大抵のことには驚かない性格になってしまった。

　自分を父だと言い張るが、猫猫にとって父はおやじであって、あの変人は父ではない。役割から考えると、せいぜい種馬がいいところだ。

　おやじである羅ルォ門メンを押しのけ、自分が父親になろうとする。

　それはありえない、どうしても譲ゆずれない点である。

　妓楼の皆は、迷惑を被こうむり、猫猫を産んだ女はいないと教えられた。たとえ生きていようが猫猫には関係ない。すでに猫猫はおやじ、羅門の娘だ。これはなによりも幸せだと思う。

　あの男だけの責任ではない。

　むしろその点では感謝している。

　なにより、自分を産んだ女の母たる記憶はない。恐ろしい鬼婆の記憶だ。

　嫌いであっても、恨うらんでいない。

　それが猫猫の持つ、羅ラ漢カンへの感情だった。

　苦手なものはあっても嫌いという感情はなかったので、多少、度の過ぎた対応を取りがちになったが。

　許す許さないであれば、猫猫よりももっと恨みがましい人間がいる。

（婆もそろそろ許したはずだ）

　あの男は薔そう薇びを入れた箱に入った文ふみに気付いただろうか。それが、猫猫が種馬にできる最大の譲じょう歩ほだった。

　わからなければそれでいい。気のいい妓女の小姐ねえさまを身み請うけすればいい。そのほうが幸せだろう。

「その割には露ろ骨こつな嫌い方に見えたが？」

「壬氏さまもあの男のことをまだよくわかっていませんね」

　猫猫が中ちゅう祀しに向かおうとしたとき、助けてくれたのは羅漢だった。おそらくだが、これからなにかが起こるのを感じていたのだろう。猫猫がその場に残された状況や証拠をかき集めて物事を予測するのに対し、あの男はそんなまどろっこしい真似はしない。なんとなく、きな臭そうだと勘で判断する。そして、それを外はずすことは滅多にない。

「もしかして、あの男につつかれて調べたことがあったんじゃないですか？」

　猫猫の質問に、壬氏が黙る。ぼそっと「あれのことか……」とつぶやいたのを見るとその通りだろう。李リ白ハクが翠スイ苓レイについて調べるのが早かったのも、刑部が迅じん速そくに動いたのもあの男の仕業かもしれない。

　ただ、あの男は面倒臭がりで、周りを使うが自分で動こうとしないのだ。もし、当人が表立って動いていればどうなっただろうか。

（今頃、蘇よみがえりの妙薬が）

　手元にあったかもしれない。すこぶる悔しい。

　あの男は、自分がどれだけ恵まれた才を持っているかわかっていないのだ。おやじに手放しで褒められる才能は、この国中探したところでいくつ見つかるだろうか。それが、嫉妬という感情だと猫猫は知っていた。

「味方にはできませんが、敵にしないほうがいいでしょうね」

　猫猫はそれだけ吐き捨てるように言った。それに──。

　猫猫は左手を上げると、自分の小指の先を見る。

「壬氏さま、知っていますか？」

「なにがだ？」

「指の先って切っても、伸びてくるのですよ」

「……、食事中に言うことか」

　珍しく壬氏が半眼で見てくる。いつもと立場が逆だ。

「では、もう一つ」

「なんだ？」

「あの片眼鏡モノクルに『爸パ爸パって呼んで』と言われたら、どう思いますか？」

　壬氏は一瞬止まって、珍しく不快な顔を前面に出した。「あらあら」と水蓮が口に手を当ててそれを見る。

「眼鏡をかち割りたくなるな」

「でしょう」

　壬氏は猫猫の言いたいことがわかったらしく、おやじって大変なのかとつぶやいた。

　隣に控える高ガオ順シュンは、なぜか哀愁を漂わせていた。

　なにかあったのだろうか。

「どうしたのですか？」

　猫猫が聞くと、高順は天井を仰いだ。

「いえ、世の中には好きで嫌われる父親なんていないと思ってください」

　しみじみ言った。

（はてはて）

　とりあえず、猫猫は匙さじを口に運び、残った粥かゆを片付けることにした。










終　話







　後こう宮きゅうに戻って数日が経たった。

　梅メイ梅メイから手紙と荷物が届いた。

　誰が誰に身み請うけされたか、そのことが書かれていた。雨にでも降られたのだろうか、紙がところどころ濡れて文字がにじんでいた。

　小さな行こう李りに入れられた荷物には、美しいひれが入っていた。祝いの席で妓ぎ女じょが使うものだ。

　猫マオ猫マオはそのまま、行李の蓋ふたを閉じようとしたが、思い直す。狭い私室にある衣装箱に手をかけると、一番奥にしまったものを探すことにした。




　遠くに見える花はな街まちは明るい。いつにも増して派手だと猫猫は思う。

　後宮の外壁から見る花街はきらきらと輝いていた。

　しゃらんしゃらんと鈴の音が鳴り、ひれをつけた妓女たちが踊っていることだろう。きらびやかな衣装をまとい、ひれを振り、花をまき散らす。

　花街の花が誰か一人のための花になるとき、ほかの花たちはそれを見送るために舞を踊る。身請けは祭りだ。酒とご馳ち走そうが振る舞われ、皆が歌い、皆が踊る。

　夜も宴うたげが続き、花街は眠らぬ夜の城だ。

　猫猫は、昼間届けられたひれを肩にかける。指先でひれをつまむ。

　左足はまだ怪我けがのせいで本調子ではないが、大丈夫だろう。上着を脱いで、唇にすっと紅をさす。梅梅から貰った紅だ。

（冗談みたいだな）

　猫猫は昨年、下か賜しされた芙フ蓉ヨウ姫を思い出した。今は、幼おさな馴な染じみの武官とともに、後宮にいた頃のことは忘れているだろうか。それとも、毎夜、ここで踊っていたことをたまに思い出しているだろうか。

　そして、猫猫はそんな芙蓉姫と同じような真似をする。小姐ねえちゃんたちに持たされた一いっ張ちょう羅らに身を包んで、記憶の片隅に置いた舞踏の最初の一歩を思い出す。口には梅梅小姐ねえちゃんから貰った紅を付けた。袖には鈴飾りを付けているので、動くたびにしゃらんと音が鳴る。

　長い裳スカートには小さな石がいくつも縫い付けられており、猫猫がくるりと回転するたびに丸く広がる。裳スカートで円を描き、ひれで弧こを描く。広がった袖が風を切る。

　いつも結んでいた髪を解き、代わりに薔そう薇びを一輪耳にかけた。青く染まった小さな薔薇だ。

　ひれが舞い、裳スカートが舞い、袖が舞い、髪が舞う。

（案外覚えているもんだな）

　いやいや婆ばばあに教え込まれた舞踏は思ったより猫猫の中に残っていた。

　ひれを舞わせていたそのときだった。

「……」

「……」

　なにかよからぬ者と目が合った。そして、猫猫は裳スカートを踏み付けた。

　間抜けなくらい顔面からずっこけて、顔を押さえながらごろごろすると足場がなかった。外壁の外へと落ちるところをなんとかしがみつき、引き上げてもらった。

「な、なにをやっているんだ」

　はあはあ言いながら、思わぬ来訪者は言った。後ろで束ねた髪が乱れている。

「こっちこそ聞きたいですよ、壬ジン氏シさま」

　猫猫は一張羅を叩きながら言った。

「なんでここにいるんです？」

「……」

　壬氏が呆あきれた顔で見る。

　何気に引き上げたあとも猫猫の手首を掴つかんだままだ。

「また、変な女が外壁によじ登っているとか報告を受けたら、対処するしかなかろう」

（こっそりやってたつもりだったが）

　そりゃばれるか、と今更ながら思った。

　それにしても、衛兵はまだ幽霊の噂を信じているのではあるまいか。

「手間をかけさせるな」

　壬氏の手が猫猫の頭に乗る。

「わざわざ壬氏さまがいらっしゃらなくても、ほかのかたが出てくればいいのでは」

　猫猫はそっと頭を動かし、手をどける。

「親切な衛兵は、おまえの顔を知っていて、こちらに話を通してきたんだが」

　猫猫は自分の顔をぺたりと触る。

「おまえは地味にやっているつもりでも、周りはそう思っていないことは覚えておけ」

「御ぎょ意い」

　やりにくいなあ、と猫猫は顔を掻かく。

「で、今度はおまえの番だ。なにをしていた」

「……花はな街まちでは、身み請うけされた妓ぎ女じょを見送る際、踊るんです。その衣装が今日送られてきました」

　本当は、衣装を送ってきた妓女を見送りたかった。踊りを覚えるのが苦手な猫猫に最後まで付き合ってくれたのは梅梅だった。「私が出て行く際は、ちゃんと踊るのよ」と何度も言われた。

　壬氏がその猫猫の顔をじっと見ている。

「なんですか？」

「いや、おまえ、踊れたんだなと思ってな」

「基本的な教養の一つとしてしごかれました。客見せできる代物ではありませんけど」

　それでも、身み請うけの祝いのときには人数合わせに集められることがある、と言うと、壬氏は遠くの花街へと目を向けた。

「外では噂になっていたな。あの変人が妓女を身請けするとな」

「そうでしょうね」

「ついでに休きゅう暇か届を出された。十日は休むつもりでいるらしい」

「実に迷惑ですね」

　そして、明日にはさらなる噂が立つだろう。花代にいくらかけたか知らないが、あの行あん燈どんのあがりようでは、そんじょそこらの妓女の身請けの比ではない。梅梅の手紙によれば、三日三晩どころか七日七晩宴うたげをするという。

　緑ろく青しょう館かんに三姫のほかにそんな妓女がいたのか、と噂になることだろう。

（梅梅小姐ねえちゃんにしておけばよかったのに）

　病に侵おかされたあの女はそんなに長くないだろう。昔の記憶もなく、ただ童わらわ女めのように歌い、碁ご石いしを並べるだけしかできない。

　ずっとやり手婆ばばあが隠し続けてきたその女を、あの男は見つけ出した。

（見つけなきゃよかったのに）

　そうしたら、気がいい小姐ねえちゃんはきっと尽くしただろう。まだまだ美しく、教養にあふれた梅梅はいい妻となれただろうに。

（物好きな小姐ねえさまだこと）

　やり手婆が毛嫌いするあの男を部屋に最初に上がらせたのは梅梅だった。最初は、ずっと猫猫を追いかける変人を見て、仕方ないと上がらせたのかもしれない。

　部屋に上がったところで、なにをするわけでもなし、ただ猫猫とそれを産んだ女の話を聞くだけだった。

　時折、碁ご盤ばんに向かうことはあったが、対戦することはなかった。古い対戦記録を思い出し、それをひたすら並べ続けたという。

　それは梅梅の言であり、本当にあの男がどうだったのかはわからない。猫猫に気を使っただけかもしれない。

　別にどちらでもいいと思う。梅梅があの男に身請けされたとしても、喜んでいただろう。性格はどうであれ、金はしっかり持っている奴だ、小姐ねえちゃんが生活面で苦労することはない。

　そんな小姐ねえちゃんのどこが気に食くわなかったというのだ。

「それにしても、一体誰を身み請うけしたんだ？」

　約束とはいえ、これだけ大掛かりに身請けを行うとは思っていなかったようだ。あまりの変わりように壬氏も驚いている。

「誰なんでしょうね」

「知っているのか？」

　壬氏の質問に、猫猫は目を瞑つむるだけだった。

「知っているんだろう？」

「どんな美女でも壬氏さまには敵かないませんよ」

「答えになっていないが」

（敵わないは否定しないんかい）

　壬氏だけじゃなく、宮中いや都じゅうが大騒ぎだろう。きっと身請けされた妓女は派手に装よそおい、でも、表に出ることはない。

　ただ、噂だけが大きくなる。あの変人を射止めた美女は誰だろうかと。

（やり手婆ばばあの思うままだ）

　しばし、緑ろく青しょう館かんの噂が絶えないことだろう。面白がって官僚たちが妓ぎ楼ろうの門を叩くに違いない。

　久しぶりに踊ったせいだろうか、身体全体が熱い。特に足元がじんじんするので見てみると、裳スカートが真っ赤に染まっていた。

「うおっ！」

　猫猫が声を上げて裳スカートをつまんだ。

「な、なにしてんだ！」

　壬氏がうわずった声を上げる。

　猫猫は左足を見ると顔を歪ゆがめた。じんじんと感じていた熱さが今更、痛みとしてふりかかった。薬の実験で痛みに慣れた猫猫は、どうにも痛つう覚かくが鈍くなっている。

　左足の傷はしっかり癒ゆ着ちゃくしていたと思ったが、さっきのでまたぱっくり開いていた。

「あー、開いてしまいました」

「開いたじゃないだろう！」

「大丈夫です、すぐ縫ぬいますんで」

　猫猫は脱ぎ捨てた上着をあさると、消毒用の酒精アルコールと針と糸を取り出した。

「なんで無駄に準備がいい！」

「なにが起こるかわかりませんので」

　猫猫がぶすりと足に針を刺そうとするところで、壬氏が針を奪う。

「壬氏さま縫えません」

「ここで縫うな！」

　言うなり猫猫を横抱きにした。そして、梯子はしごもかかっていない外がい壁へきをするりと降りていった。

　猫猫は呆あっ気けにとられたまま、手足をばたつかせることもできない。

　降りたあとで自由にしてもらえるかと思いきや、今度は持ち方を変えられた。

「……なんで持ち方を変えるんです？」

「あの体勢はちと辛つらい」

「ならば下ろしてください」

「傷口が広がるだろう」

　壬氏は少し口を尖とがらせたまま言った。壬氏は猫猫を両手で抱きかかえている。顔が合う分、かなり居心地が悪い。

（どうしてまた）

「誰かに見られたらどうするんですか？」

「見られぬだろう、暗くて見えない。それに──」

　壬氏は猫猫が落ちぬように、一度投げるように上げて持ち手を直す。

「こうやって持つのは二度目だ」

（二度目？　ああ！）

　猫猫は足を怪我けがしたときのことを思い出した。気を失っていたが、あのとき自分を運んでくれたのは壬氏だと言われたら納得がいく。

　そうなると、あの大勢の前で猫猫は運ばれたことになるが──。

　そんなことよりもっと大切なことを忘れていた。ずっと言うべきだったことなのに、どうして言わなかったのだろうと後悔した。

　猫猫はふくらはぎからにじむ血を手て拭ぬぐいで押さえる。

「壬氏さま、こういうときに申し訳ないのですが、ずっと言いそびれていたことがありました」

「……どうした急にあらたまって」

　壬氏が少し戸と惑まどった様子で猫猫に言った。

「はい、どうしても言わなくてはいけないことでした」

「……さっさと言ってくれないか」

　壬氏は先ほどよりやや歩調をゆるめながら返す。

「では……」

　猫猫は壬氏の顔をじっと見る。

「牛ご黄おうをください」

　その瞬間、壬氏の頭が猫猫の頭に落ちてきた。ごちんと音がして、目から火花が飛び出そうになる。
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（いきなり頭ず突つきとは）

　こいつ、最初から餌えさをやる気がなかったのかと思わなくもない。

「まさか用意してないのでは？」

「失礼なことを抜かすな」

　猫猫の疑ぎ心しん暗あん鬼きの目に、壬氏は少し眦まなじりを上げて言った。

　表情がころころ変わる宦かん官がんを見て、猫猫は大人げないと思った。

　でも、そちらのほうが話していて気が楽だ。

　猫猫は壬氏の腕の中で揺られながら、思った。




　大陸の中央に位置する、とある大国。どこから漏もれたか、そこのやんごとなき貴人が霊薬ばかりかき集めると噂になる。

　壬氏の執しつ務む室が、見舞いの花でいっぱいになり入れなくなったと知ったのは、午後の茶会のときであった。猫猫は桃饅を食はみながら、「ふーん」とやる気なく言った。
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